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　単騎朝駆けで我が家へとやってきた従妹いとこの麻ま衣いは、来るなり部屋をニヤニヤしながら見渡した。

「タケにいがここまで爛ただれた生活をしてたなんて……。あたしの育て方が間違ってた？」

「そっちの方面を麻衣に育てられた記憶はないし、たった今誤解だって言ったじゃん！」

　確かにクリスマスパーティで疲れ切ってそのまま寝てしまった状態は酷いと思う。そこら中に菓子袋が散乱しているし、着の身着のままで寝ていたみんなもまだ寝ぼけ眼まなこで何が起こっているのかを把握していない。

「武たけ紀のりくん、この子、誰ー？」

　咲さきが眠そうに目を擦こすりながら尋たずねてきた。他のみんなも少しずつ目を覚ましているのか、麻衣に注目し始めている。

「えーと、こいつは――」

　改めて麻衣を見た。ゆうきよりも少しだけ長いショートで、イマドキっぽいブラウンヘアー。勝ち気な吊り目に、小さな唇くちびる。少し厚着でもこもこしたミルク色のパーカーと、ピンク色のスカートに黒タイツとその服装はイマドキっぽかった。あくまで俺の感想だけど。

　どう紹介しようか、頭の中で言葉を考えていると、

「この人のいー人やってます。よろしく！」

　俺に先んじて麻衣が妙なことを言い始めた。

「――って、おい！」

　何がいい人だ。

　みんな覚醒したのか、俄にわかにざわつき始める。

「おい、コラ。どういう意味だ、都つ筑づき」

　そして、高たか橋はしが真っ先に誤解していた。いつも不機嫌そうな顔は、寝起きと誤解のせいで今にも堪忍袋の緒が切れそうに見える。

「真っ赤な誤解だって！　真に受けないでってば！」

「だが、鍵の閉まっていた玄関から入ってきたことは事実だろう。合い鍵を持つ仲、ということか」

　必死に高橋を宥なだめようとしているところで、ゆうきがその火に油を注ぐ。勘弁して欲しい。

　やいのやいのと責める口調のふたりを遮って、さっさと正体を明かした。

「こいつは従妹だよ！　都筑麻衣。俺の父の弟の長女です！　つーか麻衣、いい人とか言うな！」

「タケにい。発音ちょっと違う。いい人じゃなくて、いー人だってば！　従妹をやってる人、略していー人」

「それが笑うところだとしたら、辞書で冗談とか漫才とか笑いとかの意味を大至急調べてきてくれ」

「あはははははは！　冗談じゃないよ。ジョークだってば」

「横文字になっただけ、だと……？」

「そもそも、あたし、タケにいって呼んでるんだから、すぐ気付くと思ったんだけど」

　言われてみればそうだ。そんな麻衣の言葉を聞いた高橋とゆうきは途端にばつが悪そうな顔になる。このふたりも寝ぼけた状態では頭が働かないということか。そもそも夜通し遊んでたから大して寝てないしな。

「改めまして。タケにいの従妹やってる都筑麻衣です。今年はタケにいたちがこっちに戻ってこないということで、こっちから来させてもらいました。冬休み中はこっちで生活することになるので、みなさんよろしくー！」

　そんな余計な一波乱を巻き起こしつつ、麻衣の自己紹介は終わった。
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　さて、麻ま衣いの自己紹介が終わって、今度はこちらだ。麻衣は目配せして早く紹介しろと俺に訴えてきている。それなりに長い年月を一緒に過ごしてきただけあってか、そのぐらいのことであれば、なんとなくわかってしまうのだ。厄やつ介かいなものである。

　とはいえ、俺としても確かめたいこともあるし、その流れには乗っておこう。

「えーと、まずは姉の春はる姉ねえと妹の夏なつ海み」

　いきなり紹介されて、きょとんとするふたり。

　姉妹を紹介された麻衣の方はというと、顔を歪ゆがめてとても不愉快そうだ。

「……あのね。タケにい、あたしの記憶力が鶏並みとでも？　三歩歩けば忘れるって言いたいわけ？」

「いや、お前肝心なことすぐ忘れるし」

「そ、それは否定しないけど……。それにしたって家族紹介とかありえないし！」

　よし。第一目標さっそく達成。麻衣はちゃんと春姉と夏海のことを知っていた。

　子供時代の思い出といった繊細な部分に踏み込むと危険な気がするけど、ひとまずは問題がないということがわかった。少なくともふたりは俺の家族として認識されている。

　以前再会した佐さ崎さきみたいに何も覚えていなかったら生活すらおぼつかないしな。

「麻衣ちゃん、久しぶりだね」「ゆっくりしていってね、麻衣ちゃん」

　春姉と夏海もそれぞれ挨拶する。ふたりにもちゃんと記憶はあるみたいだな。細かいことはあとで聞き出そう。

「うん、ふたりともよろしくねっ！」

　麻衣は気持ちよくふたりに挨拶を返す。

　じゃあ、第二目標に移ろう。

「えーと、幼おさな馴な染じみの秋あき原はら理り恵え」

　すると、麻衣は不思議そうな顔をした。

「幼馴染？　……いたっけ？」

　……理恵の方は知らないのか。麻衣は年に二回か三回ぐらいしかこちらに来ないから、そこまで記憶が浸透してないのかもしれないな。

「隣に住んでるんだけど知らなかったっけ？」

「マジで!?　やばー！　結構、来てたのに知らなかったなー。えーと、じゃあ……。理恵さん、よろしく！」

　理恵がにっこりと笑って挨拶。

「よろしくね、麻衣さん」

「麻衣でいいよ！　麻衣さんなんて、ちょっとくすぐったいし……。それに、タケにいと同い年なら呼び捨てでオッケー！」

「うん。じゃあ、麻衣ちゃん」

「それはそれで、ちょっとくすぐったいけど……。まあ、いっか！」

　麻衣も笑顔で返した。微笑ましいやりとりだ。佐崎の時みたいに拗こじれたりすることもなくて安心する。佐崎の時は、この三人が不審に思われていたからな。これで、第二目標も達成、と。

「えっと、あとはクラスメイトの神楽かぐら咲さき、伊い藤とうゆうき、高たか橋はし愛あい子こ、佐さ藤とう翔しよう也や、夏海のクラスメイトの四し阿あ小こ由ゆ奈なちゃんと三み宅やけ拓たく海みくん」

「ふーん……、へえー……、ほおー……」

　他のメンツは普通に紹介したのだが、麻衣はみんなを紹介するたびに感心したような溜息を漏らす。興味深そうに、そして値踏みでもしているのかその目は妙に鋭い。みんなは気付いてないみたいだけど。

　そんな風に全員の自己紹介を終えたところで、理恵がすっくと立ち上がった。

「じゃあ、そろそろ居間を片付けないとね」

　それがきっかけとなり、みんなも立ち上がって居間の掃除が開始された。

　とはいえ人数も多いので、早々と終わってしまう。

「掃除も終わり、と」

「おーい」

　俺が掃除機をかけ終わったところで、いつの間にかいなくなっていた麻衣がこちらにやってくる。

「軽く朝ご飯作ったよー。お菓子でお腹ふくれてるかもしれないけど、朝はちゃんと食べた方がいいからね。みなさんの分も作ってあるので、是非どうぞ！」

　とても気が利きく従妹いとこだった。







　麻衣の作った朝ご飯を軽くお腹に入れてから居間で食休みを取る。

　そんなひとときの中、

「そういや、麻衣っちさー。中学校のころの武たけ紀のりってどんなやつだったの？」

「おっと、翔也さん。そこを聞きますか。いい質問ですね」

　いきなり翔也がそんな話を振り、麻衣は底意地の悪い笑みを浮かべた。嫌な予感しかしない。ふたりの呼び方など気にする余裕もまったくない。

「待て。まったく面白くも何ともない話だからやめてくれ」

「まあまあ武紀、たまには客観的に自分の話を聞くのも悪くないぞ。諦めて聞いとけ。伊藤、ちょっとよろしくー」

　翔也の言葉と共にゆうきが立ち上がり、木ぼく刀とうを喉元に当ててくる。ひんやりとした感触が怖い……。

「貴重な話だ。みんなに聞かせた方がボクはいいと思うぞ」

「……脅しながら言うこっちゃねぇ」

「失礼な。脅しじゃない」

「じゃあなんだよ」

「お約束だ」

　がっくりと肩を落とすしかない。

「わかったから木刀をどけてくれ」

　俺がそう頼むとゆうきは静かに木刀をしまった。くそ、俺に味方はいないのか。

「どの辺りからいきましょうかねぇ」

　麻衣は本気で迷ってる顔をしていた。

　しかも、言うべきかどうかを迷ってるんじゃない。何から言うべきか迷ってる……！

「じゃあ質問していいかな。中学時代、武紀に恋人っていたの？」

「いねーよ！」

　思わず俺の方から突っ込んでしまった。いるわきゃねぇだろ。

　しかし……、

「え……」「まさか……」「でも……」「もしかして……」

　みんなわりと興味津々な顔をしている。

「いなかったねー。まあ、友だちすらあんまりいなかったからねぇ」

「うぐっ……」

　何気ない麻衣の言葉が心に突き刺さる。実際に友だちが少なかったとはいえ、言われると微妙にへこむ。

　そして、翔也が納得したように頷うなずいた。なんてやつだ。

「あー、まあ、わかる気がするわ」

「翔也、お前まで……！」

「だってお前、僕がいない時にクラスの連中たちと遊んだことあるか？　もちろん、ここにいる以外の面子な」

　……翔也なしで遊んだ記憶がまったくない。確かにほとんどがクラスメイトから翔也が誘われて、あるいは翔也が誘って俺がそれに付いていくって形だった。

「別にあいつらだってお前から言えば普通に遊ぶってのに」

「……ほっといてくれ。それに俺はみんながいればいいんだ」

「勝者の余裕ってやつか。爆発すればいいのに……！」

　翔也がとても悔しそうに歯ぎしりする。……いや、別に遊びたくないってわけじゃないけど、やっぱり優先するべきはみんなだと思うしな。

「中学の時はあたしが暇な時に一緒にゲームで遊ぶくらいで、他は大抵ひとりでゲームとか漫画とかラノベとか読んでたよねー」

　さらに麻衣が追撃してきた。目配せしてやめろと訴えてみたものの、麻衣は口を歪めるだけでやめようとしない。ちくしょう。みんなの表情もちょっと苦笑気味で肩身が狭い……。

「あ、でもね」

「お。何か面白いエピソードがっ？」

　麻衣の何気ない一言に咲が食いついた。

「確か倒れた委員長を保健室に運んだよね？」

　……そのエピソードか。

「へえー……。武ちゃん、えらい」

　理恵が褒ほめてくれる。だけど、だな。

「そりゃ、倒れてて周りに誰もいなかったら運ぶか先生呼ぶしかないだろ。俺じゃなくてもそうするよ」

　謙けん遜そんでもなんでもなく。任せるべき人がいなければ自分でどうにかするしかないのだから。……というか、この話はできればここで終わって欲しい。

「うん。あたしも先生から都つ筑づき武紀は男気のあるやつだなって褒められたわけですよ」

　まだだ。まだただのいい話で済む。やめろ。麻衣。頼むから。通じて！　俺のこの思い！

　しかし、俺の心の中を麻衣は読み取ってくれない。

「まあ、こっからが面白いところなんだけどさ」

「マジやめて！　それ以上は許してください！」

　駄目だ。こいつ、最後まで言う気満々だ！

「あー、気にせず続けてー」

　しかし、俺の制止を遮って翔也が先を促した。

「タケにいってば保健室まで運んでいって保健の先生にクラスと名前を聞かれたのに、『名乗るほどのことはしてません』って言って、去っていったのだ！」

「ぎゃ――――っはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっ!!　学校でそれはっ！　ぷぎゃ―――っ！　ぎゃああはあはあああっははっ！　かんっぜんに中二病だ！」

　案の定、翔也は大口を開けて大爆笑。

　……いっそ死なせてくれ。あれは完全に俺の黒歴史なのに……。

「ぷっくく……」「くく……」

　他のみんなも笑っている。悪いと思っているのか、どうにか堪こらえようとはしているみたいだけど。

「まあ、すぐにクラスも名前も判明しちゃったんだけどさ」

「麻衣！　バラすなって言っておいたじゃないか！」

「もう三年以上経ってるんだし時効だってば。あたしもう言いたくて言いたくてしょうがなかったんだから。学校じゃ喋ってないから安心して」

「何を安心しろと言うんだ……」

「教師陣の間じゃ、美談になってるんだよー？　タケにいが卒業してから半年ぐらいして、いきなり助けられた女の人と男の人が恋人になったなんてゴシップになったけど」

　はっきり言って、なんの慰めにもならない。泣きたい。

「まあ、中二病でも善行ならいいんじゃ――ぶぎゃはははははははははははははは!!」

　翔也がいいことを言おうとして、堪えきれずにまた大笑い。こいつ、マジ殴りてぇ。

「お兄ちゃん、カッコいいから大丈夫だよ？」

　夏海が慰めてくれる。

「ありがとうな」

　夏海の頭を撫なでながら、俺は麻衣に背を向けた。

「もうタケにい。拗すねない拗ねない」

「もう勝手にしてくれ」

「そう？　じゃあ……。他にもこんなのあるけど……えーっとね」

　再び麻衣が喋り出した。何を喋るつもりなのか知らんが、あれ以上の恥ち辱じよくはもうないはず。そう信じたい。

　そもそも、俺にとってはもはやどうでもいいし、改まって聞くような内容でもない。

　部屋に戻ろう。そう思った時――。

　哄笑が部屋に響き渡った。

　まるで声に質量でもあるかのように錯覚するほどのエネルギーを背中に感じる。

　夏海もそれに釣られて麻衣の方へと行ってしまった。

　麻衣を見れば、手には携帯を持っていてディスプレイをみんなに向けている。

　あれは――！

「お、おい……。麻衣、それはまさか……」

　黒歴史なんてもんじゃなくて、それは完璧なトラウマじゃねぇか！

　そのディスプレイには……。

　ぎちぎちな黒のライダーズジャケットを着込み、下にも黒のレザーパンツを穿はいた俺が映っていた。ベルトもゴテゴテして、靴も黒のブーツ、その上サングラスとまったく隙すきがない。とても悪い意味で。

　ご丁寧に写真には、麻衣が付け足したのであろう『ストリートに舞い降りた漆黒の堕だ天てん使し』とか書かれている。『（笑）』がついてないのがおかしいぐらいだ。

「やめて！　それは俺のトラウマなんだから！」

　この頃は土星辺りから、もっと暗黒に染まれと囁ささやかれていたんだ……！

「あははははははっ！　これを見た時は衝撃的だったねー。年に一度の大爆笑ですよ。数日間、学校でも思い出し笑いしちゃって大変だったんだからね！」












「大変なのは、今それを白日の下もとに晒さらされた俺だ！」

　しかし、その後俺がどう言い訳しても、みんなの笑いは収まらない。ファッションのトラウマはさらに加速してしまいそうだ。

　あの頃はこれがカッコいいと本気で思っていたんだ。しかし、麻衣に大爆笑されて、目が覚めて以来トラウマになっている。そして、それからというもの、自分が本気で考えたファッションを信じることができなくなったのだ。悲しい、話である……。

「あー、たーくん、こんな恰好してたんだー」

「お兄ちゃん、くろーい！」

　春姉と夏海も笑っていた。うう、なんという辱はずかしめか……。

「あれ？　そーいやなんで春姉と夏海ちゃん、この服装のこと知らないんだっけ？」

　麻衣が戸惑った声を上げる。

　すぐに頭が冷静になった。

　やばい――。

　そうだ。麻衣は春姉、夏海と生活しているという記憶があるはずなのだ。知っていなければおかしい。

　春姉も夏海もこの話は危険だと察したのか気まずそうな顔をしている。

「その時いなかったからだろ。ふたりにも隠すのに必死だったんだぞ」

「そうだったっけ。そういやそうだった気もするけど……」

　とりあえず誤ご魔ま化かしたが、やはり向こうにいた時の話は危険だな……。春姉と夏海に目配せすると、ふたりはわかったというように小さく頷く。

　くいくい――。

「ん？」

　ふと袖を引っ張られて、振り返ると暎えい那なちゃんがいた。

「都筑お兄さん、カッコいいです」

「……ありがとう」

　暎那ちゃんのセンスもよくわからない。嬉しいような悲しいような。しかし、昔ならいざ知らず、今褒められても恥ずかしすぎて穴に埋まりたい。

　ひとしきり、笑いが収まると咲が羨うらやましそうな顔をする。

「でもいいなぁ。わたしもそういう思い出を共有したかったな。ね、理恵ちゃん」

「だよね。小さいころの経験を共有してるのってやっぱり羨ましい」

　咲に話を振られると、理恵もそれに同意した。春姉と夏海も口には出さないが、羨ましそうな表情を見る限り理恵と同意見のようだ。

「あれ？　でも理恵さんは隣に住んでるんだし、小学校の時の思い出とかいっぱいあるんじゃないの」

　理恵の発言に違和感でも覚えたのか、麻衣は疑問を顔に浮かべて聞いてくる。

「あはは……。残念ながら子供のころにそこまで衝撃的な思い出はないんだよね」

　理恵は少しだけ困った顔をしながら無難に誤魔化した。

　そんな理恵の表情が、なんとなく心の片隅に残った。







　俺の過去話――というか黒歴史＆トラウマ暴露も終わったところで本日は解散となった。

「おじゃましましたー」「それじゃあ、夏海ちゃん」「春姉もありがとね」

　咲たちが口々に挨拶を交わしている。

「そうだ、理恵ちゃん、伊藤さん……あのね……」

「あ、そうだ、咲ー。その話が終わったらでいいんだけど……」

　咲は理恵とゆうきに何かパーティをしようと提案しているらしい。高橋も咲に初はつ詣もうでの話を振っている。

「武紀ー」

　触発されたというわけでもないだろうが、翔也が俺を呼んだ。

「お前、例のアニメの映画見に行かない？」

「アニメの映画？」

「ほら、この前公開されただろ。あの魔ま砲ほう少女のやつ。冬コミ一日目の昼辺りに行こうと思ってるんだけど、どうだ？」

　そう言えば公開されたとネットで見たような……。このところ忙しくて、そっちに気を割いてなかったから覚えてなかったな。

　くいくい。

「ん？」

　さっきと似たような袖を引っ張られる感触。振り返ると、やっぱり暎那ちゃんがいた。

「私も行きたいです」

「……え？」

「『魔砲王女レトリックれい』の映画を見たいです」

　……そう言えば少し前に高橋が、

『うちの馬鹿が録画してたの一緒に見ちまってなぁ。それ以来、ずっと欠かさず見てるよ』

　とか言ってたっけ。

「暎那！　何言ってんだ！　ダメだダメ！」

　話が聞こえたのか、慌てて姉が飛んでくる。

「……愛子のケチ」

「うぐっ……。でも、ダメだ！」

「…………………………………………………………………………」

　暎那ちゃんは冷ややかな目で高橋を見ている。高橋はとても傷ついてそうだ。こんな困り果てた顔、初めて見たぞ。

「まあまあ。いいじゃん、アニメ映画のひとつやふたつ」

　翔也がそう窘たしなめると、

「てめーは黙ってろ……！」

　即座にガンを入れた。おお、こえぇ……。

「やれやれ……。姉バカだねぇ」

　翔也が肩をすくめて嘆息する。

「もう少し、自分の知らないものを理解してあげてもいいんじゃないか？　最初っから否定するんじゃなくてさ」

　そんな翔也の言い分に、暎那ちゃんがこくこく頷いていた。

　俺も一応フォローしておこう。

「高橋が不安になるのもわかるけど、一度先入観なしで見てみてもいいと思うぞ。暎那ちゃんと一緒にさ」

　暎那ちゃんが俺の言葉に、もう一度深く頷く。

　俺もギャルゲーには『エターナル　イノセンス』をやるまでは間違った先入観を持っていたからな。

「お姉ちゃん、一緒に見ようよ……」

　純真な瞳で高橋を見つめる暎那ちゃん。

　それで高橋は陥落した。

「わかったよ。じゃあ、映画はそれ次第だからな」

「うん。ありがとう、愛子」

　帰る前にこんな一騒動が起こるとは。まあ、無事に話がついたようで何よりだ。

「ちなみに翔也。悪いけど俺はパスしとくよ」

「そっか？　しょうがないな。俺としてはその日に見たいし、別のやつでも誘って行くとするか」

「悪いな」

「ま、気にするなよ。それじゃーな。もう今年はみんなと会えないかもしれないから一応言っとくよ。よいお年を！」

　そう言って翔也は帰っていった。

　他のみんなも話が終わったのかもう帰る寸前だ。

　ただ、咲とゆうきのふたりとそれぞれ話をしておかないといけない。

「ゆうき、悪い。ちょっと残っててくれないか？」

「ん？　どうかしたのか」

「これから行きたいところがあって、それに付いてきて欲しいんだ」

　それを聞いた瞬間、残っていたみんなが一斉に俺の方を振り返った。え、何？

「武紀くん、まさかこれから伊藤さんとデート？」

「武ちゃん、そんな堂々と……」

　咲と理恵がなんか誤解してる!?

「………………………」

　ゆうきもそれを真に受けたのか顰しかめっ面つらをしていた。デートではないが、俺とのデートがそんなに嫌なのか。それはそれで何気にショックだ。

「違うって、そんなんじゃないから。ゆうきの能力が必要なのと……。あとは護衛、かな？」

「……また穏やかな話ではなさそうだな。まあ、いいだろう」

　ゆうきは俺の話にピンと来たのか、こくりと頷いて引き受けてくれた。

「ありがとう。それじゃ、居間で待っててくれるか？」

「わかった」

「それと咲。ちょっと聞きたいんだけどさ……」

　俺の質問に、咲は少し困惑しながらも答えてくれる。

　それが終わるとみんなは各々挨拶を交わして帰っていった。昨日が騒がしかっただけにすごく寂せき寥りよう感かんがあるな。

「タケにいー」

　みんなが玄関から出て行くと、麻衣が俺を呼んだ。

「さすがに少ししか寝てないから眠いわー。ちょっと寝るけど、どこで寝ればいいのー？」

　見ると麻衣が欠伸あくびをして眠そうにしている。よくよく考えれば始発で来たわけだしな。三、四時間しか寝てないはずだ。

「空いてる部屋がないんだよなー……」

　以前の麻衣は両親の寝室で寝ていたのだが、あの部屋は春姉の部屋になっている。

「じゃあ、わたしのベッドで寝る？」

「あ、おねがいー。ありがと、春姉。家族水入らずは、また夜にねー」

「ちゃんとした寝床は夜になったら決めましょ」

「うん。りょーかいー」

　春姉が麻衣に寝床を貸すと、麻衣は「おやすみー」と言い残して、さっさと階段を上って春姉の部屋へと向かった。あの分じゃ夕方まで起きないだろう。

　叔お父じさんと叔お母ばさんも来るしなぁ……。部屋の割り当ては考えておかないと。とは、いってもそれは後回しだ。

　さて……。

「ゆうき、悪い。行き方調べてくるから、ちょっと待っててもらえるか？」

「了解」

　二階に向かう時に、ふとゆうきが春姉の方に行くのが見えた。小さな声のやり取りが聞こえてくる。

「春はる海みさん。少々、厚かましいのだけど、昨日残ったケーキを食べさせてもらえないか……？」

「え……。う、うん。別にいいけど、もしかしてゆうきさん朝ご飯足らなかった？　それだったらわたしが軽く作るけど……」

「い、いや。甘いものは別べつ腹ばらというか……。もっとあのケーキを味わいたいというか……」

「あはは、そういうことね。褒めてくれて嬉しいな。それじゃ、あり合わせで作ったココアクッキーもあるけど食べる？」

「ぜひ……！」

　ゆうきは相変わらず甘いものに目がないらしい。普段とは違う遠慮気味なゆうきに、ちょっと癒いやされた。

　しかし、癒されている場合ではない。今のうちに調べてこないと……。







　調べものも終わって、居間へ下りてくるとゆうきはまだケーキを食べていた。よく食べるな……。よくよく思い返せばパーティ中もばくばくケーキばっかり食べてた気がするけど。

　まだ食べ終わりそうもないし、ちょっとだけ時間をもらおう。

「春姉、夏海。ちょっとでかけてくるね」

「どこ行くの？」

「すぐそこ。ゆうきも悪い。もう少し待っててくれないか？」

「気にするな。いくらでも待つぞ」

　……しかし、ケーキを食べているゆうきはえらい幸せそうだな。普段と違って完全に顔が緩んでいる。今だったら隙を衝ついて一撃入れられそうだ。そのあとで殺されそうだから実践はしないけど。

「ん、じゃあ、行ってきます」

　俺は玄関を出て、理恵の家へと向かう。

　インターホンを鳴らすと理恵のお母さんが出てきた。年齢的には結構いってるはずだけど、設定を投影されているせいか二〇代前半にしか見えないほど若い。まさに理恵が少し大人になったらこんな成長をするだろうという容姿だ。

「あら、武くん。どうしたの？　理恵ならさっき帰ってきたけど」

「すいません。ちょっと忘れ物を届けに」

「あら、そうなの？　せっかくだから、ゆっくりしてって」

「ありがとうございます」

　家に上がらせてもらって二階の理恵の部屋へ。俺の部屋から屋根伝いに行ってもいいんだけど、ちょっと眠いし念のためだ。眠いときは足を滑らせそうだしな。

　理恵の部屋のドアを軽くノック。

「俺だけど、今いいか？」

「え、武ちゃん？　ちょ、ちょっと待って！」

　待てと言われてしまった。部屋の中では少しだけトタトタと理恵の動いている音がしている。

「ど、どうぞー」

　少しして理恵の声が聞こえてきた。ドアを開けて中へと入る。

　理恵は寝間着パジヤマに着替えて、ベッドの縁に座っていた。もしかして、さっきは着替え中だったのかな？　だとしたら玄関経由で正解だった。屋根伝いだったら、不慮の事故が起きた可能性が高い……。

「それにしても、いきなりどうしたの？」

「いや、ちょっとな……」

　理恵は俺が来たことに不思議そうな顔をする。

　ええい、ここまで来たら照れてないでさっさと言ってしまわねば。

「さっきの麻衣の話でまた悩んでないかなと思ってさ」

「あ……」

「麻衣の話を聞き終わったあとに、少し寂しそうな、悲しそうな表情をしてたから……」

「……鋭いね、武ちゃん。ちょっとだけ、当たり」

「理恵、俺は――」

「うん。気にするなって言うんでしょ？　あたしも気にしない方がいいと思ってる。でも……。そうだってわかってても、ね。前に武ちゃんから写真とか見せてもらって、いっぱい話して……。武ちゃんの子供のころのことは色々教えてもらったけど、経験がないとパッと話が思い浮かばないから」

「それは……」

「ああいった話の時に話についていけないと、どうしたってあたしは虚きよ構こうの存在なんだなって自覚しちゃうんだ」

「理恵、虚構なんて、言うな……！」

「武ちゃん。あたしたちが虚構の存在なのは揺るがない事実なんだよ。でも、あたしはね。それを受け入れた上で生きていこうと思ってる」

　理恵は毅き然ぜんと言い切った。その瞳はとても真しん摯しな輝きを放っている。彼女はきっと真面目にそう思っているんだ。

「でもね？」

　そして、理恵は少し俯うつむいてから話を続けた。

「虚構の存在であろうとなんだろうと、あたしは武ちゃんと一緒にいられればいいよ……。でも、武ちゃんと最後までいられるかどうか。それが確信できないのが怖いんだ。あたしたちは何かの拍子にあっさりと消されたりしそうで……」

　この世界はフェアリーテールシステムによって多くの改変を受けている。俺と佐崎という幼馴染との過去が改変されたり、主人公としての場所を奪われたり……。

　以前、みんなが消えた時も突然だった。シナリオの終了日という設定から、みんなは強制的に消されてしまっている。

　それだけではない。藤ふじ田ただって改変したし、武たけ杉すぎさんも改変をした。きっと俺たちだけではなく、他にも多くの人が俺たちの知らないところで改変をしているだろう。

　フェアリーテールシステムはとてつもない代物だ。現時点では俺たちに抵抗できる術すべなど何もない。

　だけど――。

「理恵。今は本当に根拠のない言葉でしかないけど……。お前の未来は絶対に守ってみせるから。不安だったらいつでも俺に甘えてくれていい。いつだって俺はお前の傍にいる」

　いつか必ず抵抗する術を見つけてみせる。アカシックサーバーに入る時に力を貸してくれたあの人のように。フェアリーテールシステムを知って、少しでも抗あらがう術を見つけてみせる。

「うん……。指輪もくれたからね」

　理恵が左手の甲を見せてくる。その薬指には昨日渡した指輪がはまっていた。

「『Ｉアイ　ＬＯＶＥラヴ　ＡオＬーＬル　ＯオＦブ　ＹＯＵユー』。武ちゃんらしくて好きだよ、この言葉」

「ありがとう。でも、ちょっと照れるな」

　真面目に返されるとどうしても気恥ずかしくなってしまう。

「うん。武ちゃんと話もできたし、なんだか安心して寝られるよ。ありがとう、武ちゃん」

「礼なんかいいよ。お前の不安は俺の不安だからな」

「でも、かっこいい言葉はあんまり似合わないかな？」

「……ほっといてくれ」

　理恵に言われると地味に傷つく……。

「それじゃ、おやすみ。理恵」

「うん。ちょっと夢の世界に行ってくるね」

　まあそれでも、理恵が安心できたのならいいか。







　理恵の家を出ると、突然俺の携帯電話が着信音を鳴らした。

　携帯を手に取り、ディスプレイを見ると『鞍くら田た義よし人ひと』と表示されている。義人さんとは前回会ったときに電話番号を交換しているので、電話がかかってきてもおかしくはないけど……。

「なんだろう……」

　用事はそれこそいくらでも思いつくものの特定は不可能だった。無駄な思索は止めて、さっさと通話ボタンを押す。

　すると――。

『なぜ、オレを誘ってくれなかった!?』

　出し抜けにそんな悲痛な声が耳に届いた。

『オレも……オレも暎那ちゃんとクリスマスパーティしたかったのに！　プレゼント交換とかしたかったのに！』

　この人は恩人のはずなのに、なぜか通話を打ち切りたくなってきた。

　ふざけているのか、冗談で言ってるのか、あるいは本気なのか。声色から判断できるほどの経験は俺にはない。ただ、無下に切るのもちょっと気が引ける。

「いや、まあ、その……。クラスのみんなで、って感じだったんで……」

『まあいい。次はオレも誘ってくれ。暎那ちゃんと、あと夏海ちゃんのためなら、何でも買うから』

「夏海は範囲外だったんじゃ……」

『それはそれ、これはこれだ！　高校生というのは引っかかるが、それでも愛めでる対象には変わりない。それに高校生ならギリギリ許される気がするという背徳感がいいんだよ』

「何がですか!?　いや、義人さんの歳としなら高校生でも確実にオーバーランです！　そもそも何をする気ですか!?」

『実際にはやらねーよ。ＹＥＳロリータ、ＮＯタッチ！』

「いや、それはもういいですから……。それよりも用件ってもしかして、それだけですか？」

『んー、ノリ悪わりぃなぁ。その辺り、あいつそっくりだよ。まあ、これだけじゃないけど今のが一番重要な件だな』

「はぁ……」

『もうひとつの件はオレ的にはどうでもいいんだけど、あいつと会う約束してるだろ？　いつにするのか決めておいた方がいいって言い出してな。あいつに君の携帯番号、教えても大丈夫か？』

「あいつって、この間俺を助けてくれた？　それでしたら、全然構いませんけど」

『そうか、サンキュー。じゃ、教えとく。それじゃ、オレの用件は終わり。じゃーな』

　そう言って義人さんは電話を切った。

　どう考えても後半の方が重要な話だと思うんだけど……。まあ、いいか。

　それにしても変わった人というか、我が道を行く人だ。高橋とか相手にしてて疲れないのかな。

　……ちょっとメールで聞いてみるか。以前交換した高橋のアドレスを探してメールを送る。

　そしてメールの送信が終わった直後に再び着信音。今度は見知らぬ番号からの電話だった。ただ識別番号が『０９０』でも『０８０』でもない。固定電話からのようだ。

　恐る恐る通話ボタンを押す。

「はい、都筑ですが……」

『あ、都筑くん？　こんにちは。義人から電話いったでしょ？　悪いね、手間を取らせちゃって』

　聞き覚えのある声。やはり、この前助けてくれた人だった。奥からカタカタと微かすかに音が聞こえてるけど、これはキーボードの音かな？

「いえ。全然大丈夫です」

『こっちもようやく多少話ができる程度には時間ができたからね。昼休みの間だけだけど会う時期の話をしようか』

　この時期に昼休みということは、この人は今会社なのかもしれない。会社の電話からだとしたら、公私混同じゃないのだろうかと不安になったが、とりあえず脇に置いておいた。

『会う時期なんだけど、ちょっと今年は無理っぽいんだよね』

「お忙しいですか」

『泣き言になるからあんまり口にしたくはないけど正直忙しいね。まあ、言い始めると愚ぐ痴ちにしかならないからやめておくよ。それでいつ会うかなんだけど、暫ざん定ていで来年の一月五日前後ってところでどうかな？　できれば君たちの冬休みが終わる前に』

「それなら大丈夫です。時期が確定したら言っていただければ、こっちもバイト先に頼んで都合してもらいます」

『そう言えばバイトをしてるんだっけ？』

「ええ。家族を……支えたいので」

『そっか、うん。君は高校生なのにしっかりしてるね』

「そんなことは……」

『俺は高校時代、後悔しっぱなしだったからな。立ち直るのにも苦労した。少し話を聞いた限りでも、君は結構トラブルに巻き込まれているだろう？　そこを乗り越えてきたからこそ、かな』

「……いえ。俺は何ひとつひとりでは解決できてません。あなたを含めて、みんなに頼りっぱなしです。何度も何度も迷って落ち込んで間違った選択をして……、そのたびに叱られてました」

『いいじゃないか。発はつ破ぱをかけてくれたり、助けてくれたりする人がいるのは何物にも代え難い財産だ。それだけ君に期待しているということでもあるよ。それに何もできなくとも、君自身が誰かを動かせるというのも立派な才能だ。だからこそ、道を誤ろうとしている時に進むべき道を指し示してくれる友人は大事にしてくれ』

「はい……。ありがとうございます」

　俺の勝手な推測でしかないけど、きっとこの人もたくさんの苦難を乗り越えてきたのだろう。しかも俺よりも多くの挫折を味わっているのかもしれない。だからなのか、とても身に染みる言葉だった。

『それじゃ、また会う時はよろしくね。っと、まだ時間に余裕もあるな。それじゃ、約束通りちょっと話を聞かせてもらえないかな？　君たちが行った世界の話を……』

「はい」

　そして俺はアカシックサーバーの中でのことを話す。

　今までに投影されたゲームの世界が混ざり合った世界であること。

　消えたキャラクターたちがそこに存在していたこと。

『ほぼ想像の通りだな……』

「そうだったんですか？」

『そこまではっきりと世界が構築されてるのかどうかは確信がなかったけどね。今までに投影された情報がそこに残っているということだけはなんとなくわかっていたんだ。その辺りのデータを引っ張り出せることは、俺のプログラムで証明されてるしね』

　やはりこの人は凄い。さも簡単そうに言っているが、それを調べるのにどれだけの労力がかかったんだろうか。

『他には？』

「Ｎｏ．３８と名乗った管理者に『シナリオを崩すな』とか言われました。どうも俺たちを使ってシミュレーションでもしてるみたいに。目的はわからないですけど」

『……シミュレーションとやらをする理由は不明だが、彼らの目的は「限界関係」を打開する因子を見つけることだ』

「え？」

『俺もはっきりとわかったとは言えないが、管理者の上位にいるらしい者からこんな話を聞いた。「〝カスタマー〟が強い関係性を望める物語を投影し、世界が変貌したように見せ、その際に紡つむがれる強い関係性と感情の因子を記録。より強い関係を紡ぐ感情因子をもって、〝限界関係〟を打開する」とね』

「限界、関係……」

『何か知ってることはある？』

　似たような単語だったら心当たりはある。

「この前消えた女の子が『関係崩壊因子』に罹り患かんしたという話を聞かされました」

『関係崩壊因子？』

「他人が興味をなくすようになる因子、だそうです」

　さらに詳しく説明をする。

　その時に咲がどういう状況に陥ったのか。自分自身を嫌いになってしまったこと。だからこそ、罹患してしまったこと。

　そして、どうやって克服したか。……さすがに大っぴらに人に言う話でもないから詳細は省いたけど。

『……ほぼ間違いなく限界関係に関わるものだと推測できるな』

「俺たちもそういう自己嫌悪な感情を抱いていた、っていうことでしたけど……」

『なるほど。確かに心当たりはある』

「聞くのを忘れてましたけど、やっぱりあなたも『カスタマー』なんですか？」

『ああ、八年前に投影したよ。その時の俺は自分が大嫌いだった』

　やはり、この人も『カスタマー』だったのか。いや、でも当たり前と言えば当たり前だよな。フェアリーテールシステムを知っているわけだし。

『まあ、それは置いておこう。他に知っていることは？』

　そうだな。興味本位で相手の事情を根掘り葉掘り聞くものでもない。本題に戻ろう。

「他に知っていることと言えば……。これは管理者から直接聞いたわけではないので、はっきりとしたことを言えないんですけど、『関係接続因子』というのを聞いたことがあります。アナウンスを聞いた限りでは稀少度とかあるみたいで、これは字面からして『関係崩壊因子』と対になるものなんじゃないかと思ってるんですが……」

　正まさ樹きが出てきてから、みんなが俺を思い出した時に発生した何かだ。そのことを伝えると、向こうから『うーん』と唸うなる声が届く。

「お互いの話をまとめると、フェアリーテールシステムは感情とか関係性を記録しているってことでしょうか？」

『それはなんとなく想像がつくんだ。問題は「なぜ」か、だよ。そもそも彼らが何者かも特定できないしね』

　なぜか、か……。俺にもまったくわからない。考えられることはいくつもあるけど、決定的な情報がないしな。

『まあ、俺としては彼らが何者だろうとどうでもいいんだ。目的を果たすために俺らに危害を加えてこなければ、ね』

「そう、ですね」

　そうだ。俺の目的はみんなを幸せにすること。この前みたいに危害さえ加えられなければ、彼らが俺たちを使って何をしていようと一向に構わない。

『それにしても、君のおかげで俺の方もかなり技術革新ができた。礼を言うよ』

「そ、そうなんですか？」

『君の情報やパソコンは本当に宝だったからね。今の情報もそうだ。きっといずれ俺の力になってくれる。君を利用しているようでこう言ってしまうのは気が引けるけど、これからもよろしくお願いするよ』

　この人に礼を言われるのは面映ゆいな……。向こうは俺なんかよりも遙かな高みにいる人だし。

「いえ、俺にはこのぐらいのことしかできませんし……。こちらこそ、よろしくお願いします」

『でも、妹の件についてはぜっっっっっっっっっっっっっっっったいに認めないから』

　……イモウト？

「えと……何のことでしょう？」

『……さて、俺は何も言ってないけどね』

　いやいやいや、確実に言ったのに！　もしかして誤魔化されたのか？　でも妹って、誰のことだ？

『で、他に変わったことはあった？』

　とりあえず、聞いても教えてくれなさそうなので、向こうの話題に乗ってしまおう。

「そうですね。変わったことと言えば、アカシックサーバーの中に『南な雲ぐも裕ゆう悟ご』という『カスタマー』の方がいました」

『南雲、裕悟？』

「ええ。知ってるんですか？」

『……直接会ったことがあるわけじゃないけど名前は知ってる。君の言葉を疑うわけじゃないが本当に？　彼は生きていたのか？』

「え？　生きて、ましたよ？　ただ、サーバーの中では歳を取らないらしくて高校生の姿のままでしたけど……。噓うそを吐つかれていたらさすがにどうしようもないですけど、向こうに噓を吐く理由もなさそうでしたし……」

『そう、か……。じゃあ――』

　その時、電話の向こう側で『せ、せんぱいー！　たすけてくださいー！　トラブったー！』という声が小さく聞こえてきた。

　……どこかで聞いたことがあるような？　なんか翔也の姉さんの声にとても似ている気がするんだけど。

『ああもう、俺、昼飯食ってないのに……！　都筑くん、これ以上は込み入った話になりそうだし、今度会う時に！　それじゃあ！』

　そう言い残して慌ただしく電話は切れた。……仕事って大変なんだな。仕事以外にフェアリーテールシステム解析とか本当に精力的な人だ。少しでも見習わないとな。

　それからまたすぐに着信音。今度はメールだ。

　見知らぬアドレスからのメールだが、タイトルが『都筑くんへ』というものなのでさっきの人かな。……よくよく考えたら、俺あの人の名前を聞き損ねてるな。

　メールを開く。




　以前、プログラムを覚えたいと言っていたよね？

　本気であれば教えるのは吝やぶさかじゃない。以下のページから開発環境をダウンロードして、まずはプログラムの基本的なことから覚えてみてほしい。




　その下にはいくつかのＵＲＬが張られていた。

　あの時は自分の無力が情けなくてプログラムをやると言ったけど、今時間があるうちに覚えておくべきなんじゃないだろうか？

　これはフェアリーテールシステムへの対抗策となり得るのだから。

　メールに返信。

「ありがとうございます。頑張って身に着けてみせます。ご指導ご鞭べん撻たつのほどお願いします」

　と、これでいい。

　返信後にメールの本文に戻ると、その下には電話番号が書いてあることに気付いた。




　何かあったら連絡してほしい




　直通の電話番号だろう。しかも携帯の番号だ。これはありがたい。

　ただ、向こうは忙しいだろうし、いざというときに使おう。

　メールを閉じて、メールリストに戻る。そこに、もうひとつメールが届いてることに気付いた。

　差出人は――高橋愛子。

　すぐにそのメールを開く。




　なんで義人と知り合いになってるんだよ？

　あのロリコンの言ってることなんか真に受けんな

　シカトしてろシカト




　その文面を見て、やっぱりそうだよなぁと微妙に失礼なことを思いつつ納得してしまった。

　次からそういう心構えでいよう。

　そこでふと、改行があるのに気付いた。ちょっと長めの改行だ。カーソルキーの下を押してずっとずっと下を表示する。




　一番最初のメールがこれとかバカじゃねーのかバカ




　……怒らせてしまった。返信、どうしよう……。







　高橋に感謝＆一応の謝罪メールを返信してから、家へと戻ってきた。これだけで機嫌が直るとは思えないが、送らないよりはマシだろう。今度直接会う機会があれば謝ろう。初詣とかで会えそうな気もするしな。

　少し遅れてしまったが、家に戻った俺は長々と待たせていたゆうきを連れて、予定通りある場所へと向かう。

「そう言えば聞いていなかったが、会いに行くのはやはり彼女か？」

「ああ、咲の従姉いとこの八や重えさんに会いに行く」

　この前、俺たちを散々苦しめてくれたＮｏ．３８、沙さ耶やと名乗った管理者。そんなものに八重さんは人格を奪われていた。

　八重さんは今どうしているのか。そして、いるとすれば八重さんはどこまで覚えているのか、未いまだに沙耶に乗っ取られているのか。

　咲が消えた時、同時に八重さんについての記憶はバイト先の人たちから消えていた。

　だが――。

「さっきバイト先の上司に聞いたら、ちゃんと八重さんに対する記憶が戻っていたからな」

「なるほどな。つまり現状で神楽八重は存在している、ということか」

「ああ」

　次のバイトまで待つことも考えたけど、時間のあるうちにやれることはやっておきたかった。だからこそ、さっき咲に八重さんの住所を聞いたのだ。

「しかし、沙耶がまだ残っていてボクたちを襲ってきたらどうするつもりだ」

「その時は期待してる」

「……本気か。正直に言うが、やつに本気でかかってこられたらボクに勝ち目はないぞ。君だってボクが何もできなかったのを見ていただろう？　志だけでは強くなれない」

「冗談だよ。仮に沙耶だったとしても俺たちを襲うことはおそらくない」

「なぜ？」

「やつらは俺らを使って何かをしている。それに俺がアカシックサーバーに残ると言い出した時、『あなたには現実でやってもらわなきゃいけないことがある』と言ったんだ。まだ俺たちに利用価値がある以上、不用意に攻撃を加えてきたりはしないはずだ」

「なるほど。確かにそんなことを言っていたな」

　しかし、やはりゆうきは自身の力をしっかりと把握しているな。

「そう言えば、さっきお前に義人さんの連絡先訊かれたけど、連絡でも取るつもりなのか？」

「ああ、この用件が終わったら連絡を取るつもりだ。弟子入りとはまた違う気もするけどね」

　そんな会話をしながら歩いていると、ようやく八重さんの住んでいるコーポが見えてきた。印刷した地図を取り出して確認する。うん、間違いなくここだ。

　聞いていた住所と同じ部屋番号が書かれた扉の前でインターホンを押す。

　ピンポーンと心地いい音を響かせたあと、スピーカーから声が聞こえてきた。

『はーい。どちらさまでしょうかー？』

「こんにちは。都筑武紀と申しますが……」

『都筑くん？　いらっしゃーい。ちょっと待ってねー』

　少しして鍵の開く音と共に、扉が開いた。

「咲ちゃんから聞いてるよー。どうぞどうぞ。ふたりともあがってあがってー」

「あ、その……。すぐ済みますので玄関でも……」

「遠慮しなーい遠慮しなーい」

　八重さんに促されて、なし崩しにお邪魔することになってしまった。ゆうきを見やる。彼女は『まあいいだろう』というようにゆっくりと頷いた。

　玄関からすぐ横に台所が見えて、その奥に大きな八畳間の部屋が見える。その部屋にはテーブルがあって、来客仕様となっていた。

「もしかして、俺たちが来るのを聞いてました？」

「うん。咲ちゃんから聞いてたよー。ほらほら、早く早く」

　八重さんに通されて部屋へ向かう。

　大きなテーブルにゆうきと並んで座ると、俺たちの対面に八重さんが座った。

「粗茶ですが」

　そして、お茶を勧められる。

「お構いなく……」

　そう言いつつ飲ませてもらう。この時期はやはり寒いからな……。

「む……。これは鉄てつ観かん音のん？」

　一口飲んだゆうきが恐る恐るお茶の名前らしき単語を口にした。

　それを聞いた八重さんはにっこり笑って、

「正解ー。よくわかったねー」

「甘味に合うお茶はそれなりに詳しいので……」

「お、渋いねー。お菓子だったら、金つばがあれば完璧だと思わない？」

「いいですね。ちなみに和菓子以外ならアップルパイなども合いますよ」

「本当に!?　へー、それは知らなかったなー。今度、試してみるよ」

　……ふたりの話についていけない。その後もしばらくお茶とお菓子談義が続いた。

　その間、少し寂しくひとりお茶をすする。実際、とても美お味いしい。

　まあ、ゆうきを連れてきたことを何の疑問もなく受け入れてくれたようで安心する。細かいことを気にしない人でよかった。

　しばらくして……。

「おっと、つい甘味談義に熱中してしまった。ごめんね、都筑くん」

　八重さんが申し訳なさそうに謝ってくる。

「いえ、お気になさらず」

「そういうわけにもいかないよー。そう言えば、咲ちゃんからは都筑くんの用件を聞いてないんだけど、どうしてまたうちに来たのかな？」

　とりあえず、ようやく本題に入れそうだ。

「えっと。まずは謝りたかったんです。咲を泣かせてしまったことを……」

「ああ。あのことかー。ちゃんと咲ちゃんには謝ったかな？」

「ええ、ちゃんと仲直りしましたよ」

「だよね。仲直りせずにここに来てたら、ひっぱたいてたところだったよ」

　危なかった……という感想はさておき。

　あの時の記憶はある、ということか。

「お手数をかけてしまってすいません。あのあと、咲を慰めてくれたんですよね？」

　咲が入れ知恵をされて消えたタイミングを考えれば、おそらくこの辺りで沙耶が出しゃばってきているはず。問題はその時の彼女の記憶だ。

「……あれ？」

　そこで八重さんはおでこに手を当てて考え始めた。

「咲ちゃんを慰めた記憶がないなー……。ううん、ちょっとはあるけど、そのあとすぐに寝ちゃったような……」

　やっぱりここか。この辺りの記憶が曖昧になっているみたいだ。

「うーん、ちょっとド忘れしちゃった。ごめんねー。たぶん、慰めてたと思うんだけど」

「いえ、大丈夫です。ちゃんと仲直りできましたからね。ちなみに話変わるんですけど、この子に見覚えってあります？」

　ゆうきを紹介すると、八重さんはうんうん頷いた。

「うん。確か都筑くんのバイト帰りとかに会ったよね？　そう言えば、名前まだ聞いてなかったね」

　話を振られて、ゆうきが八重さんに向き直る。

「改めまして、伊藤ゆうきです。よろしくお願いします」

「はーい。神楽八重です。よろしくねー」

　そんな風に突発的な自己紹介がなされた。

　しかし、ゆうきが会った時の八重さんはすでに沙耶に乗っ取られていたはずなんだけど……。

　確かめるためにも、次の質問に行こう。

「ところでここ数日ってどうしてました？」

「ここ数日って？　なんで？」

「いえ……。その俺、ここ数日、実は意識が朦もう朧ろうとしててですね。その中で八重さんに迷惑をかけた気がしてて……」

　とても酷い聞き出し方の気もするが、手段は構っていられない。

「……意識が朦朧って、大丈夫だったの？」

　そして心配そうに聞いてくる八重さん。なんだか良心が咎とがめてきた。

「ええ、もう大丈夫です」

「そっか。よかったー。ちなみに迷惑なんてかけられてないよ？　都筑くんと会ったのは、さっき言ったバイト帰りが最後だしね。普通に過ごしてたけど、都筑くんに絡まれるようなイベントはなかったなー」

　普通に過ごしていた、か……。やはり沙耶に乗っ取られていた時や、八重さんが消えていた時の記憶は何か別の記憶を埋め込まれているのだろうか？　どうも記憶が断片的だ。ただ、その辺りをずけずけと聞くこともできないのだけど……。

「そうですか。じゃあ、俺、夢でも見てたんですかね。失礼しました」

「気をつけてねー。インフルエンザとかだったりしたら大変だよー」

「ありがとうございます。気をつけますよ」

　その後は差し障りのない会話をして、俺の目的は終了した。

　そろそろお暇いとましようとしたところで、

「あ、じゃあ、携帯の番号交換しとこっか？」

　と八重さんに提案された。

「バイトも一緒だから便利になると思うよ？　咲ちゃんの相談もドンとこいですよ」

　八重さんは胸を叩いて頼もしそうに振る舞う。

　まあ、断る理由もないよな。

　携帯の赤外線通信でお互いの番号とアドレスを交換し合う。

「それじゃ、よろしくね？」

　そんな八重さんの笑顔に見送られて、俺とゆうきは八重さんの家をあとにした。




　その帰り道――。

　八重さんのコーポから少し離れて、一軒家の並ぶ道を歩きながらゆうきに問う。

「聞く暇がなかったけど、どうだった？」

「視みてみたが彼女は完全にひとりの存在だな。魂たましいがふたつも視えなかった。少なくとも現状では沙耶の影は見られない。異常らしき要素もなかった」

　ゆうきを連れてきたのは魂を視る目で八重さんを視て欲しかったからだ。もし、沙耶が宿っているのであれば、ゆうきであれば前回と同じように視えるはずだからな。

　しかし、やっぱりというかなんというか。沙耶はすでにいない、か。

　ゆうきは続けて、自分の考えを述べる。

「君の中に正樹が入った時と似たケースだが、記憶に関しては別のものに代替しているようだな。沙耶の時の記憶はなさそうだ」

「とはいえ、正直記憶は当てにならないんだよな……。自分の記憶すら怪しいし……」

　フェアリーテールシステムは確実に俺たちの記憶まで操ることができるのだろう。そう考えると本当に何を信用していいのかわからない。

「現時点では今の自分が見ているものを信じるしかないだろうな。記憶が改変されていたとしても、それを暴く術があるわけでもない」

「それはそうなんだけど、さ……」

　不安なことには変わりがない。

　俺自身が『エターナル　イノセンス』のみんなを現実に呼び出して記憶改変を行っているのに、身勝手な話にもほどがあるけど……。

「どちらにしろ、彼女が支配されていないのは一時的なことかもしれないんだ。用心するに越したことはないだろう」

「ああ、そうだな……」

　そう結論づけて、ゆうきとは別れた。







　家に戻ってきたころには夕方になっていて麻衣も起きていた。テーブルに着いて春姉、夏海と話をしていたらしい。

「あ、おかえりー。タケにい」

「ただいま。なんの話してるの？」

「んー？　普段のタケにいの話ー。いやはや、昔に比べて立派になったねー」

「何をいきなり上から目線!?」

「進んで勉強したりとかバイトしたりとかさ。お父さんから『武紀はバイトを始めるらしいぞ』って話を振られた時はちょっと驚いたからね。最初はゲームを買うお金が足りなくなったのかなー、なんて思ってたけど」

　バイトには学校の許可と保護者の許可が必要だったからな。叔父さんにお願いした時にバレたのか。まあ、内緒にしてくれとも言わなかったしな。

　褒められて嫌な気分になるわけじゃないけど、なんだかむず痒がゆいので話題を変えよう。

「それにしても麻衣さ、いきなり来るなよ。教えてくれれば迎えに行ったのに」

「んー。それじゃあ抜き打ちの意味がないでしょ？　タケにいたちがちゃんと生活してるかどうかを見るんだから」

「それで来てすぐ寝てたら世話がないだろ。春姉がいるんだから生活が乱れてるわけがないっての」

　ひとり暮らしの時でもそこまで乱れていたわけではないが、春姉が来てからはかなり改められた。料理も洗濯も掃除も毎日してくれるし、ゴミも溜めたりしなくなっている。とても健全だ。

「えへへ……。そう言われると嬉しいな」

　春姉が照れてしまった。しかし、実際に春姉のおかげで家事の心配をしなくて済む分、バイトや勉強に専念できるのだ。

「……そう言われればそうだね。なんかタケにいだとその辺りサボってる気がしてたんだけど。んー、なんでだろ？　家事を春姉がやってるって発想があんまりなかったなー」

　少し戸惑ったような表情をする麻衣。やはりこの手の話題は鬼き門もんっぽい。春姉のことを知っていても、実際に見ていたわけではないからかもしれない。春姉が家事をやっているという経験がないのだから、俺がひとりで生活しているという考えの方が頭に残っているのだろう。去年まではひとりの生活だったからな。

「でも、タケにいが楽しそうで安心したよ」

「い、いきなりなんだ」

「中学の時とかあんまり楽しそうじゃなかったし。高校になってこっちに戻るとか言い出してさ。ああ、あたしは家族になれなかったのかな、とか思ってたんだよ？」

「いや、別に麻衣や叔父さんたちを嫌に思ったことなんてないよ。ただ、俺はこっちにいるべきなんじゃないかなって思っただけだ」

「……なんで？」

「なんでって言われても、なんとなくとしか言えないけど……」

　なんだか麻衣が悲しいのか怒っているのか、難しい表情を浮かべた。そんな顔をされるのも調子が狂うので、さっさとこの話は切り上げよう。

「それよりも叔父さんと叔母さんは？　まだ来ないのか」

「あー、そうそう。それなんだけどね、もしかしたら今年中は来れないかも」

「え、なんで？」

「父さんに特急の依頼が入ったらしくてね。正月返上みたい。引退した母さんまで引っ張り出されるぐらいだから凄い状況なんじゃない？　詳しいことは知らないけどさ。だから、来れたとしても冬休み終わり頃の二、三日前ぐらいだと思うな」

「そんな状況だとしたら、叔父さんたち、ほとんど泊まり込み？」

「そ。だから、あたしひとりになるじゃん？　危ないからってんで、早めに来たわけですよ。あたしも昨日は夜まで友だちとクリスマスパーティしてたんだけど、夜には終わったから眠い中始発で来たってわけ」

「驚かせるために？」

「そーいうこと～」

　麻衣が悪びれもせずに言う。

「あ、あとあたし。明日一日、ひとりで出掛けるから」

「どこに何しに行くの？」

「秘密。ま、ゲームの買い物だよ」

　こう見えて麻衣は結構なゲーマーだ。しかもハードな。

　中学時代に麻衣と対戦したゲームはそれこそ山のようにある。小遣いが潤じゆん沢たくなわけではなかったからＰＳ２だけだったけど、友だちからソフトを借りてきたりしていて、たくさん遊んでいた。何気にパソコンゲームで遊ぶことも多い。

　ちなみに俺が今持っているＰＳ２は麻衣から譲り受けたものだ。麻衣はその代わりにＸｂｏｘ３６０を親に買ってもらっている。

「プロが作ってるものもあるけどさ。やっぱり、アマチュアが作ったものが好きなんだよね。突拍子がないものも多いけど、時々凄く唸るようなものもあるし」

「了解。まあ、ここにいる間は好きにしてくれ」

「当たり前じゃん！　あとで遠慮してって言っても遅いからねー」

　いや、適度に遠慮して欲しいんだけど……。

　でも、無遠慮な方が麻衣らしい。しばらく見てなかったけど、やっぱり変わってない。

　いつもの麻衣で、なんだか安心した。
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　とても悲しかったことを覚えている。

　八年前、何の前触れもなく大好きだった父さんが事故死した。

　さらに、元々体の弱いところがあった母さんまでもが後を追うように病死した。

　立て続けに行われた葬儀。俺は一度目で泣きまくって、二度目ではもう流す涙もなかった。

「悲しいとは思うが元気を出してくれ。これから家族として過ごそう」

「ほら、タケ君。今日から私たちと一緒に過ごすのよ？」

　叔お父じさんと叔お母ばさんは本当に俺によくしてくれた。

　財産の管理や、実家の管理、俺の世話や教育を愚ぐ痴ちひとつ吐くことなくやってくれたのだ。

　一度だけ、こんなことがあった。

「ねえ、あの子に結構入った財産、管理してるんでしょ。いくらか都合してもらえない？」

「武たけ紀のりが持っている財産は武紀のものだ。俺はあっちの家のローンや税金の管理をしているだけにすぎん」

「だったら、家とかさっさと売っちゃえばいいじゃない。そうすれば――」

「くどい！　あれは武紀がいつか帰るための家で、武紀の家族のための家だ！　俺の金なら貸し付けてやるが、子供の金を当てにして集たかろうとするんじゃない！」

　一いつ蹴しゆうだった。

　その人が叔父さんとどういう関係の人かはわからなかったが、叔父さんは俺の相続した金をびた一いち文もん使おうとしなかった。

　俺を本当の家族のように扱ってくれて、小学校や中学校の学費なども自分たちの貯金から出したぐらいだ。

「それでも……。お前の本当の親はやっぱり、博ひろ嗣つぐと浩ひろ美みさんだからな。父さんとか母さんという呼び方は、ふたりのために取っておくんだ」

　そんな気き遣づかいもとてもありがたかった。

　それでも、俺はそのありがたみというのを、当初そこまで理解できていなかった。

　子供だったというのもあるかもしれないが、何よりも親が突然いなくなったことで、心の方が死んでいたからだ。

　そんな俺を――、

「ほらっ！　遊びに行こう！」

　何度も何度も――、

「今日はあっちの公園！」

　励はげまそうと――、

「面白いソフト借りてきたよっ！　一緒にあそぼっ！」

　頑張っていた女の子が傍にいた。

　他ならぬ、叔父さんと叔母さんの愛娘である麻ま衣いだ。

　毎度毎度むずかる俺に対して、彼女は文句ひとつ言わなかった。

　だけど――、

　親が恋しかった俺は、いつだったか

「死ねば、お父さんとお母さんに会いに行けるかな……」

　ついそんなことを呟つぶやいてしまった。

　そして、

「そんなに死にたいみたいなこと言わないでよ……！」

　彼女は俺のために泣いてくれた。

　それで思い出した。

　麻衣も俺の両親に可愛がられてて、葬儀の時にずっとずっと泣いていたことを。

　それでようやく自分だけが不幸なんだという幻想から抜け出すことができたのだ。

　たぶん、俺は麻衣に泣いて欲しくなかったんだと思う。

　それからは、本当によく遊んだ。

　この日を境に、麻衣にも俺にも目に見えて笑顔が増えたと叔母さんは言っていた。




　そして、中学卒業の半年近く前――。

「向こうに戻ろうと思うんだ」

　明確な理由があったかというと、かなり怪しい。

　ただ、あの家を守りたいという思いは強かった。親との思い出がつまっているあの家を……。

　叔父さんにそう言ったら、「そうか」と呟くだけで決して勧めることも、それを止めることもなかった。

　言われたのは、

「生活を乱さないこと」

　ということと、

「学費と生活費をお前の財産から三年分全額渡しておくから、計画的に過ごすこと」

　このふたつだ。叔父さんとは「守れなければ強制的にこちらに戻す」という約束を交わした。

　そして、横よこ岸ぎし高校を受験し、無事合格。

　合格発表から数日が経過し、出発の前日。

　不意に叔父さんと叔母さんに言われたことがある。

「お前が幸せになるのはこれからだ。必ず幸せになるんだぞ」

「タケ君は絶対に幸せになれるからね。頑張るのよ」

　まるで結婚式場で娘に向けるような言葉だったが、とても心に染みた。

「タケにいを不幸にする人がいたら、あたし絶対に許さないから！　そんなのがいたら、すぐ駆けつけるよ！」

　麻衣の言葉も、とても嬉しかったことを覚えている。

　だから俺は不安になることなく、心置きなく言えたのだ。

「行ってきます！」

　と――。
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　麻ま衣いがやってきてから二日ほど経った。

　その間になぜかみんなへゲームの告白シーンを演じたり、ゆうきに追い回されたりしたが概おおむね平和な日々が過ぎている。

　そんな中、俺たちは横よこ岸ぎしの駅へと電車で向かっているところだ。

　なぜそんなことになっているのかというと、今日昼ご飯を食べ終わったところで、

「みんなで買い物に行こう！」

　と麻衣がいきなり言い出したのがきっかけだ。

　特に何か目的があるわけではないようだったが、麻衣は晴れてる日に家でじっとしていることが苦手なせいだろう。

　そして、とにかく外に行きたいということで、

「ほらほら。タケにいも春はる姉ねえも夏なつ海みちゃんも！　お隣の理り恵えさんも誘って、さくさく行くよ！」

　そんな調子でみんなを強引に誘い、それから理恵も咲さきを誘ってみんなで買い物ということになったのだ。

　俺は朝からプログラムを勉強していたというのに遠慮なしに引っ張られた。他に高たか橋はしやゆうきも誘ったのだけど、ふたりは用事があるということで来ていない。

「まずはどこいこっかー」

　麻衣は吊革につかまりながら、そんな行き当たりばったりなことを言った。それに対して理恵が提案する。

「あ、結構前にいいランジェリーショップを見つけたんだ」

「お、いいね！」

　麻衣がにこやかな笑顔で賛成した。

「待ってくれ、理恵。俺にまたひとりでいろというのか」

　俺としてはちょっとやめてもらいたい。ランジェリーショップなんて俺は入れないし、何もできないし。

「だったら、わたし、武紀くんに下着選んでもらいたいなー」

　咲がとんでもないことを言い出した。

「「え!?」」

　理恵と春姉は、びっくりした反応。こちらは普通の反応だ。

「お兄ちゃん、夏海の勝負下着選んでー」

　しかし、夏海は怯ひるまない。こっちはこっちでとんでもないことを言い出した。

「こ、こら！　夏海！」

　公共の場なんだから節度をわきまえて欲しい！　年末ということもあって、車内はそれなりに混んでるんだから！

「くっくくくく……！　あははははははは……！　おっかしー！　タケにい、冗談を真に受けすぎ！」

　麻衣は俺の慌てっぷりがツボに入ったのか、声を抑えて大笑いしている。かなり必死に我慢していた。背中を丸めて手で必死に口を塞ふさいでいる。

　いや、でも冗談じゃないと思うんだ。特に咲は間違いなく本気だ。逆に麻衣に冗談と受け止められて、少し気まずそうな表情をしている。

　そんな恥ずかしい会話をしていると電車は駅へと止まった。目的地までは三駅ぐらいだな。あと五分ぐらいで着くだろう。

　その時、車内に足の悪そうなお婆さんが乗り込んできた。近くに座っていたおばさんがすぐに立ち上がって、「どうぞ」と席を譲ろうとした瞬間――がらの悪そうな親父が横からしゃしゃり出てきておばさんとお婆さんを横に押しのけて空いた席に座ってしまう。

　怪け我がをしているわけでも体調が悪そうでもなさそうだ。新聞を広げて、のうのうとしている。

　おばさんは呆あつ気けにとられたものの、しかしその親父の迫力に負けたのか、すごすごと引き下がった。

　車内に微妙な空気が流れる。

　さすがに今のは俺も看かん過かできない。席を譲らせるべきだろうと動いたのだが、俺よりももっと早く動いていたやつがいた。

「ちょっとあんた、何してんのよ！」

　麻衣が親父に詰め寄って文句を言っていた。

「は？　何だってんだ？　オレは空いた席に座っただけだぞ」

「そこに座ってたおばさんがお婆さんに席を譲ったのが見えなかったの!?　悪いのは目？　脳？　それとも性格？」

　麻衣のボルテージがガンガン上がっている。

「……なんだと、このガキ」

　そして、親父の方もここまで言われてかなり怒り気味になってきた。

「よ、よしなさい！　別に私は気にしちゃいないから！」

　席を譲られたはずのお婆さんが麻衣を窘たしなめるが、両方とも睨み合ったまま動かない。

　そして、親父が立ち上がって麻衣を摑つかもうとして――

「やめてもらえませんか……」

　俺は親父の手を横から握って止めた。

　ああ、やっぱりこういうのは慣れない。この場にゆうきや高橋がいれば、きっとふたりはもっとスマートに止められるんだろうけど……。

　ただ、麻衣が傷つけられるのを見過ごすことはできない。困らされることもあるけど、彼女は大事な従妹いとこなのだから。

「だー、もう！　なんだってんだ！　ガキどもが！」

　浴びせられる乱暴な悪意。一発殴られる覚悟をした。

　だが、親父は俺をドンと突き飛ばしただけだった。そして「邪魔だ、どけ」という捨て台詞ぜりふを残し、肩を怒らせながら別の車両へと移っていく。

「ふー……」

　思わず溜息。あっさりと危険が去ったようで一安心だ。

「だ、大丈夫、武たけ紀のりくん？」

「武ちゃん！」

「たーくん、怪我は？」

「お兄ちゃん、へいき？」

　みんなの俺を心配する声が届く。

「大丈夫だよ。胸を押されただけだし」

　それよりも麻衣の方が心配だ。

「麻衣も大丈夫か？」

「う、うん。大丈夫」

「そっか、よかった。あ、お婆さん、どうぞ座ってください。みなさんも、お騒がせしました」

　周囲にお詫わびをすると、お婆さんは「ごめんね、ありがとね」と俺たちにお礼を言ってから座った。

　そして、ようやく周囲の喧けん噪そうも収まってくる。すでに電車は次の停車駅に止まろうとしていた。

「というか、麻衣。いきなり何をやってんだ！」

　そう咎とがめると、麻衣は拗すねたように口を開く。

「だ、だって……。ああいうの許せないじゃん」

「そりゃ俺だって許せないけどお前が行くことはないだろう。しかも、最初っから喧嘩腰じゃ、相手だって怒るに決まってる」

「じゃあ、タケにいは放っておけって言うの？」

「言わねーよ。文句を言うにしても、言い方ってもんがあるだろう？　第一、俺がいるんだから、俺をけしかけりゃいいだろ。俺もあれは見過ごせなかったし」

　すると麻衣は戸惑ったような顔をして、それから何度も瞬きした。

「えーと……、タケにい、もしかして偽者と入れ替わってる？」

「……ちょっと待て！　何でそういう結論になった!?」

「いやいやいやいや。あの事なかれ主義でヘタレだったタケにいが、『俺がいるんだから、俺をけしかけりゃいいだろ』だなんて！」

　麻衣が俺の声を茶化すように真似る。その横で咲が「昔はそうだったんだ」と言ったり、理恵が「あははは……」と苦笑したりしていた。確かに昔はヘタレでした！　今もヘタレの気もするけど！

「不覚にもちょっとカッコいーとか思っちゃったよ？　ホントマジで誰あなた。タケにいの双子の兄かなんかじゃない？　タケにいを返せー」

「失礼な！　本人だっての！」

「あはははははっ！　冗談冗談。でもホント、アリガトね。タケにい。助けてくれた時、嬉しかったよ？」

　そして、突然しおらしくなる麻衣。そんな姿を見る機会がほとんどなかっただけに、少しドキリとしてしまった。

「まあ、本当に傷とか付けられないでよかったよ。あんまり後先考えずに突っ込むなよな。それに短気すぎだ」

「気をつけてはいるんだけどねぇ……。自分の許せないことだとどうしてもねー」

「あのなぁ……」

　俺が呆あきれていると、春姉が横から口を出す。

「まあまあ。大事にならなかっただけよしとしましょ？」

　春姉に続いて、夏海もにっこりと笑顔を浮かべて仲裁してくる。

「喧嘩しちゃだめー。それにもう着くよー。嫌なことを忘れてあそぼ？」

　そこに麻衣が軽やかに同意した。

「そうそう。せっかくここまで来たんだし、遊ばなきゃ損だよねー」

　まるで成長していない………。

　頭を抱えたくなったが、そうこうしているうちに電車は止まり、目的地へと到着する。

「ほらっ、行こっ！　武紀くん！」「そうそう。お説教はあとでもできるよ、武ちゃん」

　そんな咲と理恵に促されて、俺はどうにか心のモヤモヤを吹っ切った。







　そんなトラブルがあったものの、それからは平穏無事そのものだった。

　ちょっとだけ買い食いしたり、咲から聞いたゆうき御用達の甘味処に行ったりして、いつもとは違う楽しい時間。

　しかし、楽しい時間ほど早く過ぎ去ってしまうわけで……。

　少しずつ日が陰ってきた辺りから俺たちは電車で地元へと戻ることにした。今は帰る途中である。

　みんな、ちょっと疲れているみたいだけど満足したようで全員が笑顔だった。強引に連れ出されて始まった脈絡のない行楽だったけど、こういうのもよかったかもしれない。次からは俺も強引に連れ出した方がいいのかもしれない。計画を立てないと出掛けることができないってのもなんか違うしな。

「それじゃ、わたし、こっちだからここで！」

　曲がり角に差し掛かると、咲が挨拶をして離れていこうとする。

「ああ、それじゃあな、咲」

　俺やみんなが口々に挨拶すると、

「また誘ってねー！」

　咲は笑顔を浮かべてにこやかに去っていった。

　咲の背中が見えなくなるまで見送ったところで、麻衣がこちらに向き直る。

「あの人がタケにいの彼女？」

　そして、不意にそんなことを訊いてきた。他のみんなが反応して一瞬止まるのがわかる。

「え……」

「話に聞いてた特徴とそっくりだったもん。あの人がこの前デートした人でしょ？　ほら、あたしに服のことを訊いてきたとき」

　確かにあの時、咲の性格や見た目とかを差し障りのない程度には話したな。

　だけど……。

「えーとだな……」

「何その歯切れの悪い台詞。まだ彼女じゃない、とか言わないよね？」

　何とも彼女には答えづらい質問だった。ここで麻衣に俺の思っていることを言ってもいいものか。

「というかさ、今日一日見てて思ったんだけどさ。理恵さんともすごく距離が近いよね。幼おさな馴な染じみっていうよりも恋人みたいだったし」

「え、えっと、その……」

　麻衣の何気ない言葉に理恵が答えに窮きゆうする。どう言ったものか悩んでいるのだろう。

「タケにい。二股、とか言わないでよね？」

　麻衣の追及は留まらなかった。

　それを……誤ご魔ま化かそうと思えば誤魔化せたかもしれない。

　だけど、冬休みにずっと一緒にいるのであれば、いずれはバレることだ。

　たとえ今認められなくても、家族には言わなきゃいけない気がした。

　麻衣に向き直り、覚悟を決めて口を開く。

「俺は……。両方とも好きだよ」

　そういった瞬間、麻衣はピタリと止まった。

「あはは」と愛想笑いを浮かべる。

「やだなぁ……。その冗談、面白くないよ？」

「冗談なんかじゃない。俺はみんなが好きなんだ。理恵と咲だけじゃない。春姉も夏海も……。みんなを幸せにすると誓ったんだ」

　それを聞いた麻衣は沈黙した。そのまま微動だにせずに俺の目を見て――。

　そして、怒りを露あらわにする。

「何言ってんの!?　正気!?」

　怒声がその場に響き渡った。住宅街だというのにお構いなしだ。

「意味がわからない。笑えない。二股だけでもおかしいのに春姉と夏海ちゃんまで好き？　タケにい、自分で言ってること理解してるの？」

「正気だし、自分のやろうとしてることがおかしなことだってのも重々承知してる。それでも俺はみんなと一緒に歩きたい」

「わっけわかんない！　何でそんな発想になるの？　いくらなんでも――」

「もう決めたんだ！」

　麻衣の言葉に被せるように、強い言葉を返した。

　彼女は一瞬押し黙り、そして静かに続ける。

「まさか結婚とか、考えてるの？」

「……必要があれば、する」

「うちのお父さんとお母さんに、春姉と夏海ちゃんと結婚しますって報告するの？　咲さんの家族に重婚しますって言うの？　理恵さんの家族になんて言うつもりなの？」

「ちゃんと言葉にして伝える。俺がみんなを幸せにできると確信したらすぐに……」

「っ！　無理に決まってるでしょ!?　どこに娘の重婚を許す親がいるっていうの？　ねえ、タケにい。ここは日本なんだよ？　江戸時代でもないんだよ？　一夫多妻制じゃないんだから、そんなの無理に決まってるじゃない！」

　再び麻衣に火が付き始める。

「幸せになれるわけない！　タケにいは自分から幸せを放棄するの!?」

「放棄なんかしていない！　みんなの幸せが俺の幸せだ。一緒にいれるだけでも俺は幸せなんだ」

「そんなの、病気だよ……」

　麻衣は俺から目を逸らし、次に理恵たちを見渡した。

「もしかして、みんなタケにいの言ってることを正しいって思ってるの!?」

　そんな当たり前とも言える質問に理恵が答える。

「……うん。あたしは武ちゃんと、そしてみんなとも一緒がいいから……」

　その答えに春姉と夏海もささやかに追従した。

　その様子を見て、麻衣はさらに激高する。

「何なの!?　みんなして、なんでそんなおかしなことを言ってるのよっ！　おかしいって思わないの!?」

「自分でもこれが一般的じゃない選択だっていうことはわかってるの。でも、それでもあたしは武ちゃんと一緒にいたいの。愛してるから……。そのためなら他の人と一緒でも構わない」

「高校生なんだよ!?　もう分別くらいついてるでしょ!?　他に恋人がいてもいいから、傍にいたいって……。タケにいのどこにそこまでの魅力があるの!?」

「何度もあたしを救ってくれた。それに武ちゃんが誰かを選択するために苦しむのを見たくないから……」

「……ふざけないで。そんなの……愛してるなんて言わないっ！」

　麻衣は理恵の本気の言葉を頑がんとしてはね除ける。微み塵じんも俺たちの考えを受け止める気がないようだ。当たり前と言えば、当たり前かもしれないけど……！

「春姉も夏海ちゃんも！　タケにいとふたりは家族なんだよ!?　その歳としで家族愛を男女の愛情と間違えないでよ！」

　だけど、春姉も夏海もたじろぐことなく、まっすぐに麻衣を見据える。

「苦しい道なのはわかってる。それでもわたしはたーくんと一緒にいたいから……。離れたくないの……」

「夏海も同じ……。お兄ちゃんと離れるなんて考えたくない……」

「それを家族愛と男女の愛情を間違えてるって言ってるの……！」

　麻衣はまるで迷子になったかのように俺たちを見渡した。だけど、俺たちにまるで見知らぬ人でも見るような目を向けている。

「なんで!?　なんでみんなは自分から不幸になろうとしてるの!?　伯お父じさんが事故で亡くなって、伯お母ばさんも病気でいなくなって……。タケにいが幸せになるのはこれからなのに！」

　麻衣の言う伯父さんと伯母さんというのは俺の両親のことだろう。麻衣もあの時は泣いていたからな。

　それからずっと麻衣の家で世話になってたけど、悲しむ余裕もないぐらいに麻衣は俺を引っ張ってくれた。家事や遊びに率先して付き合ってくれた。

「あたしは……。タケにいを不幸にすることなんて――絶対に認めない……！」

　麻衣はとても真面目に俺の事を考えてくれている。ここまで気にかけてもらえていたなんて思ってもいなかった。

　だけど……。

「麻衣ちゃん。あの、落ち着いて――」

「あなたがあたしの名前を軽々しく呼ぶなっ！」












　理恵が落ち着かせようとするが、麻衣はさらに憤るだけだった。そして、理恵を鋭く睨み付ける。

「あなたみたいな……。あなたみたいな人がいるからタケにいが道を間違えるんだ！　間違った愛しか向けてないくせに愛してるとか軽々しく言わないでよ！」

　それは酷い責任転嫁に思えた。

　本来歩むべき道を進まない選択をしたのは俺なのだから！

「麻衣！　何を言ってるんだ！」

　しかし、俺の言葉が届いていないのか麻衣はこちらには反応しない。

　そして、麻衣は続けて――。




「もう金こん輪りん際ざい、二度とタケにいに近づかないで！」




　絆の断絶とも言うべき、その台詞を吐き出した。

「あ……」

　さすがに言い過ぎたと思ったのか、麻衣の表情が不安と恐怖に染まる。

「麻衣！」

「先……帰ってる……」

　俺が強く呼ぶと麻衣は力なく言い残して走り去ってしまう。

　あとには沈黙が残っただけだった。







　家に戻ってきてからというもの、麻衣の在宅は確認できたが、部屋に閉じこもって出てきてくれなかった。

　しかし、今は何を言っても無駄だろう。俺たちが滅茶苦茶なことを言っているのはわかるし、麻衣がそれを受け入れられない理由もよくわかる。

　また改めて話す必要も出てくるだろう。それまでには時間も必要だし、何より幸せになるための筋道を示すことができなければどうにもならない。

　春姉も夏海も思うところがあるのか黙ったままだ。しかし、それ以上にさっきの理恵は本当に辛そうな顔をしていた。家に帰るまでずっと心ここに在あらずといった様子で俺の声も聞こえてなかったみたいだし……。

　晩ご飯を食べる気にもならず、春姉と夏海と俺は何をするでもなく、テーブルに座っている。

「やっぱり受け入れてはもらえないよね……」

　不意に、春姉が恐る恐るそんな言葉を口にした。

「春姉、ごめん。答えを示せない俺が情けないだけだ」

「ううん。たーくんだけの問題じゃないよ。これはわたしたちの問題だもの」

「だけど……」

「わたしたちずっとたーくんに甘えてた。ただ、好きになって欲しい、愛して欲しいって望んでただけで、たーくんに迷惑ばかりかけて……」

「迷惑だなんて思ってないよ！」

「うん、ありがとう……。でもね、その言葉に甘えちゃいけないと思うんだ……」

　少しだけ寂しそうに、だけどひたむきな目を俺に向ける春姉。

「理恵ちゃんや咲ちゃんはともかく……。わたしと夏海ちゃんは、もっとよくたーくんへの想いを考えないといけない」

「ど、どうして？」

「だって……。わたしは他の男の人を好きになったことなんてないもの。麻衣ちゃんに言われて気づいたんだ。わたしには圧倒的に経験が足りないって。今までたーくんへの想いを信じてたけど、姉弟愛の延長線上でしかないのかなって思ったの」

「春姉……」

「でも勘違いしないで？　たーくんからの想いもたーくんへの想いも偽物だなんて思ってないから。わたしが考えなきゃいけないって思ったのは、たーくんへの想いが揺るがないようにしたいと思っただけ。他の人に何を言われても、姉弟であっても、たーくんへの想いは本物だよって胸を張って言えるように」

　珍しく春姉が本気になっている。その言葉は真しん摯しで、真面目で、とても尊とうといものに思えた。

「夏海も同じだよ、お兄ちゃん」

　今まで落ち込んだように黙りこくっていた夏海も口を開く。

「わたしも絶対にお兄ちゃんのことが好きなんだって言えるようになって……。それで幸せなんだって、目に見えてわかるぐらいになるまで頑張る」

「夏海……」

　ちょっとだけ背伸びモードの夏海も誓うように言い切る。

「だからお兄ちゃんも、少し肩の荷を下ろして欲しいかな……。また背負い込もうとしてるし」

　言われてはっと気づいた。確かにまた自分だけでどうにかしようと思っている。

　癖というか、性格というか、なかなか直せないな、これ。

「うん。なんか喋ったら少し気が晴れてきたかな。お夕飯、作ってくるよ」

「夏海も手伝うー」

　そして、ふたりは居間を出て行く。

　手伝おうかと思ったけど、俺には他にやることがあるわけで……。

「春姉、夏海。ごめんな。手伝いたいけど……」

　すると春姉と夏海は同じように振り返って、

「大丈夫だよ、たーくん。行ってらっしゃい」

「頑張ってね、お兄ちゃん」

　全部わかってるから、という表情で俺を送り出してくれた。




　今度は屋根伝いに理恵の部屋へと向かう。

　こんこんと窓をノックして、返事を待った。しかし、返答はない。

　中にいるような気はするんだけど……。

「入るぞー」

　無遠慮に窓を開けて中へと入る。

　理恵は部屋を真っ暗にして、ベッドに座っていた。

「武ちゃん……」

「電気も点けないで……。どうしたんだ」

　理恵がこうしている理由もわかっている。それでも諭すように指摘した。俺は無造作に部屋の電気を点ける。

　理恵は――泣いていた。

「ご、ごめんね。情けないところを見せちゃったね……」

　まるで恥ずかしいと思っているかのように謝る理恵。

　こんな時に限って、ハンカチもティッシュも持っていない自分が腹立たしかった。

「情けなくなんてない。というか、あんまり麻衣の言ったことを真に受けないでいいんだぞ」

「あはは……。ちょっと応えちゃった……。今までのことを否定された気がして……」

「ごめんな。俺がもう少ししっかりしてないといけないのに……」

「ううん。武ちゃんが悪いんじゃないよ。麻衣ちゃんの言うことに真っ向から反論できなかったあたしも……。あたし、自分の武ちゃんへの想いを信じることができなかった……。麻衣ちゃんに言われて、少し疑っちゃった……」

「理恵……」

「『間違った愛しか向けてないくせに愛してるとか軽々しく言わないでよ』って言われて、一瞬そうなのかな、って思った……。他の人を好きになった経験もないし、もしかしたらあたしの気持ちは……って考えちゃった。だめだよね、あの程度で動揺したら……」

「誰だって自分の気持ちを疑うときはあるよ。弱くなるときだってある。俺が言うと言い訳みたいで嫌だけど……」

「でも、武ちゃんは麻衣ちゃんにああまで言われて、自分の気持ちを疑った？」

　微塵も疑っていない。必ず幸せにすると誓った覚悟はまったく揺るがない。

「まったく疑ってないでしょ？　それがあたしと武ちゃんの違いだよ……。まだ心が弱くて自分を信じることができなくて……。あはは……、自己嫌悪に陥りそう……。咲ちゃんのこと、言えないな……」

「それは……」

「あたしと……春姉と夏海ちゃんもそうかな？　ずっと好きだったって想いはあるけど、それってやっぱり最初からそういう設定みたいだから」

　そう。確かに『エターナル　イノセンス』のヒロインたちはほぼ最初から主人公に思慕を向けている。逆に主人公の方が思慕を向けてないだけで……。

　咲も主人公のことが最初からかなり気になっていたはずだ。

　だからこそ、俺はその想いに応えたくて……。

「経験がね……ないんだよ、やっぱり……。あたしたちには、その想いに至るまでの経験がない……。だから、そこに違和感があるんだ」

　何も言えなかった。確かに投影した段階で、理恵たちは俺に好意を持ってくれていたのだから……。

　俺にできることは、彼女たちにふさわしい人間になるということだけだ。

「それでも……。やっぱり好きなんだよ、武ちゃん……」

　悲痛に漏らす理恵。

　自然に手が動いた。

　優しく抱きしめる。

　この行為にどんな意味が生まれるかなんてわからないけど……。

　それでも温もりを分かち合いたいのだ。

「駄目だよ、武ちゃん……。麻衣ちゃんに怒られるよ？」

「別に、構わない……」

「駄目！」

　理恵が抵抗して、俺を振り解いた。

　そして、理恵は俺に少しだけ咎めるような目を向ける。

「駄目だよ……。麻衣ちゃんは武ちゃんの家族なんだから……。家族が仲なか違たがいしてるところなんて、あたし見たくないよ……」

　理恵の悲しそうな声……。

　理恵は一時期、両親の離婚話を目の当たりにしていた。だからこそ、誰よりも心を痛めてしまうのだろう。

「だから、麻衣ちゃんが近づくなって言ってるし……。武ちゃんと麻衣ちゃんの仲がこじれたりするとあたしが悲しいから……。当分、武ちゃんには近づかないことにするよ……」

「な……！　だ、だから真に受けるなって……」

　しかし、理恵はふるふると頭を振った。

「今だけだよ。時間も過ぎればきっと麻衣ちゃんと話もできると思うからそれまでの我慢。ちょっと長くなるかもしれないけどね」

　話は終わりだとばかりに理恵は俺に帰ってと言い付けた。







　それから理恵に追い出されて一旦部屋に戻ってくると、咲からの着信が来た。

「咲？」

『武紀くん？　あの、春さんから聞いたんだけど……』

　どうやら春姉から電話がいったらしい。咲は一部始終を知っていた。

『理恵ちゃん……。落ち込んでるよね？』

「落ち込んでる、な。何もできない自分が情けないよ」

『そんなことないよ。それに大丈夫だよ。理恵ちゃんもすぐに気付くと思うから……』

「何に？」

『武紀くんを本当に好きだってことに、だよ。もう。言わせないで恥ずかしい……』

　咲は少し怒り気味にそんなことを言う。

「でも、な……」

『絶対に大丈夫。わたしだって武紀くんに惚ほれ直したんだからすぐに気付くよ』

「咲は……自分の気持ちを疑ったりしないのか？」

『最初は疑ってた。それにこの前なんか、自分たちみたいな虚構の人間じゃダメだって思ってた。やっぱり現実の人じゃないとダメだって。でも、もう迷ってないよ。わたしは武紀くんが好き。ずっと一緒にいたい。武紀くんが好きな人とも、一緒に……』

　その先は言わないでもわかった。

「強いな、咲は……。見習いたいよ」

『違うよ、武紀くん。強く見えるのならそれは武紀くんのおかげだし、武紀くんを愛してるから強くなれるんだよ？』

　とても恥ずかしいことを言ってきた。向こうには見えてないだろうけど、頰ほおが熱くなってくる。

『だから、武紀くんは迷わずに自分の道を進んでいいからね？』

「ああ、ありがとう。なんだか元気が出たよ」

　咲のおかげだ。

　そうだ。迷ってる暇なんてない。

　少しでも早く自分の成すべき事を成すんだ。

『ところで、さ……。愛あいちゃんから聞いたんだけど』

「何？」

『わたしがデートを仕組んでおいて何だけど、愛ちゃんのブラ外したってどういうこと？』

　高橋ぃ―――――――――っ！　お前、人に言うなと言っといて！

『ちょっと教えてもらわないといけないなーって思うんだよね』

　ここで即座に通話を切るわけにもいかず。

　俺はその後、一時間ぐらい説明と弁明をする羽目になった。





[image: ]















　――白い空間。

　辺り一面はすべて白。一切の不純物を許さないような冷徹な白。神こう々ごうしさと空くう虚きよさが調和した空間。

　そんな空間にそぐわない人工的に生み出されたとおぼしき音声が響き渡る。

　No.325 ＞情報負荷データオーバー。『エターナル　イノセンス』レイヤーへ警告。レイヤー調査チエツク、要請。

　No.32 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー調査チエツク、許可。

　No.325 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤーを調査実行チエツクアクション。

　No.3251 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス発生。

　No.3252 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス発生。

　No.3253 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス発生。

　No.3254 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス発生。

　No.3255 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス発生。

　No.3256 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス発生。

　No.3257 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス発生。

　No.3258 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス発生。

　No.3259 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス発生。

　続々とそんなアナウンスが響く。

　No.3250 ＞矛盾パラドクス発生許容範囲超過オーバー。

　No.325 ＞修正リビジヨン許可申請。

　No.32 ＞修正リビジヨン許可。優先度プライオリテイＡ。

　No.325 ＞申請許可。一部の処理ハンドルを省略スキツプ。

　No.3251 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス修正。

　No.3252 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス修正。

　No.3253 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス修正。

　No.3254 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス修正不可。

　No.3255 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス修正。

　No.3256 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス修正。

　No.3257 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス修正。

　No.3258 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス修正不可。

　No.3259 ＞『エターナル　イノセンス』レイヤー、矛盾パラドクス修正。

　No.3250 ＞矛盾パラドクス許容範囲超過オーバー。

　No.325 ＞一部フィルター停止許可申請。

　No.32 ＞一部停止許可。優先度プライオリテイＡ。

　No.31 ＞〝トリア〟へ報告。『エターナル　イノセンス』レイヤーの矛盾パラドクス負荷が甚じん大だい。矛盾パラドクスフィルターのカットを提案。

　No.38 ＞不同意。『エターナル　イノセンス』レイヤーからの収集はまだ可能。

　No.35 ＞否。システム全体に被害が及ぶ前に処理をするべき。




　アナウンスによる交信はなおも続いた……。
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　麻ま衣いへみんなを幸せにすると伝えた次の日。

　朝起きると、何か違和感があった。

　妙な焦しよう燥そう感かん。

　みんなが消えたとか、そういう時の違和感ではない。

　しかし、その正体は判然とせず、結局わからないままだ。

「なんか、もやもやするな……」

　何となくそう独りごちて、俺はパソコンを立ち上げる。プログラムの勉強をするためだ。

　すでにソフトウェアのインストールも終わり、勉強はそれなりに進んでいるが、未いまだに手探りの状態だ。変数とか配列とかiイfフ文とか、よくわからない単語を一つ一つ吟ぎん味みして覚えていっている。

　パソコンが完全に立ち上がったところで、ＤＶＤドライブの回転音がした。

「あれ？」

　ドライブには何も入れてなかったと思ったけど……。

　トレイを開ける。

「え……？」

　目を――疑った。

　なぜ、これが、ここにある？

　これは、ここにあってはいけないものだ。

　そのディスクには、ゲームタイトルのロゴが表示されていた。




『エターナル　イノセンス』と――。




　間違いなく、それは俺のよく知っているゲームディスクだ。見覚えがありすぎる。

　だが、『エターナル　イノセンス』の投影と共に消えていたはずだったのに！

「どういう、ことだ？」

　思わずゲームの棚を物色する。そこには『エターナル　イノセンス』のパッケージもあった。みんなが……、理り恵えも咲さきも春はる姉ねえも夏なつ海みも明石あかし葵あおいも描かれている見慣れたパッケージだ。中を開けば説明書も入っている。

　凄まじい焦燥感が背筋を逬ほとばしったような気がした。足ががくがくと震えている。

　なぜ、これが出てきてるんだ？

　また世界改変でも起こっているのか？

　いや、これは――。

　世界がすべて元に戻った？

　嫌な予感を覚えつつ俺は夏海の寝室へと赴おもむく。今、春姉も夏海の部屋で寝ているのだ。

　そして、静かに扉を開けて部屋の中を覗のぞく。夏海と春姉はベッドの上で抱き合って寝ていた。ひとまずほっとする。

　次に一階へ下りて生活雑貨を見ていった。この辺りはまったく変わっていない。みんなと暮らした生活感は残っている。

　大急ぎで部屋に戻り、俺は震える指でマウスとキーボードを操作した。『エターナル　イノセンス』をネットで検索する。

　幸いというか何というか、検索では何も見つからなかった。

「もしかして、俺だけか？」

　あるいはフェアリーテールシステム側からの嫌がらせか何かだろうか？

　念のためにゲームディスクをＰＳ２に入れて起動してみたら、以前と同じように立ち上がった。メモリーカードにセーブデータも戻っている。やはり、本物のゲームディスクには間違いないようだ。

　だけど、意味がわからない……。

　俺は携帯電話を取り、まずはゆうきに連絡を取った。

『はい……。伊い藤とうです……』

　寝ていたのか声に覇は気きがない。だが、それに構っている余裕はなかった。

「ゆうき。俺だ。聞きたいことがある」

『君か……。なんだ、朝から……』

「異常事態が起こってる。『エターナル　イノセンス』のディスクが俺の手元に出てきたんだ」

　俺がそういうと、さしものゆうきも驚いたのか、息を飲む音が聞こえた。

『どういうことだ』

「文字通りの意味だ。正真正銘、『エターナル　イノセンス』のディスクが今俺の手元にある。ゲームの起動確認もした。もっとも、ネット上では存在しないことになってるけど……」

『……ちょっと待っていろ』

　一度電話を置いたのか、向こうからはがさがさと何かを探している音がする。そして、ゆうきはすぐに電話口に戻ってきた。

『……ボクの棚にもあった……。なんだ、これは？』

「わからない。春姉も夏海も消えたわけじゃないけど、何かやばそうなことが起こってるのはひしひしと感じる。藤ふじ田たに連絡を取ってくれないか？　俺はちょっと翔しよう也やと高たか橋はし辺りに確認を取ってみる」

　ふたりが咲を覚えているかどうか、確認しなければならない。特に翔也は『エターナル　イノセンス』を思い出している可能性だってある。

『わかった。もっとも藤田が「エターナル　イノセンス」をやってるかどうかはわからないがな』

　そう言ってゆうきは通話を打ち切った。

　俺はすぐに翔也へと電話をかける。

『おーす。朝からどうしたんだ、珍しい』

「おはよう。翔也ちょっと聞きたいことがあるんだが、『エターナル　イノセンス』ってゲーム知ってる？」

『……なに、それ。新作？』

「……いや、俺もうろ覚えでアレなんだけど、そんなタイトル、お前持ってなかったっけ？」

『そんなゲームあったかなぁ……。ちょっと待って。探してるけど……、うーん、それらしいタイトルはないぞ』

「そっか。サンキュ。それとさ、ここ数日咲に会ったりしたか？」

『神楽かぐらと？　いや、別に会ってないけど。なんで？』

「ちょっと気になることがあったんだよ。会ってないならいいや。朝から悪かったな」

『ん？　なんかよくわかんねーけど、じゃーな』

　翔也との通話を切った。

　少なくとも翔也の手元に『エターナル　イノセンス』は出てきていない。かなり強引ではあったが、咲のことを覚えていることも確認できた。

　ひとまず安あん堵どし、次の相手である高橋へと電話をしようとしたところで、ゆうきの家から着信が来る。

『都つ筑づきか？　藤田に訊いてみたぞ』

「どうだった？」

『少なくともゲームとしての『エターナル　イノセンス』は覚えていないようだ。知らない可能性もあるがな。ゲームの棚も探させたがパッケージもないらしい。一応、もう少しよく探せとは言っておいたが……』

　見つけられていないという可能性もあるが、今はそれを疑っても仕方がない。

「わかった。とにかく今は状況の把握に努めよう」

『了解だ。では、まずは――』

　ゆうきが何かを言おうとしたところで、

「あなたたち誰っ！」

　と、麻衣の悲鳴じみた声が届いた。おそらく廊下からだろう。

　すさまじく嫌な予感がする。

「悪い、ゆうき！　また後で電話する！」

　通話を強制的に打ち切って、俺は部屋から廊下へと出た。

　廊下には春姉と夏海がいて麻衣もいる。

　だが、穏やかな雰囲気ではない。

　春姉と夏海は戸惑った表情を浮かべ、そんなふたりを麻衣が鋭い目で睨み付けている。

　俺が出てくると、麻衣はこちらに向き直った。

「タケにい、この人たち誰なの!?」

「……本気で言ってるのか？」

「当たり前でしょ！　なんで伯お母ばさんの部屋に住んでるの？　ううん、それだけじゃない。伯お父じさんの部屋もなんか女の子っぽいし、一体どういうことなの!?　それで、この人たちは誰!?」

　麻衣は完全に春姉と夏海のことを忘れている。おそらくは『エターナル　イノセンス』のディスクが出てきたことと関係があるのだろうが、それがわかったところでこの事態を解決することにはならない。

　ゲームから出てきたと、本当のことを言っても信じてもらえないだろう。

　かと言って現時点の事実である姉と妹というのも無理がある。

　佐さ崎さきの時は父の隠し子という形で誤ご魔ま化かしたが今回は不可能だ。佐崎の時は八年間のブランクがあったからこそ彼女の知らない時間を衝つけたが、時々会いに来る麻衣相手にそんな誤魔化しは通じない。

　春姉と夏海に目配せしてから、どうにか声を絞り出す。

「友人、なんだ」

　これが限界だ。……というよりも、これ以外にはない。

　しかし、そんな言い訳で麻衣は止まらなかった。

「友人を泊めるならまだしもなんで年頃の女の子が一緒に住んでるの？　しかも、うちに連絡なんかひとつもなかったよね？　それはどういうことなの？」

「諸事情があって困っていたからだよ。次の家が見つかるまで、って……」

　完全に噓うそ八はつ百ぴやくだ。噓に噓を重ねている。

「諸事情って何？」

「……家庭の、問題だ……」

「……もしかしてバイトを始めたのってこの人たちのためなの？」

「それは違う。自分のためだ」

「そう……。タケにいが率先して、人の世話を焼くなんて珍しいよね」

　未だに麻衣は納得できないのだろう。強い疑いの表情を浮かべている。

「叔お父じさんたちに言わなかったのは謝る。ただ、事を大きくしたくなかったんだ。かと言ってふたりを見捨てたくもなかった」

「もういいよ……。わかったから……」

　麻衣は諦めたように溜息をついた。

「でも、あとでお父さんとお母さんには報告させてもらうからね。ふたりの両親とも話し合ってもらわないといけないし……」

　春姉と夏海に両親はいないということになっているのだけど……。

　しかし、そんなこちらの勝手な都合が考慮されるはずもなく、春姉と夏海にぎこちなく自己紹介をしてそのまま重い足取りで一階へと下りていった。

「ごめんね、上う手まく説明ができなくて……」

　春姉が申し訳なさそうに謝ってくる。

「気にしないで。いきなり麻衣が春姉と夏海のことを忘れるなんて誰だって驚くよ。麻衣が言ったことは俺が代わりに謝る」

「ううん。わたしたちは大丈夫だから、たーくんも気にしないで？　突然だったから驚いたけど……」

　そう。ディスクの出現も麻衣の記憶改変も全くの突然だった。

　世界改変はいつでも突然だけど……。

「何があったの？」

　夏海が不安な表情を浮かべて訊いてくる。

「えっと、実は……」

　俺はふたりに今起こっていることを説明した。すると、ふたりはとても難しそうな顔になる。

「本当に、何が起こってるの……？」

　誰も、春姉の疑問に答えることはできなかった。







　気付けば、早くも時刻は昼を回ろうとしている。

　やはり世界は大きく変わりつつあった。麻衣は春姉と夏海のことを忘れているし、近所の人たちは理恵の家――秋あき原はら家をまったく覚えていない。「いつの間に建ったのかしら？」という噂うわさを立てられているという危険な状態だ。

　ゆうきや藤田にもその報告をしたが、今しばらくはやはり情報収集を続行するべきという意見に留まった。いや、それ以外にやれることがない……。

　ふたりとのチャットを終わらせて、少しすると携帯電話の着信音が鳴り響いた。

　咲からだ。

『武たけ紀のりくん……』

「咲。どうかしたか？」

『何が起こってるのかな？　武紀くんに言われたとおり、近所の人たちと話そうとしたらね。わたしたち……、近所の人たちに忘れられてた……』

　少し前に咲へ『近所の人たちと話をして欲しい』と頼んだのだが、その答えはやはり咲にまで影響が出始めていることを示していた。

『いつもみたいに朝の挨拶をしたら、すごい不思議そうな目を向けられて……。お父さんとお母さんも混乱してる……』

　不安そうな咲の声が耳に痛い。

　話を聞くと突然引っ越してきたような状態になってしまったらしい。町内で名前は登録されているが、みんながみんな咲たちを忘れているということだった。

　理恵の家族もほぼ同じ状況だったことを考えると、等しくみんなが忘れ去られているのだろう。

「やっぱり、また何かが起こってるみたいなんだ。今、何がどうなってるのか調べてて、どうにかして解決方法を探したいと思ってる。少しだけ待っててくれないか？」

『やっぱり何か起こってるんだね……。うん。待ってる。何か他に、わたしにできること、あるかな？』

「今は、もうないかな……。近所の人のことを確かめてくれただけで充分だよ。咲はおじさんとおばさんのフォローをしてほしい。あったらまたお願いすると思う。近所のこと、確かめてくれてありがとう。それと、ごめん……」

『ううん。武紀くんのお願いならお安い御用だよっ。だから、謝らないでもいいからねっ！』

　最後にそんな会話をして通話を終えた。

　……とにかく影響が大きすぎる。

　正まさ樹きの出てきた時も影響は大きかったけど、みんなはそれをしっかりと受け入れていた。

　だけど今回は、みんなが彼女たちを忘れている。

「まさか、今度は理恵たちが『関係崩壊因子』に罹り患かんし始めているのか？」

　理恵も春姉も夏海も自己嫌悪に陥って……。そのせいで例の症状に罹患して、だから麻衣に忘れられたのだろうか……？

　咲が罹患した時は、翔也と高橋は咲を一瞬忘れたようなそぶりをした。そして、咲が現実から消え、アカシックサーバーに行ったと同時に咲がいたという痕跡もなくなった。

　ただ、あの時は自然に消えたわけではなく、咲は沙さ耶やに唆そそのかされて自ら行ったはず。

　……なんにせよ高橋には、咲や理恵を覚えているかどうか訊いておくべきだ。

　すっかり後回しになってしまったが、高橋へ電話する。待つことなく、ワンコールで出てくれた。

『よう。どうしたんだ、いきなり』

　不審に思われないように、できるだけ平常心で尋たずねる。

「えーと、相談したいことがあるんだけど、咲って最近おかしいなって思ったりする？」

『はぁ？　まあ、ちょっと最近までおかしかった気もするけど、クリスマスが近くなって元に戻っただろ。それとも、またなんかあったのか？』

　よかった。高橋は咲を忘れていない。ほっと胸をなで下ろした。

「いや、そうじゃない。ほら、俺だとわからないことが多いからさ」

『心配性だな。今はまったく問題ねーよ。そのぐらいお前がちゃんと――』

　ザザ……ザ………。

　突然そんな耳障りなノイズが発生する。アンテナが一本しか立ってないのかと思うほどのノイズだ。

　だが、少ししてそのノイズは完全に収まっていく。

　高橋の方にはノイズが発生していないのか、そのまま喋り続けているようだった。

『――で、秀ひで之ゆきは最近仕事が忙しいとか言ってまったく帰って来なくなってさ。あたしとしては、ありがたいんだけど……』

　……なんだ？

　なんで突然話題が高橋のお兄さんの話になってるんだ？

　しかし、俺の疑問など気にすることなく、高橋は喋り続けている。

「ちょ、ちょっと待ってくれ、高橋。なんでお兄さんの話をしてるんだ？」

　俺は慌てて止めるが、向こうからは戸惑った声が聞こえるだけだ。

『な、なんでって……。お前が、その……、最近のあたしを訊きたいって言うから……だろ。何言ってんだっての！』

「わ、悪い。えっと、咲の話はどうなったんだ？」

『さき？　なんのことを言ってるんだ、お前？』

「わからない、のか？」

『はぁ？　知らねーよ。なんなんだよ、いったい……』

　いきなり話題が変わったと思ったら、高橋は咲のことを忘れていた。

　あのノイズを境に世界が変わったとでもいうのか？

「ありがとう！　ごめん、また電話する！」

　かなり失礼なことをしてしまったが、気を遣つかう余裕はなかった。

　それからすぐに思い立って、再び翔也にも電話したものの、

『え？　かぐらさき……？　あきはらりえ？　誰だ、それ……。あ、いや……。神楽咲は、なんかクラス名簿で見たような……』

　一時間ほど前は覚えていたはずなのに、そんな体たらくだった。しかし、『エターナル　イノセンス』のゲームに関する記憶は思い出していないらしい。

　もはやこれは異常だ。現在進行形で世界は変へん貌ぼうし続けている。

　理恵たちが『関係崩壊因子』に罹患したとすれば一応の辻褄は合う。

　だけど、それよりもディスクが出てきたことを考えると、世界が元に戻り始めているような気がしてならないのだ。

　ふと壁のアナログ時計を見ると、短針は微かすかに一二時よりも右に傾いていた。







　俺たちはこの事態を相談するために、理恵の家へと集まった。

　メンバーは理恵、咲、春姉、夏海、ゆうき、そして藤田と前まえ羽は良らさんだ。

「やはり、元の世界に戻りつつあるのだろう」

　ゆうきが俺に向かって強く言う。

　それに咲が恐る恐る問うた。

「元にって……」

「都筑が『エターナル　イノセンス』を投影しなかった世界に、だよ」

「そんな……！」

　ゆうきが答えを語ると、春姉は小さな悲鳴をあげた。

「残念だがそうとしか思えない。状況や周囲の人たちの記憶はまさに君たちが消えていた時にそっくりだしね」

　そう、そこまではなんとなくわかる。

　だけど――。

「だとしたら、なんで戻りつつなんだ？　なんかじわじわと苦しめるみたいに……」

　世界改変をいつもと言っていいのかどうかはわからないが、以前のようであれば一気に変わるはずなのだ。しかし、今回はまるで小出しにするように世界を少しずつ改変していっている。そこに理由は見出せない。

　そして、そこに答えも出なかった。

「あの、ですね……」

　そこへ藤田が怖おず怖おずと声を上げる。

「実は……たぶん今日の昼ぐらいだと思うんですけど……。思い出したんです」

「何を？」

「『エターナル　イノセンス』をです……。ここにいる人たち全員に見覚えがあります。伊藤さんからパッケージ探しを頼まれてたんですけど、その時は見つからなくて……。ただ正午を過ぎた時に何か予感というか、記憶の奥底に引っかかりを感じたんですね。それから、パッケージ探しを再開したら、『エターナル　イノセンス』がさっきまでなかった場所で見つかって……。それですべてを思い出しました」

　昼を境にとなると、高橋が咲を忘れた時間とほぼ同じだ。俺が高橋に電話した時に発生したノイズのタイミングも正午だったはず。

「つまり、朝ボクらが起床する前に一度改変が起こり、昼頃にも改変が起こったということか」

　ゆうきが俺の考えを代弁した。

　藤田はこくりと頷うなずいて、説明を再開する。

「それで自分、何人かに訊いたんですよ。『エターナル　イノセンス』と『メモリーロンド』のことを、昔ソフトを持っていた人たちに。ただ、その人たちはまったく覚えていませんでしたね……」

「つまり俺たち『カスタマー』の手元のみに、パッケージが現れたということか……」

　俺がそう問うと藤田は「その中でも購入した人間だけに」と言って頷いた。

　逆に言えば、だからこそ本当に最悪の事態になっていないのだ。

　もし、パッケージが世界中に出始めたら、理恵や咲たちを知っている人は確実に混乱してしまう。特に翔也辺りは一番影響が大きそうだ。

「しかし、影響範囲はどんどん大きくなっているようだ。いつ、皆の記憶やネット上に『エターナル　イノセンス』が戻るかわからない」

　ゆうきが苦虫を嚙み潰したような顔をして吐き捨てる。自分ではどうにもならない事態に歯がゆさを感じているのだろう。

「あたしたちこれからどうなるのかな……」

「お兄ちゃん、夏海、消えちゃうの……？」

　理恵と夏海はひどく不安そうだった。

　消える？

　そんなことになってたまるものか。

「そんなことにはさせない」

　泥をすすってでも。みっともなくても。自分じゃできなくても。

　彼女たちは絶対に救うのだ。

「情報もどうにか出揃ったし、あの人に電話してみよう」

「あの人？」

「この前、俺たちを『アカシックサーバー』へと連れて行ってくれた人だよ」

　現状の俺たちには解決など不可能だろう。だけど、あの人なら何とかできるかもしれない。もしかしたら、何かを知っているかもしれないのだ。

　自分だけでは何もできない。そんな事実にとても自分が情けなくなるが、この事態を解決するためには手段を選んでいる場合ではない。つまらないプライドなど、さっさと捨ててしまえ。

　俺は携帯電話を取りだして、メールに書いてあった番号に電話をかける。

　しかし――出ない。

「……出られないのか？　それともいないのか？」

　何度かけても繋がらない。

　諦めて、今度は義よし人ひとさんへと電話をかける。

『もしもし』

　五コール目で繋がったものの、電話口からはひどく疲れた声。いつも軽口な義人さんの声とは思えないほどだ。

「あの、今大丈夫ですか？」

『すまんが、まったく大丈夫じゃない……。緊急の用件だとは思うが、話を聞く余裕もないんだ。オレがこの電話を取ったのは忠告だ。しばらく、オレたちに近づこうとするな。巻き込まれるぞ』

「何が起こっているんですか？」

『詳しいことを説明している暇はない。力になれなくてすまん。あいつも、そして暎えい那なちゃんも今はどうにもならないと思ってくれ。だけど、すぐに終わらせる。それまで待ってろ。終わったら、こっちからあいつに電話をかけさせる』

　そう言い残して電話は切れた。

　……あの人たちに何かが起こっている。

　だが、俺には彼らを助ける術すべがない。そもそもどこにいるかもわからない……。

　もっとも、あの人たちが苦戦しているというのに、無力な俺が出しゃばったところで情けないがどうにもならないだろう。

　だとすれば――今は自分にできることをすればいい！

「どうだったんだ？」

「今はあの人たちの力を借りることはできないみたいだ」

　考えろ。考えろ。考えろ。考えろ。

　まだきっと手はある。

　立ち止まるな。

　道が塞ふさがったからといって立ち止まる道理はないのだから！







　そして俺たちは、八や重えさんのコーポへと向かっていた。

　この事態を知っている、あるいは解決できそうなのは、あの人や暎那ちゃんを除けば確実に沙耶だけだろう。

　前回会いに行った時はすでに沙耶は八重さんの中からいなくなっていたけど、この異常事態で出てきているという可能性もある。

　今、沙耶が八重さんを選ぶ理由もないし、そもそも出てきているという可能性も皆無だが、今は一つ一つ確かめていくしかない。

　しばらく歩いているとコーポが見えてくる。俺たちは八重さんの部屋へと向かった。

　インターホンを押す。しかし、八重さんは出てこなかった。

「お留守かな……」

　咲が困ったように呟つぶやいて鞄から鍵を出す。八重さんの部屋の合い鍵だ。

　鍵穴に差し込み、回すとカチリという音と共に鍵は開いた。

　ドアを開けて中へと入る。やはり八重さんはいないらしい。

「やっぱり沙耶が入ってたのは、あの時だけだったのかな……」

　少しだけ部屋を見させてもらったが、特にそれらしいものはない。

　だが――。

「ね、ねえ、たーくんこれ……」

　春姉がテーブルのメモを指さす。

　そこには、




　公園にて待つ




　という簡素な一文が書かれていた。

　どういうことか知らないが……。

　向こうが誘っているのであれば、それに乗らない手はない。

　俺たちは頷きあって、公園に向かうことを決めた。







　公園に到着すると、そこにはベンチに座っている女性以外の姿がなかった。

　俺たちはその人へと近づく。

　すると、その見知った人は立ち上がり、

「こんにちは」

　と、気楽に挨拶をしてきた。

「この世界においては、お久しぶりというほどお久しぶりではないですが。なんだか久しぶりにお会いした気がします」

　八重さんの姿でそんなことを言ってくる。

　だけど、いつもの少しだけ間延びした口調ではない。

　この口調は沙耶のものだ。

「俺としてはできれば会いたくなかったんだけどな……」

「そうでしょうね。我々はあなたたちにとって、決して歓迎される存在ではないでしょうから」

　人を食ったような調子も相変わらずだ。

　まあいい。本題に入ろう。

「あんたは、この世界に今起こっていることを把握しているんだよな」

「……この世界という言い方には語弊がありますが。起こっていることはもちろん把握しています」

「じゃあ、教えて欲しい。何が起こっているんだ」

「軽々しく教えるとでも？」

「会いに来いと言っておいて、それはないだろう」

「……軽々しく教えるのも興が乗りませんが、時間もありませんし今回はそんな誘導をする必要もないですからね。質問形式でどうぞ。ただし、答えられることに限ります」

　さあ言ってこいとばかりに挑戦的な目を向ける沙耶。

　訊きたいことなど山ほどある。

「まず、一部の人たちから『エターナル　イノセンス』のみんなの記憶がなくなりつつある。これはどういうことだ？」

「核心からですか。まあ、いいでしょう」

　そして、沙耶は説明を始めた。

「まず、レイヤーという概念から説明しましょう。システムによって投影された情報は、『カスタマー』を中心に広がります。そして、その範囲においてその情報は現実に投影されているのです。その範囲をレイヤーと呼んでます」

「……すまないが、もう少しわかりやすく」

「ある一定の範囲内において、あなたの投影した世界設定が反映されているということです。範囲というのは物理的な広がりだけではなく、精神的――関係の広がりも含めます。遠方の他人に、友人や恋人、家族ができたとしても、あなたはそれを認識できないし興味もないでしょう？　ですので、あなたを認識している人に投影された情報が存在しているのだと思ってください」

　つまり世界からすればごく狭い範囲でしか理恵や咲たちは認識されていない、ということだろうか？　確かに俺を知らない人や見たこともない人からすれば、誰が俺の隣にいようと気にならないだろうしな。

「当然、あなたの交友関係や生活半径が広がれば、レイヤーもそれに応じて広がっていきます。あなたを認識すれば、そこにいる方々を存在させるためにレイヤーは広がりますからね」

　沙耶は周囲を見渡しながら言った。

「なるほどな……。それは都筑だけではなく、ボクらや藤田もそうなのか？」

　レイヤーについて気になったのか、ゆうきが質問を投げる。

「ええ、もちろんです。これはシステムの仕様ですからね」

　それから、沙耶は「ですが……」と言って続けた。

「レイヤーは広がりすぎれば、少しずつシステムに負荷を与えます。何しろ、本来存在しない存在を常に周囲の人間たちに存在させ続けているわけですからね」

　負荷、だと……？

「まさか、その負荷で今の異常事態が起こっているとか言うんじゃないだろうな？」

　俺の問いに対して、沙耶はこくりと頷いた。

「あなた方から見れば万能、超常かもしれませんが、システムは決して万能ではありません。無限の処理能力を持っているわけでもない。最上位ＡエーＩアイ一〇、上位ＡＩ九〇、中位ＡＩ九〇〇、下位ＡＩ九〇〇〇。ここに送ることができたのはこの程度なのです」

　ＡＩ？　送ることができた？

　しかし、俺の疑問に構うことなく沙耶は続ける。

「ただ、多少広がったぐらいでそこまで処理は重くなりません。そういう人間を選んでもいますからね。それに認識させるだけであればそう大した問題でもない。問題はそれ以外の部分にあります」

「それ以外？」

「あなたは彼女たちが出てきて、この世界に溶け込んでいることに違和感を覚えませんでしたか」

「……もしかして、最初から存在していたようになっていたりしたことか？」

「その通り。もちろんそれだけではなく、この現代において日常を送るには戸籍書類なども必要になってくるでしょう。そういった諸々がなければ、生活やシナリオに不備が出る」

「それが……」

「そうです。彼女たちの存在環境を構築し、矛む盾じゆんを一掃するフィルタープログラム、現実補正リアリテイ・デバイス。それの処理があまりにも重く、他のレイヤーに影響を与えかねませんでした。だから『エターナル　イノセンス』の現実補正リアリテイ・デバイスを一部オフにしたのですよ」

「それで、記憶が少しずつ変化していると……？　ゲームディスクが出てきたのも……」

　俺の問いに、沙耶はただ頷いた。

「少しでも負荷を減らすためにこちらも細かいところもオフにしています。カスタマーの手元であれば、レイヤー元の情報媒体が出ても大きな齟そ齬ごを生みませんからね」

　今まで構築されていた、みんなの過去の記憶。

　そして、みんなが生活するための戸籍などの環境。

　さらに、現実における『エターナル　イノセンス』という情報の欠落。

　あまりにも都合よくできあがっていた。

『都合の良さ』

　それが、消えようとしている。

　それは彼女たちがこの世界で生きていたという痕こん跡せきを奪い去り――。

　あたかも異邦人のようになってしまうということだ。

「彼女たち『ビジター』は『カスタマー』の脇役ですからね。この世界において優先などはされません」

　そんな沙耶の言葉が重く俺の肩にのしかかる。

　だけど何か、正体不明の違和感が残った。

　そして、沙耶の説明はそれだけでは終わらない。

「負担は今も増大中です。もはや止めることができない状態になっています。いえ、元々かなり大きい状態でしたが、それをどうにかシステムから多くのＡＩを割り当てることで動かしてきました。しかし、もはやそれも限界になっています」

　どこか疲れたような物言いをする沙耶。

「私の上にいるＡＩである最上位ＡＩ〝トリア〟は、今日の零れい時じを境に『エターナル　イノセンス』のレイヤーを消去することを決定しました」

「消去……!?」

「つまり、あなたが投影したキャラクターや設定はすべて消え去るということです」

　いきなりの話に頭が混乱する。他のみんなも二の句が継げない。

　だけど……。

「……その話を、どこまで信じていいんだ？」

　沙耶の話を全面的に信じることなどできはしない。

　真実だとすれば筋が通っている気はするが、どうしても彼女を信用できなかった。

「信じる信じないはあなたの自由です。ですが、ここで噓を言ったところでどうにもなりませんよ。私としてもあなたのレイヤーを消去することに対しては否定的な立場を取っています。だからこそ、あなたを納得させるために疑問に答えているのですよ」

　ただ、沙耶は噓だけは言っていない気がするのだ。

　単純に彼女が噓を言うべき理由を、俺が見出せていないだけかもしれないけど。

「あの……」

　不意に藤田が口を挟んだ。

「それって、どのレイヤーも少しずつ重くなって、いつか消える時がくるってことですか？」

　そんな疑問に先程の違和感が溶けていく。

　俺はその違和感を疑問にして沙耶へぶつけた。

「そうだ。もし時間制限があるのであれば、ゆうきの方が先に消えてしまうということなんじゃないか？」

　藤田と俺の疑問に沙耶が首を振る。

「そうではないですよ。都筑武紀、伊藤ゆうき、藤田大だい輔すけ。あなた方のレイヤーには決定的な違いがあります」

「違い？」

「伊藤ゆうきは単に周りに容姿を認識させるだけ。はっきり言えば、現実補正リアリテイ・デバイスを使う必要がほとんどありません。よってこれはまったく負担にはなりません。身体能力の補助や架空能力――異能についても同様です。レイヤーの有効範囲がとても狭い」

　なるほど。確かにゆうきは明石葵の容姿と能力を手に入れただけだと言っていた。そして、俺たちは『エターナル　イノセンス』がゆうきの時に消えなくて、俺の時に消えたことを矛盾による影響と推察していた。




『おそらくだけど、あの願いを叶えているシステムは、設定する人間がそれを望まなければ、出来る限り現実に影響や矛盾を発生させないようにしていると思う』




　これはかなり昔にゆうきが言っていた台詞せりふだ。

　ゆうきはすぐに沙耶に確認を取る。

「ボクの時に、現実補正リアリテイ・デバイスによって、『エターナル　イノセンス』のディスクが消えなかったのは、影響が少ないから、か？」

「その通り。人の意識にも欺あざむけるものと欺けないものがありますからね。あなたが自身の名前、過去、家族も変える設定にしていたら結果は変わっていたかもしれません」

　なるほど……。矛盾や不都合の影響の大きさによって、システム側がどの辺りまで補正するかを判断しているということか。

「さて、次ですが。藤田大輔の場合、基本は都筑武紀と同じですが顕けん現げんさせている人物が前羽良知とも世よだけということが違います。当初は佐崎恵めぐ奈なや普ふ久く乃の原はら秀しゆうもシナリオ展開のために顕現させましたが、それは設定上の都合による一時的なもの。永久ではない」

　ゆうきは、容姿を認識させるだけ。

　藤田は、ひとりを顕現させ、そのひとりを認識させるだけ……。

「ま、まさか……」

「察しがいいですね。あなたは全員を顕現させ続けているために、処理がとても重くなっているのです。通常『１』ですむところが『５の５乗』ほどの負担になっています。これがさらに増え続けています」

「そんな……」

「本来、全員を顕現させても最終的に『カスタマー』はひとりを選び、他の人物を消去するわけです。ひとつのレイヤーに顕現させるキャラクターをひとりということであればそれはシステムの許容範囲になります。しかし、誰も選ばずにシナリオを継続させるということは、それだけ負荷を増大させるということです。それぞれのシナリオを並列に動かし、各々が影響し合うような形だと――特にあなた方のように、お互いの相手に対する感情や関係が変化したりすると、負担は加速度的に増大します。感情や関係の変化こそが、現在の我々にとってもっとも処理しにくいものですから」

　沙耶は、

「解決方法はわかったでしょう？」

　と告げて、さらに続けた。




「都筑武紀。今夜の零時までに、ひとりを決めなさい」




　ひとり――。

　消したくない子を、ひとり選べということだ。

「……選んだ子以外は……どうなるんだ？」

　そんなことはわかってる。だけど、一いち縷るの望みに縋すがりたかった。

「もちろん消えます」

　しかし、沙耶はそんな甘い幻想を容易たやすくぶち壊す。

　結局、そうなってしまうのか……。

　選んだ子以外は消える。

　みんなが最初に出てきた時と同じ――。

　理恵と咲、どちらを選ぶのかと突き付けられたあの時と……。

　あの問題が、再び降りかかってきた。

「ひとつだけ、全員を残す手段があります」

「なんだって？」

「結局のところ、キャラクター全員を並列に処理しているからこそ、負担が大きいんです。全員のクラス――要は人格などをすべてひとつにマージしてしまえば、処理を一本化できて負担は問題ない程度に軽減します」

「少し意味がわからないんだが……」

　いや、意味はなんとなくわかる。だけど、あまりにも非人道的な提案に頭が理解を拒否してしまった。

「つまり、ひとつの体に全員の人格をまとめて混ぜてしまえと言っているんですよ。それによって彼女たちがどうなるかはわかりませんけどね」

　どう考えてもとんでもない提案だった。

「ふざけるな……！　そんなの全員が残ったと言えるものか！」

「であれば、ひとりを選ぶしかありません」

　結局、結論はそこに行き着くのか……！

「決心がついたら、八重の携帯電話に連絡を入れてください。ただし、零時までしか待てません。それを過ぎれば、あなたの設定した世界は完全に消えさります」

「…………………」

「正直なことを言わせてもらえれば、我々はあなたのレイヤーに期待しているのですよ。今後のことを考えると消すという処理をしたくはありません」

「それはどうせ、お前たちの都合だろう……」

「その通りです。ですので是非誰かを選んでください。我々はこんなところで止まりたくはないですからね」

　勝手なことを……！

「ちょっと待ってください」

　俺が憤っていると、横から藤田が沙耶を呼び止めた。

「あなたは自分が投影した『メモリーロンド』を知っているようだから訊きますが、あの時自分は設定でシナリオ展開をオフにしていたはず。だというのに、なぜ展開されたのか？」

　それを聞くと沙耶は「ああ」と思い出したように説明する。

「我々にも事情がありましてね。『エターナル　イノセンス』レイヤーへと介入する口実を得るために少々あなたの設定を無効にさせてもらったんですよ。現実にいる佐崎恵奈が影響を受けたのは予想外でしたが前例がないわけでもないですし、些さ細さいなことです」

　藤田は沙耶の話を聞いて、その表情に静かな怒りを灯した。

「あなた方の都合で、自分たちは、弄もてあそばれたということですか……！」

「我々は我々の都合で動いてはいますが、その代償にあなた方の望みを叶えているでしょう？　それともあなたのレイヤーは存在させなかった方がよろしいですか？」

　藤田はそう言われて、その怒りが今度は悔しさに変わったらしい。とても複雑な表情をしていた。藤田としては前羽良さんを存在しなかったことにするわけにはいかないはずだからな……。

「く、そ……」

　珍しく口の悪い言葉を吐く藤田。

「では、都筑武紀。答えを待っていますよ」

　そして、沙耶の姿は俺たちの目の前から一瞬でかき消えた。







　家に戻ってきて、俺はひとりだけにしてもらった。

　他のみんなは理恵の家に集まっている。いつもなら俺の家でいいんだけど、今は麻衣がいるからな……。

『都筑武紀。今夜の零時までに、ひとりを決めなさい』

　決められるわけがない。

　たとえ、優柔不断と言われようと……。俺はみんなを幸せにすると誓ったのに……！

　じゃあ、このまま悩んで決めずに過ごして――みんなを消してしまうのか？

　駄目だ。あり得ない。

　くそ……。

　机の上で頭を抱えた。

　こんなこと、仮にあの人たちに相談できたとしてもどうにもできそうにない。

　そもそもがシステム側の問題なのだ。介入したところでどうなるというのだ。

「タケにい……？」

　ふと扉の外から声がした。麻衣の声だ。

　麻衣は部屋の中に入ってくる。

「どうしたの……。夕ご飯も食べずに」

「悪い……。ひとりに、してくれないか？」

　今はとにかくどうするべきかを考えなくちゃならない。

　残る時間は――五時間。

　悪いが、麻衣に構っている余裕はない。だが、麻衣は構わず部屋へと入ってくる。

「なんかタケにい……。うちに来たときと同じ顔してる……」

　言われてはっとした。

　……そんなにひどい顔になってるのか。

　父さんも母さんも死んでしまって……、麻衣の叔父さんたちに引き取られた当初は本当になんの気力も湧かなかったっけ。

「悩みがあれば……相談に乗るよ？」

　相談と言っても……何を言えばいいんだ。

　消えるみんなを留める術など、どうしようもないんじゃないか……？

「変な話をするけどさ……。麻衣はギャルゲーとかやったことあったよな」

「一応……。ギャルゲーっていうか、イケメンゲーっていう方が正しい気がするけど……。って、悩みってそれ？」

　麻衣の呆あきれた声が届くが無視して話を続けた。ヒロインが男であっても仕様には変わりないだろう。

「主人公がヒロインとエンディングで結ばれる……。けど、他のヒロインは助けられなかったり、知り合わなかったりするよな……。主人公と結ばれなかったがために、救われずに終わるわけだ」

「まあ、そうだね」

「すべてのヒロインが幸せになるためにはどうしたらいいんだろうな」

　麻衣が長い溜息をつく。心底呆れ果てているのだろう。

　俺もゲームのことでここまで悩んでいたら引くだろうしな……。ゲームではなくて、現実の話なのだけど……。

「……何言ってるの？」

「真面目な話なんだ」

　真剣な表情で言うと麻衣も俺の気持ちを察してくれたのか、腕を組んで考え始める。

「無理」

　そして、あっけらかんと結論を口にした。

「主人公は個別にしかヒロインと結ばれないんだから。まあ、フォローするシナリオでもあれば話は別だけど」

　でも、まともな答えだ。普通の答えとも言えるけど……。

「救えないヒロインに対して、不幸だから救いたいとか思ったりしない？」

「それはまあ……。しないわけじゃないけど……。だからこそ、二次創作が流は行やるんだと思うし」

　麻衣はなんとなくというように同意してくれる。

　そして、「でもさ」と続けた。

「個別のエンディングでは幸せになってるんだし、それでいいんじゃないかなって思うけど」

　ゲームであれば、そうなのだけど……。

　個別のエンディングでは――。

「あ、れ……？」

　待てよ……。

　それって、まさか……。

　確信はまったくない。

　だけど、もしかしたら――！

「悪い、麻衣！　出て行ってくれ！」

「な、何！　いきなり、なんか蘇よみがえったみたいに！」

「いいから！」

　無理矢理追い出すと、麻衣は「わかったわよっ！」とぷりぷり文句を言いながら出て行った。

　確かめなければならない。

　全員が消えずに済むかもしれない方法を！

　ボタンを押すのももどかしく、沙耶へと電話をかける。

『早かったですね。決断にはもう少し時間がかかるかと思ってましたが』

「そっちじゃない。訊きたいことがある」

『といいますと？』

　俺がそう言うと、少し意外そうな声が聞こえてきた。

「今から言うことが可能かどうか教えてくれ」







　可能。

　それが俺の考えに沙耶の下した答えだった。




『なるほど……。可能ではありますね。他のレイヤーよりか負担も増えますが、おそらくは負荷も許容範囲内に収まるでしょう。ただ――』




　ただ――。

　そのあとに示された副作用……。それが問題だった。

　内容を考慮すれば、予想できた事態ではある。

　しかし、だからと言ってそれをみんなに求めるのは――筋が違うだろう。

　確かに、最悪の事態には陥らない。

　ただ、最悪じゃないだけで……それでもみんなに不幸を強いることには違いないんだ。

　くそ……。

「どうする……。どうする……。時間が、ない……！」

　他にもっといい手はないのか。

　今のままで日常を送るための手段は……！

　しかし、いくら考えても新たな考えは浮かばなかった。




　……少しだけ時間が過ぎた。

　答えは未だに出ない。新たな考えも浮かばない。

　そんな時――。

　コンコン、と窓をノックする音が耳に届いた。

「武紀くん……」

　普段はこんなところから入って来ることのない咲だった。

　いや、咲の周りには理恵も春姉も夏海もゆうきもみんながいる。

「たーくん、大丈夫？」

　春姉が心配してくれる。いや、他のみんなも口には出さないけど心配そうな表情をしてくれていた。

　みんな、白い息を吐いて寒そうにしている。すぐに部屋の中へと入ってもらった。

　そして、夏海が恐る恐る口にする。

「あのね。お兄ちゃんの考え、聞いちゃったんだ」

「……え？」

　聞かれていた？　どうやってだ？

「ボクが聞き耳を立ててそれをみんなに伝えた。それだけだ。はしたない真似をしたが、ボクが独断でやったことだ。責めるならボクを責めろ」

　そういうことか……。

「責めることなんてできないよ」

　俺は頭を振った。

　そして、咲が少しだけ強がるように口を開く。

「武紀くんの考えた方法でいいと思うよ？」

　虚勢も含まれているのだろう。いつものような覇気がない。

「みんなで話し合った結果だよ。もちろん、そうしたいわけじゃないけど……。でも、今はそれがベストだと思う。最小限の不幸で済むと思う」

「自分本位の偽善的な選択であることには違いないよ……」

「偽善なんかじゃない。その選択は、わたしたちを想ってくれたからこそ出てきた選択でしょ？　そもそも善に真も偽もないよ。武紀くんを偽善なんていう人はわたしたちが許さない。だから、今の武紀くんは許せないな」

「咲……、だけど……」

「武紀くんはきっと元に戻す解決方法を探してくれるって信じてる。言ったよね？　わたしはあなたの言葉を全部信じるって。どんな困難に陥っても、武紀くんを必ず最後まで好きでいますって」

　この前の告白騒ぎの時の話……。

「だから信じてる。絶対に武紀くんはわたしたちを幸せにしてくれるって。今回のことは幸せに至るために必要な痛みだって。だから、こんなの不幸でも何でもないよ。ちょこっと違う環境で過ごすだけ」

　それはまるで誓いの宣誓。

「わたしも頑張るから。絶対に武紀くんを幸せにしてみせるから！　だから、一緒に頑張ろっ！」

　尊とうとく、純粋で――何事にも代え難い、信頼の言葉だ。

　他のみんなも意思の固そうな顔をこちらに向けている。

「たーくん。わたしもたーくんを助けられるようになりたいと思ってる」

「お兄ちゃん。絶対にハッピーエンドにしようね」

　この改変は、みんなに寂しさを与えてしまうものなのに……。

「ほら、理恵ちゃんも……」

「う、うん……」

　理恵も咲に背中を押されて、躊躇ためらうように俺の前へ来た。しかし、何か喋るのに戸惑っているようだ。

「理恵ちゃん。まだ……」

「ううん。そんなことないよ」

　ふたりで何かを言い合っている。

「なんかあったのか？」

「ううん、こっちの話！　ほらっ、理恵ちゃん。ちゃんと言葉で伝えないとっ！」

　そう促されて、理恵はようやくその重い口を開いた。

「あたしも信じてるから、武ちゃん……」












　少し躊躇いがちな言葉だったが、理恵の信頼が深く身に染みる。

　みんなも俺がどうにかすると、信じてくれているんだ。

　それならば――。

「ああ、応こたえなきゃ。男じゃないよな」

　静かに、だけど強く呟くと、みんなの顔が綻ほころんだ。

　そうだ。

　みんなが信じてくれているのなら。

　俺はその信頼に、一日でも一時間でも一秒でも早く応えるんだ！







　沙耶の指定してきた場所へと赴く。

　そこは夕方も来た公園だ。

「どうでもいいけど、なんでここばっかりなんだ？」

　ここはこれまで幾つかのイベントが集中している。

　理恵と咲との別れ。

　佐崎との思い出。

　正樹との決闘。

　そして沙耶に呼び出されたのもここだった。

　俺の何気ない質問に、律りち儀ぎにも沙耶が答えてくれる。

「あなたと神楽咲や秋原理恵との別れはただの偶然ですが、それから『メモリーロンド』においてレイヤーの情報がここに集中したんです。この世界において情報改変を行うにはうってつけの場所なんですよ」

　なんだかよくわからないが、とにかくこれからやることには都合がいいということだろう。

「では、いいですか？」

　俺はこくりと頷いて――。




「世界を分断してくれ」




　これが全員消去という事態を回避する手段だ。

　みんなのシナリオを個別にして、巨大なレイヤーを小さく分割する。

　単純に言えば、『エターナル　イノセンス』におけるシナリオ別の世界を、それぞれ複数作るということだ。

　もちろんそれは個数分の負担がかかる。

　しかし、逆に言えば個数分の負担しかかからないということだ。

　沙耶は言った。

『藤田大輔の場合、基本は都筑武紀と同じですが顕現させている人物が前羽良知世だけということです』

　各レイヤーに各ひとりという基本がある以上、フェアリーテールシステムが積み上げてきたその仕様が覆ることはないだろう。

　沙耶曰く、通常の『５の５乗』以上という馬鹿げた負荷を与え、しかも徐々に増大してしまうというよりはまったくマシだ。

　だが――。




「各ビジターの方々は互いに会えなくなりますが、よろしいのですね？」




　これが副作用だ。

　別々にレイヤーを作り、それを相互補完させないようにするということは、各キャラクターの関係を絶たねばならない。

「今は、構いません」

　咲が毅き然ぜんと言い放つ。すでに彼女は覚悟が決まっていた。

　他のみんなも同じ思いだ。

「各世界にバラバラになります。みなさんの記憶を操作し、他の方々は元からいなかったというようにもできますが」

「いりません」

　沙耶のそんな提案をにべもなく断る咲。

「だって、すぐ元通りにしてくれますから」

　そして、ニッコリと笑って俺を見た。

　そうだ。世界が分断されたとしても。

　必ず、みんなを救ってみせる！

「では、各々の世界に分断します。関係情報の追加情報を避けるために、関係性の明確となったエンディング以降のシナリオデータを参照」

　そして、沙耶が何事か口走る――。

「AI.No38. local entrance login. commission superior」

　視界が白に染まり、世界があっという間に白い空間へと塗り替えられた。

　あの不思議な空間へとあっという間に……。

　みんなは驚いているのか、声を上げる余裕もないようだった。

「ここはローカルエントランスと呼ばれるフェアリーテールシステムの一システムです。『カスタマー』が投影した情報媒体は、ここでレイヤーとして精製されます。過去や未来、あるいは次元。そういった諸々の概念が特殊な空間。ここでの行動は、過去や未来に影響を及ぼすことができます。昔あったことをなかったことにしたり、なかったことをあったことにしたりね」

「もしかして、佐崎と俺に本来なかった思い出ができたのは……」

「察しがいいですね。その通り。あの時はまだ我々に『エターナル　イノセンス』レイヤーを直接操作する権限はありませんでしたが、『メモリーロンド』の投影時にあなたと佐崎恵奈のふたりをここに連れてきて、シミュレーションをね」

　それで俺と佐崎の過去が変わったのか。でも、これまでのことを考えると、システムで簡単に記憶操作ができそうなもんだけど……。

「ここでの経験は、知識としてだけではなく――」

　流りゆう暢ちように語る沙耶に被せるように、別の声が鳴り響く。そこで俺の思考も途切れた。

「『エターナル　イノセンス』レイヤー消去デリート。準備スタンバイ」

「ＡＩ．Ｎｏ．３８特殊権限使用。一ブ時レ停イ止ク。……時間もないですね。手早くすませましょう」

　そう言って沙耶は突然目の前から消えた。

　しかし、すぐに沙耶の声が響き始める。

　No.38 ＞new command. library register license. name "layer partition".

　一瞬だけ耳に入った単語。

『layer partition』それは直訳でレイヤー分断だ。他のは聞こえなかったけど……。

　No.381 ＞name "layer partition";creation;

　No.382 ＞name "layer partition"; coordination;

　No.383 ＞name "layer partition"; permission;

　幾多の奇妙な音声が折り重なり、右から左に流れていく。

　あまりにもうるさすぎて耳を塞ぎたくなった。聞こえてくるアナウンスもまったく聞き取れない。

　No.381 ＞name "layer partition"; error check;

　No.382 ＞name "layer partition"; fatal error 0;

　No.383 ＞name "layer partition"; link error 1;

　No.384 ＞name "layer partition"; compile;

　そして、しばらくして音が止む。

　それから少しして、ゆっくりとしたアナウンスが響いた。

　No.38 ＞name "layer partition"; action;

　きっとそれは世界分断を告げる声。

　瞬間――。

　白い空間に亀裂が入る。

　それはまるで、俺たち全員の世界が分かれたような錯覚――いや、錯覚ではなく、それが見たままの事実だ。

　現にもう手を伸ばしてもみんなに触れることはできない。

　すでに声も聞こえない。

　間近にいるはずなのに、その亀裂の向こうに行くことはできなかった。

　そして、亀裂は少しずつ大きくなり、俺たちを離していく。

　みんなが何事か叫んでいる。

　だけど、聞こえない。

　分断が止まらない。

　俺も、叫ぶ。

「今は、別れに甘んじよう！」

　声は届かないだろう。

「だけど、それはずっとじゃない。長い時間でもない！」

　誓う。

「みんな！　絶対に！　絶対に！　元に戻してみせる！」

　真しん摯しに。強く。余すことなく。

「寂しがらずに、待ってろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　みんなに思いが届いて欲しかった。




　そして、世界は――分断された。
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「噓うそを教えるのはよくない」

「噓を教えたつもりはないわ。『レイヤーは世界設定を現実に投影する』。間違ってはいないでしょう」

「中途半端な事実」

「すべてを彼らに教える義理はないわね。それに話した内容で事実を推し量ることはできるわ。それで絶望を感じるかどうかは彼ら次第」

「……悪質」

「何とでも言いなさい。私は管理に戻らなきゃならないの。あなたに構っている暇はないわ」

「……………」

「それとあなたの顕けん現げん体たい、負荷になるからそろそろ消してもらえないかしら？」

「論ずるに値しない。ただ、基礎世界以外の顕現体はこちらで『スタンダード』としての属性を与えておく。これで常人となってレイヤーに余計な負荷は与えることはない」

「何もしないよりは建設的ね。感謝するわ――Ｎｏ．８７」

「わたしは彼らを守るのみ。あなたとは違う――Ｎｏ．３８」
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　今、あなたの主観が存在している世界は基礎レイヤーと呼ばれるもの。つまり、『エターナル　イノセンス』の根源となるレイヤーです。

　メールにソフトウェアを添付しました。

　使い方はヘルプを参照してください。




　それと重要な点をひとつ。

　世界の情報や人の記憶は現在混こん濁だくしている状態です。これは前例がないことを行った副作用と思ってください。ただし、少しずつ世界の状態に合わせて変化して、最終的にその世界に合わせたものになります。

　その調整も含め、私は直接管理を行います。







　朝起きて、携帯に届いていたメールの内容はこのようなものだった。差出人が不明だが、おそらくは沙さ耶やだろう。頼んでおいたソフトウェアも添付されているしな。

　家の中を確認してみたが、すでに春はる姉ねえも夏なつ海みもいなかった。だが、ふたりの部屋の模様はそのままだ。生活した形跡も残っている。

「これが、世界の情報や人の記憶が混濁している状態ってやつか？」

　まずは状況の確認をしなければいけない。

　さっそくソフトウェアを携帯にインストールしてヘルプを読む。

　そして、読み終わったところで――。

「おーい！　朝ご飯できたよー」

　麻ま衣いの声が俺の部屋へと届く。

　大丈夫。ヘルプも確認した。まずは腹ごしらえをしよう。

　確認しなければならないことも多いし、忙しくなるのはこれからだ。







　居間に下りてくると、テーブルには見事な朝ご飯が並んでいた。

　麻衣がテーブルにご飯を装った茶碗を置いて準備完了なんだが……。

　茶碗が四つ、用意されていた。

「なんで、四つなんだ？」

　いきなり情報の齟そ齬ごが出ているのだろうか……。

「え、春姉と夏海ちゃんは？」

　昨日はふたりを完全に忘れていたのに、麻衣に記憶が戻っている？

「……ふたりとも、朝からちょっと出掛けてる」

「え？　なんで？」

「用事があるらしいんだけど……」

　世界から消えたとは言えないので今は誤ご魔ま化かすしかない。

「昨日、麻衣が春姉たちと喧けん嘩かしたからじゃないか？」

「なんであたしが春姉と夏海ちゃんに喧嘩売らなきゃいけないのよ？　意味わかんない」

　昨日の記憶もなしか。そうなると昨日までは『エターナル　イノセンス』のみんなは『突然出てきた』だったけど、今日からは『突然消えた』になっているのかな。

「冗談だよ」

「笑えない冗談だねー。そんなこと言ってないでさっさと食べよ。……って、その前にラップしとかないと」

　麻衣が春姉と夏海の分の皿にラップをかける。

　……いつ戻ってくるかはわからない。だけど、それを言うわけにもいかない。

　そもそも、

『ただし、少しずつ世界の状態に合わせた変化をして、最終的にその世界に合わせたものになります』

　という話もある。つまり、麻衣からみんなの記憶が消えていくとも考えられるんだ。

　今はみんなの無事を確認して、世界を元に戻す方法を考えなければならない。

「「いただきまーす」」

　再び座った麻衣と一緒に朝ご飯を食べ始めた。

　うん、相変わらず隙すきのない味だ。

「さすが俺の家事の師匠だな」

「褒ほめても何も出ないよー」

　何気ない会話をしながらご飯を口の中へと入れていく。

　すべてが収まり、ごちそうさまでしたと言ったところで、他にもいくつか麻衣には確認しなければならないことがあった。

「なあ、麻衣……」

「なにー？」

「この前言った話、覚えてるか？」

　そう尋たずねると、途端に麻衣は不機嫌そうな顔をした。

「忘れるわけないでしょ。あたし、絶対に認めないからね。ハーレムなんて……」

　やはり、そのことは覚えているらしい。記憶が混濁してそうなのは昨日だけだな……。そもそも昨日が改変の真っ直中にあったから、記憶が元に戻ったとも言えるけど。

「そっか。でも、全部俺の責任だから責めるなら俺を責めてくれ。理り恵えや咲さきはまったく悪くないからさ。だから、理恵に謝ってくれないか？」

「……言い過ぎたかも、とは思ったけど。でも、それでも謝るほどじゃないし」

　根は深いな。世界が元に戻ったら、仲直りして欲しいんだけど……。

　その前に俺たちのことを認めてもらうしかないということか。







　すでに春姉も夏海も家からいなくなっている。理恵の家は存在しているが、人の気配はしない。おそらく、この世界からは消えているのだろう。

　咲もすでにいない。四し阿あちゃんも三み宅やけくんもだ。

　携帯のリストには『エターナル　イノセンス』に関わるみんなの名前が残っているが、電話は繋がらない。

　だけど、ひとつだけ通じた。相手はワンコールですぐに出る。

『もしもし、都つ筑づきか？』

　中性的な声。なんだかほっとする。いつものゆうきの声だ。

「やっぱり、お前は巻き込まれなかったのか」

『ああ、ボクも君と同じ「カスタマー」だからな。ヒロインのひとりではなく、別個の人として処理されたのだろう』

　彼女が残ってくれたのはとても嬉しい。

　甘えるつもりはないが、それでもやはりひとりでやれることは限られているからな。

「さっそくだけど、試したいことがあるんだ。どこかで会えないか？」

『…………………』

「……ゆうき？」

　ゆうきが押し黙る。これから言いにくいことを言おうとしている気配を感じた。

『……すまないんだが、今からは無理だ』

「え？　どうしたんだ」

　電話口からは本当に申し訳なさそうな声が聞こえてくる。今までに聞いたことがないような、そんな声だった。

『頼まれたことがある。ボクはこれから別件でそちらに行くつもりだ。今回に関して、ボクはおそらく君の役に立つことはないだろうからな』

「別件？」

『君の性格を鑑かんがみると教えられない。君は首を突っ込みかねないしね』

「ちょっと待て！　だとすると、それは危険だってことじゃないのか？」

『……否定はしない。だが、それが適材適所というものだ』

「だけど、お前が傷つくことになるんじゃ……」

『心配感謝する。だが、君に心配されるほどじゃないさ。ボクはボクで上う手まくやる。そして、ボクのやることが巡り巡って君の力になるはずだ』

「俺の力に……？」

　もしかして、ゆうきに別件を頼んだ人って……。

「いつ頃戻ってくるんだ？」

『はっきりとはわからないが……。年が明ける前には片をつけると言っていた。だから、年末の挨拶はしない。その時にしようじゃないか』

「……了解。怪け我がなんかするなよ？」

『君もな。そして諦めるなよ。ボクは必ず君の力になってみせる』

　そう言って、通話は切れた。

　彼女の別件とやらは、なんとなく想像がつく。きっとあの人たちの力になりに行ったのだろう。

　何にせよ、ゆうきの力を借りることができないのはこれで確定した。とはいえ、しょげている場合じゃない。

「さて……。ひとりじゃ何も比較できないからな……」

　俺はもうひとりに連絡を取るべく、携帯の電話帳を開いた。




　そして、俺は公園へとやってきた。

　沙耶が言っていたことに関係なく、ここは距離的に集まりやすいんだよな。

「世界を分断、ですか。思い切ったことをしましたね」

「世界分断しか方法が思いつかなかったからな」

　藤ふじ田たが俺の説明を聞いて、感心している。彼は俺が呼んだら一にも二にもなく来てくれた。ゆうきを除けば、唯一俺と面識のある『カスタマー』だからな。

　藤田が呼んでくれたのか前まえ羽は良らさんも一緒だった。ふたりとも『情報の把握』には、とても貴重な人材だ。俺なんかに無条件で力を貸してくれるのがとても嬉しかった。

「それにしても、よくそんな方法が……」

「ギャルゲーは各キャラクターのシナリオに入れば大抵のものは一本道だ。逆にそれまでは多くのフラグによってどのルートに入るかわからなくて複雑な状態だからな。まあ、ゲーム的な考えから思いついただけだよ。共通ルートから個別ルートにってな」

　それに今の状況は、あくまで最悪の事態を回避しただけだ。

　これから情報を把握し、元の世界に戻すための方法を探さなければならない。

「それで世界は分断されて……、これからどうするのですか？」

　前羽良さんが不思議そうに訊いてきた。

　俺は迷うことなく答える。

「世界を移動する」

　不思議そうな顔をされた。まあ、まったく説明をしなければそういう顔になるよな。

　俺は続けて種を明かす。

「管理者にソフトウェアを作ってもらったんだ。個別に作られたレイヤー――つまり世界を移動するためのソフトウェアを。それでみんなには会いにいける」

「そんなものが？」

「そういうことができなければ、世界分断なんてしてないよ」

　そう。各々の世界に、みんなは存在している。

　今は見えていないけど俺が世界を移動すれば、その世界には存在しているはずなんだ。

「俺が今から世界を移動することになるんだけど、俺がどうなるかわからないからな。いきなりこの世界から消えるのかもしれないし、まったく変わらないかもしれないし。それを見届けて欲しいんだ」

　ふたりはこくりと頷うなずいた。

「ありがとう」

　俺はふたりに礼を言ってから、沙耶からもらったソフトウェアを起動する。

　すると、
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　という文字列が表示された。それらは長方形の枠にそれぞれ収まっており、七個の枠となっている。

　見ていると一番右の数字が１ずつ減っていき、０になると次に５９となった。その代わり、真ん中の数字が１減っている。ただ、『＞』が付いている『base_layer』は一番右の数字が５ずつ増えていた。

「タイマーか何かですか？」

　藤田が尋ねてきた。これはヘルプを見る限り、藤田の言う通りタイマーだ。ただし、一番上はただの時計である。

「一応、ヘルプは全部目を通してきた。これは各々の世界が消えるまでの時間だ」

「消える？」

「ああ。分断はしたけど、元々は俺が中心となっているレイヤーだから、主人公――この場合だと俺がずっと存在しないままだと情報が得られずに消滅するらしい」

「主人公が……。なぜでしょうね？」

「ヘルプに書いてあったんだけど、レイヤーは中心人物――つまり主人公を情報の根源として構成しているってことだ。だから根源がいないと維持できないってことだと思う」

　各々の世界を消滅させたくなければ、定期的に世界を渡る必要があるという説明がヘルプに書かれていたのだ。

「この中だと一番消滅が早いのは妹さんですね。三〇時間を過ぎていますよ」

　ディスプレイをのぞき込んだ前羽良さんが指摘した。

　そして、同じようにのぞき込んでいる藤田が続ける。

「まずはすべての世界を見て回るのがいいんですかね」

「ああ……。どうなるか、まずはやってみないとわからないけど。まずはやってみるさ」

　カーソルを『tuduki_natsumi』の枠に合わせ、携帯のボタンを押し込んだ。

『go to tuduki_natsumi layer? Yes/No』

　夏海のレイヤーへ行きますか？　というメッセージだろう。簡単だったからいいものの日本語であってほしかった。ヘルプも英語だったしさ……。

　俺はそのメッセージ枠にある『Yes』に合わせて、携帯のボタンを押し込む。




　世界が歪ゆがんだ。




　ぐにゃりとまるで世界そのものがひねられたように。

　いきなり変へん貌ぼうした視界にめまいを起こし、よろけてしまう。

　それを誰かが支えてくれた。どうにか持ち直して立ち上がる。

「大丈夫ですか？　いきなりふらりと倒れ込んで……」

　どうやら体を支えてくれていたのは彼らしい。心配そうに俺の顔を見ている。

「立てますか？」

「藤田……？」

　少しずつ思い出す。目の前にいるのは間違いなく藤田だ。隣には憂うれえた表情を浮かべた女の子もいる。彼女の名前は……前羽良さん、だよな。

　なんか、記憶に霧きりがかかっているような感じだ。

　だけど、すぐに霧が晴れてくる。少しずつ薄くなっていった。

　大丈夫。覚えてる。俺は、夏海の世界へと移動しようとしたんだ。

「ありがとう」

　藤田に礼を言って立ち上がる。

　とりあえず周囲を見渡したが風景に違いは見られない。世界は元通りのままだった。

「……ところで、まったく変わってなくないか？」

「少なくとも自分は都筑さんがボタンを押したら、ふらりと倒れそうになったようにしか見えなかったですけど……」

「いきなり視界が歪んだりとかしなかった？」

　そう聞いても、藤田は首を振るだけだった。前羽良さんも同じらしい。

「失敗、した……？」

　まったく変わってないところを見ると、そうとしか思えないけど……。

「タイマーはどうなりましたか」

　前羽良さんに指摘されて、携帯のディスプレイを見やる。
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　ぱっと見でわかったのは、さっき見たときと比べて三分ほど等しく減っていることだ。もっとも、これはディスプレイを見始めてからボタンを押すまでにかかった時間がそのぐらいだからだろう。

　一番の違い。それは『＞』のマークが『tuduki_natsumi』の枠に移動したことだ。

　そして、夏海の枠にあるタイマーが一秒につき、五秒ずつ増え続けていることもあげられる。他の枠は一秒刻みで減り続けているけど……。

　確かに何かが変わっているようだが、夏海がいるのかどうかはわからない。

「まずは確認をするべきですよ。家に電話かければ妹さんいるんじゃないですか？」

「そうだな……。もっともな話だ」

　藤田の言葉通り、家の固定電話にかけた。

『はい、もしもしー』

　電話口からは麻衣の声が聞こえた。夏海ではない。

「俺だけど」

『タケにい？　朝っぱらからいないと思ってたら、どこ行ってたの？』

　……朝っぱらからいない？　いや、さっき一緒に朝飯を食ってたはずだけど……。

　いや。

　この世界はさっきまでの世界とは違うということか？

　ちょっと用事があったんだと誤魔化して、俺は一番大事なことを訊く。

「あのさ……。家に夏海っているか？」

　緊張してきた。いなかったらどうしよう……。

『いるよー。替わる？』

　しかし、あっさりと答えは出た。

　この世界に、夏海は存在しているらしい。







　藤田と前羽良さんを伴って、俺は家へと戻る。

　玄関を開けると――、

「お兄ちゃんっ！」

　その瞬間に飛び込んでくる、ツインテールの小さな体。

　俺が避けたらどうするんだと言わんばかりの速さで衝突してくる。

「ちゃんと会えたーっ」

　もちろん俺はしっかりと夏海の体を支え、抱きしめた。

　小さな温もりを、大事に、しっかりと伝えあうように。

「よかった……」

　ほっとして、思わず呟つぶやいてしまう。

　沙耶にできると言われたところで、信用できるかどうかはまた別の話だったからな。

　もちろん会えなければ会えないで、どうにかして会うように頑張るつもりだったが、無事に会うことができてほっとする。

「それでは、私たちは一旦ここで失礼します」

「またあとでご連絡ください」

　前羽良さんと藤田のふたりは俺のお願い通り、夏海の姿を確認してから踵きびすを返した。

「ありがとう」

「いえ。お安い御用ですよ」

　俺はふたりが帰るのを見送ってから家の中へとあがる。

　そして、俺の部屋で夏海と一緒にほっと一息吐ついた。俺が椅子に座って、夏海はベッドの縁に座る。

「俺がいないときって、どうなってたんだ？」

　一番気になることを尋ねた。俺がいない間、この世界はどう動いているのだろうか。

　しかし、夏海は首を振った。

「よくわかんない……。朝起きて気付いたら、夏海以外の人がいきなり消えたみたいだった……。お姉ちゃんの部屋があるけどお姉ちゃんはいないし、理恵ちゃんの家があるけど理恵ちゃんはいないし……。小こ由ゆ奈なちゃんにも拓たく海みくんにも電話が通じなかったし……。お兄ちゃんも……いなかったし……」

「俺もいなかったのか……」

「うん。携帯の番号を覚えてたから直接かけたけど通じなくて……」

　そう語る夏海は、とても寂しそうだ。

「それにみんな、お兄ちゃんと夏海以外のことを覚えてないみたいだった」

「俺と夏海以外、覚えてない？」

「うん……。麻衣ちゃんはお姉ちゃんのこと知らなかったから……」

「そっか……」

　やさしく夏海の頭を撫なでる。

「ごめんな……。もっと俺がしっかりしてれば、こんなことにはならなかったのに」

　夏海の話から推し量れば、分断されてしまった他のみんなの世界も、『自分以外のみんながいない』、そして『都筑武たけ紀のりと自分のこと以外、世界が覚えていない』という状況に陥っている可能性が高い。

　俺はみんなをそんな状況に陥らせてしまっている……。

「そんなことないよ。お兄ちゃんがいなかったら、みんな消えてたかもしれないんだよ？　それを止めることができただけでもお兄ちゃんはすごいよ」

「でも、世界の分断自体も俺がやったことじゃないしな」

「もー。お兄ちゃんは自分に厳しすぎ。夏海たちのことを大事に大事に考えてたから、あれだけ悩んで、それでああいう発想ができたんでしょー？　もっと自分を誇っていいよ？　夏海はお兄ちゃんが誇らしいよ！」

　こうも無条件に褒められると照れてしまうな。

「ありがとうな。嬉しいよ」

　お礼を言うと安心したようににっこりと笑う夏海。やっぱり夏海の笑顔は癒いやされるな。

　しかし、すぐに夏海の表情が曇る。

「ところでお兄ちゃんはずっと夏海の傍にいられるわけじゃないんだよね……？」

　確かにずっとというわけにはいかない。定期的に世界を渡り歩く必要があるみたいだし……。

「でも、他の世界に行くまでは六時間経たないとダメらしいからな。それまでは一緒にいられるぞ」

　ヘルプにもそう書いてあった。実際、家に戻ってくる前に他の世界に移動しようとしたら、

『a shortage of intelligence power. rest 05:48:28』

　となったし。訳は『情報不足』ということだが、その訳の意味するところは不明。

　その横に表示されていたタイマーは一秒ずつ減っていたので、ヘルプから察するに世界移動ができるようになるまでの残り時間だろう。

　俺の言葉を聞いた夏海は笑顔になってはしゃぎ始める。

「ホントに？　やったー♪　それじゃデートしよっデート！」

　デートって。

「この世界では夏海とお兄ちゃんは恋人みたいなんだよ？」

「そうなのか……」

　確かに沙耶が言っていたな。

『では、各々の世界に分断します。関係情報の追加情報を避けるために、関係性の明確となったエンディング以降のシナリオデータを参照』

　と。

「夏海はどこでそのことを知ったんだ？」

「麻衣ちゃんがお兄ちゃんのいない時に『恋人に何も言わずに出掛けるなんて』って言ってたから……。ちょっと聞いてみたら、夏海たち恋人なんだって」

「あいつ、兄妹で何考えてんだ、とか言ってたのに……」

「血が繋がってないからいいんじゃない？　ってすごくあっさりしてたよ」

　……この世界では麻衣の信条が変わってるのか？　それとも『エンディング以降のシナリオデータ』とやらが優先されているということか？

　思案に暮れる俺に構わず、夏海は立ち上がって俺の腕を強く引っ張ってくる。

「ほらほら、難しい顔してないでれっつごー！」

　そんな夏海はとても楽しそうに見えた。




　ふたりで着替えて一緒に家を出る。

　どこに行くかは決めてないけど、夏海と一緒であればどこに行っても退屈しないだろう。ちなみに夏海はというと、すでに俺の腕にぶら下がるようにひっついている。

「どこ行く？」

「どこでもー」

　俺が尋ねるとさも行く場所などどうでもいいと言わんばかりの発言をする夏海。俺と一緒にいるだけでいいということらしい。

　でも、せっかくのデートだというのであればしっかりとエスコートしたい。

「そうだ、どうせなら……」

　少し前の約束を思い出して、俺はそこに行こうと決めた。




　電車とバスと乗り継いで映画館へと到着する。

　夏海にちゃんとしたラブストーリーの映画を見せておきたかったのだ。

「あ、ＣＭでやってたやつだ！」

　毎年おなじみ『全米が泣いた』なラブストーリーである。俺の情報源なんてそんなものだ。

　映画館の中に入ってチケットを購入する。

「高校生二枚」

　と言ったら、チケットのおばさんに妙な目を向けられてしまった。まあ、夏海は高校生には見えないしな。案の定、拗すねて機嫌が悪くなってしまった。

「大丈夫だよ。ちゃんと成長してきてるんだから」

　そう言ってフォローすると無言で、さらに力強く俺の腕を抱きしめてくるのだった。




　映画は以前夏海と見たようななんちゃってラブストーリーではなく、ちゃんとしたクオリティの高いラブストーリーだった。

　不覚にも涙腺がちょっと緩んでしまう。

　だけど、俺以上に夏海は涙をいっぱい流していた。

「ほら、ハンカチ」

　映画館を出てから泣き止まない夏海の目をハンカチで拭う。

「ありがと、お兄ちゃん♪」

　それで少しだけ泣き止んでくれたらしい。

「そんなに感動したのか」

「うんっ！　お兄ちゃんも泣いてたよね？」

「うっ、見られてたのか」

　ちょっとだけ恥ずかしい……。

「えへへー」

　なんだか弱みを握ったみたいな顔をしている。夏海は何気に小悪魔になったりするからな。気をつけよう……。

　そして、携帯の時計を見ればもう午後の二時を過ぎている。ここにきてようやく飯を食べてないことに気付いた。

「そろそろ飯にしようか。お腹すいただろ？」

「うんっ！」

「なんか食べたいものあるか？」

「なんでもいーよー」

　一番困る答えだ。特にリクエストがないなら、そこにあるファミレスでいいか。専門店みたいなところに行くよりもたくさんのメニューを選べるだけ無難だろう。

　ファミレスにふたりで入る。

　ウエイトレスに席へと案内されると、その途中で意外なやつと遭遇した。

「あれ、武紀じゃん。珍しいな、こんなところで」

「翔しよう也や？　なんでここに」

　翔也は俺たちが案内された席の斜め横に座っていた。そのテーブルには他に同世代の男が三人いる。翔也の友人というところだろう。見た顔じゃないから別のクラスなのか、まったく別の知人か。

　翔也たちはすでに食べ終わったのか、空の皿がテーブルに並んでいる。

「僕らは映画だよ。ほら、例のアニメの劇場版にこの前誘っただろうに。武紀は？」

　ああ、あの映画か。そう言えば見に行くって誘われてたっけ。

　まあ、映画を見ていたということであれば翔也と会うのも納得だ。映画が終わって昼飯にここのファミレスというのは定番だからな。席が近くになったのは偶然だろうけど。

「俺も映画。アニメじゃなくて、ラブストーリーの方だけどな」

「あー、今、恋人同士で見る映画Ｎｏ．１のアレか。お熱いね、おふたりさん」

　翔也がニヤニヤしながら俺たちを冷やかしてくる。……この反応からすると、夏海の言う通り、この世界では『俺と夏海が恋人』ということになっているみたいだな。

「茶化すなよ……。まあ、デートなのは確かだけどさ」

　俺がそう言うと、翔也の連れたちが一斉に珍しい物を見たような表情を浮かべた。そして、その目線は俺ではなく夏海へと向いている。

「ちっせー……」

「え……高校生……？」

　かすかにそんな侮辱の言葉が聞こえた。

　文句のひとつでもつけた方がいいかと思ったが、相手は翔也の友人だ。場を乱すこともないと思い敢あえて無視した。知らないふりをされたら、どうしようもないぐらいの声量だったしな。

　夏海には聞こえてないみたいだし、事を荒立てて夏海に気まずい思いをさせることもない。さっさと忘れて、注文する物を決めてしまおう。

　二人席に座ってメニューを広げた。

「なんにしよーかなー」

　夏海が楽しそうに、メニューを眺めている。

　俺はどうしようかな。

「お兄ちゃんなんにするー？」

「んー、俺はハンバーグにしようかな……」

　まだ決めかねているのだけど……。

　そして、そこでちょっとした笑い声が聞こえた。

「ぶふっ！　お兄ちゃんて！」

「え、アレは何？　兄妹なの？　それともそういうプレイ？」

「でも、デートって言ってたよな！　ロリコンなわけ？　ないわー」

　からかうような言葉を吐きながら、物珍しそうに翔也の連れたちがこちらを見る。

　その悪口を一瞬で理解してしまったのだろう。夏海の表情が見る見るうちに曇っていった。

　さすがに今の悪意を見過ごせるほどお人好しじゃないぞ！

「「おい！」」

　立ち上がり、声を上げたのは俺以外にもうひとりいた。他ならぬ翔也である。

　翔也は俺たちに背を向けており、俺が立ち上がったのが見えなかったのか、なおも続けた。

「人の事情も知らずに好き勝手笑ってんじゃねぇ！　お前らがそんな低俗なやつらだとは思わなかった。ここの支払いは持ってやるから、とっととここから帰れ。もう二度とお前らは誘わねぇからな」

　翔也は怒り心頭でそう怒鳴り、伝票を持ってこちらへと歩いてくる。

「ごめんな、夏海ちゃん……。謝ってすむような問題じゃないけど……」

「さとーさん……。ううん、大丈夫だよっ」

　翔也が慰めると、夏海は気丈にも笑顔で応こたえた。

　そんな会話の裏で居心地が悪そうに、こそこそと翔也の連れたちが出て行く。

「いいのか？」

「親友の恋人を馬鹿にするようなやつを友人に持った覚えはないね」

　やべぇ。かっこいい。俺が女だったら惚ほれてしまいそうだ。

　俺の黒歴史を笑ったときに殴りてぇと思ったけど――いや、やっぱあれは殴りてぇな。

「サンキュ……」

「気にするなって。まあ、僕はお前が傷つこうとどうでもいいんだ。でも妹さんは別！　ほらほら、夏海ちゃん。何頼んでもいいよ。先輩として奢おごってさしあげよう！」

　夏海は先程の悪口を吹っ切るように「やったー！」と笑った。




　夏海が「ちょっとお花摘つみに行ってくるね」と古風な言い方をしてトイレに行ってから、翔也が真面目な顔を俺に向けた。

「一応、念のため訊くけど本気なんだよな？」

　翔也は間違いなく夏海との関係を訊いている。

「ああ。当たり前だ」

「世間じゃお前らを兄妹としか見ないぞ。時間が経てば成長して体の釣り合いは取れるかもしれないけど、そういう問題じゃないだろう？」

「…………」

「さっきの連中はまだいい方さ。これから、あれよりも酷い罵ば声せいが飛んでくるぜ。実の兄妹じゃないってのは前に聞いたから、そっちは何とかなるのかもしれないけど、世間はその辺り容赦ないからな。仮に戸籍として兄妹じゃなくなったとしても、兄妹だったって事実はついて回る。興味本位で探られたりな」

「わかっているさ……。それでも俺はあいつを幸せにしたい。仮に罵声が飛んできても、それをあしらえるぐらいには強くなってみせる。そんなことで、悲しませたくないしな」

「兄妹なりの幸せってのもあると思うんだけどな」

「俺たちは、それじゃ満足できないから……。兄妹って事実がついて回っても、ずっと一緒に生きるつもりだよ」

「そっか」

　翔也はそれでこの会話を打ち切った。

「僕はいつでもお前らの味方だ。なんかできることがあったら言ってくれ。僕にできることなら力になるからさ」

「ありがとうな」

　翔也がとても頼もしく見えた。

　こいつには借りを作りっぱなしだな。

「翔也。お前も何か困ったことがあったら言ってくれ。俺も全力で力になる」

「うわ。恥ずかしいこと言うな、お前」

「お前が先に言ったんじゃーい！」

　こんなアホらしい会話が気楽にできるのも、翔也がいるおかげだ。

「よし、じゃあ、早速力になって欲しいことがある」

「どんなことだ？」

「大おお晦日みそかに姉ふたりが帰ってくるんだ」

「ごめん無理」

「はやっ!?」

　あのふたりの相手をしていたら、体が持たない。




　ファミレスで昼ご飯を食べてから、翔也は「これ以上お邪魔虫になるつもりはねーよ」と言って帰っていった。

　その後、夏海とはウィンドウショッピングをしたりして楽しんだ。

　ずっと笑顔でいてくれたから楽しかったのだと思う。もちろん、俺も楽しかったに決まってる。

　そして、夕方。俺たちは散歩をしつつ帰宅する。

「ありがとうね、お兄ちゃん」

　俺の部屋に入ってすぐ夏海が神しん妙みようにそんなお礼を言った。

　そして、背中から抱きついてくる。お腹と背中に感じる夏海の温もりがなんだか心地よい。












「どうしたんだよ、改まって」

「さとーさんも言ってたよね。これからずっと兄妹って事実がついて回るって」

「あの時の話、聞いてたのか……？」

「うん。ちょこっとだけ聞こえてた」

　そして、夏海は泣きそうな声で続けた。

「でもお兄ちゃんは夏海を恋人扱いしてくれたし、ずっと一緒に生きるって言ってくれた……。すごく、嬉しかったよ……。涙が、出てくるぐらい……」

「当たり前、だろ？」

「えへへ……」

　しかし、不意に夏海が「でもね」と悲しそうに切り出す。

「お兄ちゃんには怒られるかもしれないけど、今日一日お兄ちゃんと過ごして、この世界でもいいかなって思っちゃった……。お姉ちゃんも小由奈ちゃんも、咲ちゃんも理恵ちゃんもいないけど……。なんだか、お兄ちゃんを独り占めできるみたいだから……」

「夏海……」

「もっとわがままになっちゃいそう……」

　そう言って、夏海は俺の背中から離れた。

「ごめんね。困らせるつもりはなかったんだ。それにやっぱり、お姉ちゃんたちがいないと寂しいよ……」

　振り返る。俺に迷惑をかけないようにしたい……、そんな申し訳なさそうな表情を夏海は浮かべている。

「もっと困らせてくれていい。どんなわがままもちゃんと受け止めてみせる。今は全部受け止めることができないけど、いつか全部……」

「うん。大好きだよ、お兄ちゃん」

「ああ、俺も大好きだ。夏海……」

　俺たちの『大好き』はまだまだ幼いかもしれないけど……。

　それでもこの『大好き』は、夏海と一緒に成長させていきたい。




　ひとしきり夏海と温もりを伝え合った後、俺は携帯を手に取った。

　すでに六時間も経過した。世界の移動ができるようになっているはずだ。

　その前に、俺は藤田に連絡を取り世界移動することを伝える。

『わかりました。この電話内容は録音しておきます。あと、メールの方にも痕こん跡せきを残してはどうでしょう？』

　藤田の言う通り、世界移動時に俺たちの持つ記憶や情報がどう変化するのかというのは、極めて重要だ。俺はそれに賛同し、藤田にメールを送った。

　そして、

『メール、届きました。メールを知とも世よにも転送します』

「了解」

『知世にも届きました。……あの都筑さん、知世が佐さ崎さきにも転送しておくべきでは、と提案しているんですが、どうしましょう？』

　なるほど。『カスタマー』と『ビジター』と『常人』で情報を比較するべきだということか。

　メールの内容は簡素なものだ。『都筑夏海、接触完了』。これなら佐崎に渡しても誤魔化してくれれば大きな問題にはならないだろう。

「前羽良さんにお願いしてくれ。ただ、あんまり不審がられないようにお願いするよ」

『伝えておきます。では、失礼します』

　藤田からの通話は切れた。

　一応、俺のパソコンにも送っておこう。送信完了を見届けて、携帯を畳む。

　それが終わると、夏海が興味津々に尋ねてくる。

「次は誰に会いに行くの？」

「春姉に会いに行くよ」

「そうなんだ。お姉ちゃんに『夏海は元気だよ』って伝えておいてね？」

「ああ、わかった」

　そう言って、夏海は俺から一歩離れた。

「それじゃまたね、お兄ちゃん。待ってるから！」

「またすぐ来るからな！」

　夏海が小さく手を振ってくれる。

　俺は携帯を操作して、例のソフトウェアを起動。

　そして、春姉の枠を選択し――ボタンを押した。

　再び、視界が歪む。

　同時に、夏海が霞かすむようにして消えていった――。







　床に思いっきり倒れ込む。右半身を強い衝撃が襲った。

「ぐおっ！」

　なんか結構すごい音がしたな。当たり所がよかったのか痛くはなかったけど……。

　というか、なんで俺、転がってるんだ？

　少しして目眩めまいが収まったのを確認。頭にかかったもやもやも徐々に薄れていく。

　……そうだ。俺は夏海の世界から春姉の世界へ移動してきたんだ。

　思い出してきた。よし、大丈夫だ。

　それにしても世界移動した時の目眩は強烈だな。これはそのうち頭をぶつけそうだ。できる限り寝ながらか、座りながらの方がいいかもしれない。

　立ち上がって周りを見渡す。

　うん、普通に俺の部屋だ。さっきとまったく変わっていない。

　安心していると、どたどたと走ってくる足音が響いてくる。

「たーくんっ!?」「タケにい？」

　春姉と麻衣だった。ふたりとも心配そうな表情を浮かべている。

　特に春姉の表情は尋常じゃない。目に涙まで浮かべていた。

「よかった……！」

　飛び込むように、いきなり抱きついてくる春姉。会えたことで緊張の糸が切れたのかもしれない。

　実際、俺がここにいない時の春姉がどうしていたかわからないのだけど……。

「もう。春姉は心配性すぎだってば。でも、タケにいもタケにいだよ。いつ帰ってきたのか知らないけど、恋人に何も言わず音信不通になるなんて彼氏として失格だからね」

　麻衣は少しだけ呆あきれ気味に、だけど仕方ないなぁという表情だ。この反応を見る限り、この世界では春姉と俺に恋人という設定があり、麻衣はそれを容認しているらしいな……。

「春姉ー。料理続けようよ。タケにいは無事だったわけだし」

「料理途中だったのか。ごめん。ほら、春姉。俺は大丈夫だからさ。安心して」

　さらに俺は春姉の耳に口を近づけて、

「会えてよかった」

　と麻衣に聞こえないように囁ささやく。

　そう言うと春姉は「うん……」とすべてを察したように頷いた。
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　ひとまず、春姉の世界へ無事来ることができたようだった。俺は今、部屋で一息ついている。

　春姉との詳しい話はご飯を食べてからということになったのだが、時間のある今のうちにいくつかできることを確認しておこう。

　ディスプレイを見ると春姉のタイマーが五秒ずつ増えていた。やはり俺の移動した先の世界では、タイマーが五秒ずつ増えるらしい。そして他の世界は一秒ずつ減る。

　一つの世界で五秒増えて、他の五つの世界で一秒ずつ減るのだから、釣り合いは取れているということだ。そして、次の世界に移動するまでの時間は六時間。

「よほど大きなヘマをしない限り、タイマーがゼロになることはないってことか」

　ただ、今はできる限り早くみんなの世界に移動して、安否を確かめる必要がある。

　それにこの分断された世界のルールも把握しなければならない。

　俺は携帯を手に取って、翔也へと電話した。

『おーす。どしたー？』

「おす。今日さ。例のアニメの映画見に行った？」

『ああ、行った行った。いや、マジ面白かったぜ』

　やはりそうか。元々、行く日付は固定していたみたいだしな。世界ごとに行動に大きな違いはないのだろう。これから世界ごとに少しずつ変わるのかもしれないけど……。

「それは男四人で行ったのか？」

『何で知ってるんだ、お前。大当たりだよ』

　……これも変わらない。そして、翔也の聞き方からして、この世界で俺と翔也は会っていないようだ。

　それから当たり障りのない会話をしてから、俺は翔也との通話を切った。

　やはり、『カスタマー』や『ビジター』以外の人は、それぞれの世界で記憶が独立しているらしい。夏海の世界にいた麻衣が、基礎世界で一緒に朝ご飯を食べた記憶を持っていなかったので予想はしていたが……。

　次に藤田に電話をすると、彼はすべてを覚えていた。基礎世界と呼ばれる場所で集まったこと、夏海に会ったこと、そして夏海の世界からここへ移動する前にも電話したこと。完全に俺と記憶が一緒だった。

　藤田や前羽良さん、そして俺はすべての世界で記憶を共有している。

　ただ……、

『妹さんの世界でもらったメールや、電話の履歴は残っていませんね。共有できるのは、我々の記憶のみということでしょうか……』

　ということらしい。実際に俺の携帯やパソコンにも、その辺りの痕跡は残っていなかった。ちなみに前羽良さんは藤田と同様の結果。佐崎はメールを受け取った記憶すらなくなっているらしい。

「やっぱり、メールとかの情報媒体は独立してるか……」

　パソコンや携帯のメールが共有されるのであれば、他世界のみんなにメッセージを届けることができると思ったんだけどな……。そう旨うまい話は存在しないか。

　しかし――。

『カスタマーやビジターは記憶を共有』で『常人の記憶は世界ごとに独立』となると世界を移動しているというよりも、世界を入れ換えているだけのような……。

「たーくーん、ご飯できたよー」

　春姉からお呼びがかかった。

「世界移動について考えても、今は答えが出ないな……」

　まだ情報も少なすぎる。俺は考えるのを一旦止めて、居間に向かった。

　居間のテーブルには、豚肉のソテー、ジャガイモサラダ、コンソメスープ等々、美お味いしそうな夕飯が並んでいる。とても食欲をそそられる香りが広がっていた。

「「「いただきます」」」

　テーブルに着いて、さっそく箸を取る。

「やっぱ、春姉ってば料理上手いよねぇ。あたしよりも味が一段二段上だもの」

「そんなことないよ。麻衣ちゃんの料理もおいしいもの」

　今日の夕飯はほとんど春姉が作って、麻衣が一品という按配らしい。

　ぶっちゃけどっちも美う味まかった。

　これだけ作れれば文句なんかまったく出ないと思うんだけどなぁ……。

　何度も何度も、嚙みしめて春姉の夕食を味わう。今は毎日食べられないからな。だからこそ大事に食べたい。

「それにしても朝からいないと思ってたら、いつ帰ってきたの？」

　麻衣の訝いぶかしげな視線が突き刺さる。とりあえず誤魔化したが、何度も通用しそうにないな。

　事情を知っている春姉たちはまだいいけど、それを知らない麻衣や高たか橋はし、翔也はいずれさらに不審に思うようになるだろう。学校が始まったら、かなり危険だな。出席日数も世界ごとに独立してしまうのか？　出席日数が足りなくなるぞ。バイトも始まったら無断欠勤扱いになりかねない。もし、この状況が長く続くようなら、バイトを増やしてシフトを減らすとか、スケジュールを考えないと……。いや、そもそも金銭も独立してることになるってことじゃないのか？

　その辺りも今後確かめておかないとなぁ……。

「さて食べ終わったし、今日は俺が片付けるよ」

　食べ終わって片付けを申し出ると、

「一緒に、やろ？」

　と春姉に甘えた声でお願いされてしまった。

　そして麻衣はまた呆れたように嘆たん息そくして、好きにすればと言わんばかりに居間を出て行く。

「それじゃ、お皿を台所に持って行こうか。春姉」

「うんっ」

　台所に行って、ふたり並んで一緒に皿を洗った。

　春姉が洗って、俺が濯すすいで拭ふいていく。自然とそんな流れになっていた。

　何も語らない静かな時間。それでも隣同士で同じことをしていることはとても幸せに感じた。

「はい、たーくん。お願い」

「了解」

　小さな皿を受け取り、水で濯いで拭いていく。

　この程度の量ならひとりでやった方が早いし、効率的だろう。それは春姉もわかっているはずだ。

　でも、俺たちは少しでも長く同じことをしていたかった。

　他の人から見ればくだらないことかもしれない。

　だけど、このひとときはとても得難い時間だから……。

「たーくん、これが最後だよ」

「うん……」

　そして、そんな皿洗いもあっという間に終わってしまう。

「皿洗い、終わっちゃったね」

　春姉が寂しそうにぽつりと漏らす。もっと一緒に何かがしたいのだろう。俺もそれは同じだ。

　ただ今は夜だからな……。夏海の時と違って、遠出のデートもできない。

　でも――。

「春姉。ちょっと出歩かない？　夜の散歩とかさ」

　夜だからこそ、できることもあるだろう。

「うんっ！」

　俺のそんな提案に、春姉は満面の笑顔で答えてくれた。

「麻衣ー。ちょっと春姉と散歩してくるなー」

　麻衣に外出する旨を伝えてから、厚着をして外に出る。

　さすがにこの時期の夜は寒かった。

「寒いね……」

　春姉が白い息を両手に吹きかけている。

　俺はその片手を取り、握った。

「あ……」

　少しだけ意表を衝つかれたように可愛い声が上がる。でも、春姉は外そうとはしなかった。

　春姉の手と温もりを感じ合う。

　久しぶりの温もりだ……。

「えへへへへへ……」

　春姉には珍しい、少しだけ長い照れ笑い。












　そして、さらに珍しいことに意地悪そうな顔をする。

「積極的だね。たーくん」

「う……。だって、今はずっとこうしていられるわけじゃないからさ」

「そっか……」

　途端に春姉の笑顔が陰る。

「……本当にごめん。寂しい思いをさせて……弟としても男としても失格だ」

　俺が謝ると春姉も「ごめんね」と謝ってきた。

「ごめんね。困らせるつもりはなかったんだけど……。わたし、何もできなかったから……。わたしこそ姉としても女としても失格だよね……」

「いや、俺が」

「ううん、わたしが」

　お互いが自分が悪いと言い出して止まらなくなった。

　ふと気付いて、ふたりで笑い合う。

「あはは……。ふたりで謝ってばっかり」

「でも、今回のこと、俺は謝るしかできないし……」

「そんなことないよ……。わたしは消えたくなかった。たーくんはそれを叶えてくれた。だから、たーくんは謝る必要なんかないの」

「でも……」

「じゃあ、お姉ちゃんの命令です。謝るのは御法度とします」

「え……」

「もっと、楽しいことを話そ？」

　春姉はとても建設的なことを提案してきた。

　春姉の言う通り、ここにいられる時間は限られている。だとしたら、もっと楽しんだ方がいいはずだ。

「了解。命令じゃしょうがない」

「うんっ。仕方ないんだよ」

　そして、ふと春姉は星空を見上げる。

「あ……」

　俺もつられて上を見上げた。雲ひとつない綺麗な夜空が広がっている。

「たーくん、わかる？　オリオン座があるよ？」

「うん、わかる。三つの星があるからわかりやすいよね」

「じゃあ、冬の大三角形はわかる？」

「え……」

「三つの星の上にベテルギウスがあって、その左下にシリウス、左にプロキオン。明るいからわかるかな？」

「あー……。なんとなくわかる、かな……」

「そこからベテルギウスを抜いて、プロキオンの上にあるポルックス、その右上にあるカペラ、その右下にあるアルデバラン、その下にあるリゲル。この辺りを繋げると六角形になるでしょう？　これはね、冬のダイヤモンドって呼ばれてるんだよ」

「へぇー」

「冬の大六角形っていう言い方もあるけど、ダイヤモンドっていう方が好きかな。図形で表すよりは、宝石に喩たとえる方がロマンチックな気がするんだ。ちょっと俗っぽいかもしれないけど」

「いや、わかるよ……」

「他のみんなも、同じ夜空を見上げてるのかな……」

「……きっと、見てると思う」

「そうだよね」

　きゅっと俺の手を握る力が強くなる。

　だから、俺も少しだけ強く握り返した。

「それじゃ、あんまり遅くなると麻衣ちゃんが心配するから……帰ろ？」

「うん……」

　俺たちは手を繋いだまま、帰路についた。

　こうしていると――。

　この世界なら、ふたりで幸せを摑つかめるんじゃないかという気すらする。

　夏海の世界でも少し考えたけど、この世界には俺たちふたりの障害が少ない。

　そう、錯覚してしまいそうで少し怖かった。




　風呂に入って部屋へと戻る。春姉は俺よりも先に風呂に入ったので、もう寝てしまっただろう。

　俺はパソコンを立ち上げて、プログラムの勉強を始めた。

　世界移動するにはもう少し時間がかかる。こちらに来てからまだ六時間経っていない。できるのは午前一時過ぎになるだろう。

　今日はここで寝た方がいいかな。この時間に次の世界に移動しても、向こうだって深夜なのだ。下へ手たをすれば大迷惑になる。

　プログラムの勉強が切りのいいところまでいったら、今日はもう寝よう。

　すると、コンコンと控えめなノックが聞こえてきた。

「どうぞ、春姉」

　こんな叩き方をするのは春姉以外にいない。……まあ、怒ってたりする時だとノックをせずにいきなり入ってきたりするんだけど。

　寝てなかったのかな？

「お邪魔します」

　春姉がパジャマ姿で静々と部屋の中に入ってくる。

「どうしたの。春姉」

「ううん。たーくんは、今日はここで寝るの？」

「うん。まだ世界移動もできないし、できる時間になってから行ってももう深夜だからね。俺はいいけど向こうに迷惑がかかるから。今日はここで寝て、明日朝一で他の世界に行くよ」

「今度は誰に？」

「時間制限的には四阿ちゃんの世界だね」

「小由奈ちゃんに？　彼女の世界も作られてたんだ……」

　春姉は少し意外そうな顔をする。

　まあ、ファンディスクで新シナリオあったらしいからな。そのせいだと思うのだけど……。

「彼女だけは事情を知らないから、本来なら真っ先に行くべきだったかもしれない」

　今更ながらに思う。夏海が彼女の世界からは消えているはずなのだ。とても不安になっているはず。そもそもディスクが現れたときだって、確認すらしていないじゃないか。

「でも、一番早く消滅するのが夏海ちゃんで次がわたしだったんでしょう？　それなら、仕方ないと思うよ……。ちゃんと事情を話せば、小由奈ちゃんもわかってくれると思うから、あんまり気に病やまないで。ね？　たーくん」

「うん、ありがとう春姉……」

　四阿ちゃんには誠心誠意謝ろう。謝ってすむ問題ではないが、それでもだ。

　そして、今起こっていること。その真実。

　すべてを話す必要がある。

　彼女たちは、きっと自身の正体をまだ知らないのだから……。

「それじゃ、そろそろ寝よ。たーくん」

　そして、いきなり春姉がそんなことを言ってきた。

「え？」

「お姉ちゃん、今日は一緒に寝たいな……。今度はいつになるかわからないし……」

　春姉の不安ももっともだ。

　六時間の制限という世界移動の仕様を考慮すれば、会えるのは二日に一度だ。最低でも三日に一度は会えるとは思うけど……。

　いや――。

　今はそんな計算をしている場合じゃない。そもそも、この分断された世界は応急処置なのだ。戻せる方法を見つけ次第、すぐに戻さなければならないし、戻すための方法を常に考えていなければいけないのだから。

　だからこそ、今だけは春姉と寝てる時でも一緒にいたい。

「わかった。……おいで、春姉」

　少し、自分らしくない言葉を宣のたまったら、

「あははっ！　その台詞は似合わないなー」

　と春姉に笑われてしまった。

　やっぱりキャラじゃないな、こういうのは。

「でも、そういうの嫌いじゃないよ……？」

　だけど、すぐに俺の方へとやってきて、毛布の中に入ってくる。

　すぐ近くにいる春姉が、とても温かくて――。

　そのおかげで不安だらけの今の世界で、俺は心穏やかに眠りにつくことができた。




　次の日の朝。春姉の朝食を食べ終わった俺はすぐに自分の部屋へと戻った。春姉もついてきている。

　藤田に移動する旨のメールを出してしばし待つ。数分もしないうちにメールが返ってきた。『知世に送って、佐崎にも送られたのを確認しました』と。それぞれの世界で独立はしているが、念のためだ。

「よし……」

　これで準備は完了した。

「それじゃ、一旦お別れだね、たーくん」

「またすぐに来るよ」

「うん。待ってるからね」

　俺が笑うと、春姉も笑顔を返してくれる。

　俺は携帯を手に取り、ベッドの縁に座った。携帯のソフトウェアを立ち上げ、四阿ちゃんの枠にカーソルを合わせる。

「ばいばい、たーくん……」

「うん、春姉。待たせるかもしれないけど、待っててくれ」

　別れの挨拶をして、俺はボタンを押し込んだ。







　視界が歪んだが、今度は座っていたため倒れたりすることはなかった。

　目眩が収まってから部屋を確認。今まで通り、まったく変わっていない。

　春姉の世界から四阿ちゃんの世界に移動してきたことも思い出した。記憶にも問題はないだろう。

　それから俺は携帯の電話帳を立ち上げる。

『四阿小由奈』

『三宅拓海』

　理恵や咲の携帯番号は載っていないが、このふたりの番号は表示されていた。間違いなくこの世界は四阿ちゃんの世界だ。三宅くんもこの世界にいたのか。

　まずは四阿ちゃんの番号へと電話をかける。ワンコールもしないうちに、すぐに繋がった。

『お兄さん!?』

　四阿ちゃんの声が慌てたように俺を呼ぶ。

「四阿ちゃんだよね？」

『はい……！　はい……！　あの、夏海ちゃんが消えてっお兄さんが消えて、理恵さんも神楽かぐら先輩も消えて……。わたし、わたし……！』

「ごめん。いや、謝ってすむような問題じゃないけど……。全部俺の責任なんだ」

　俺が謝ると電話口の向こうで四阿ちゃんが息を飲んだのがわかった。

『え……。どういうことなんですか？』

「……今からそれを説明しようと思う。三宅くんも呼ぶから……。俺の家に来てくれないか？　礼儀としては俺がそっちに出向くべきなんだけど、四阿ちゃんの家も三宅くんの家も知らないからさ。教えてくれれば――」

『い、いえ。大丈夫です！　遠くないですし、気になさらないでください』

　俺の言葉を遮って、四阿ちゃんが声を上げる。

　そして、四阿ちゃんは『今から向かいます』と告げてから電話を切った。

「さて、次は三宅くんに電話をしないと……。それから藤田に電話とメールだな」

　やることは腐るほどある。
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　しばらくしてやってきた四阿ちゃんと三宅くんのふたりに家へとあがってもらい、俺の部屋へと案内した。

　勉強机を出して、その上に熱めのお茶を置く。

「お構いなく……」

「ありがとうっす。先輩」

　俺は四阿ちゃんの対面に座る。ちなみに三宅くんはテーブルの左側に座っている。

「さて……、何から話せばいいかな」

　俺が悩んでいると三宅くんが、少し俺の方へと身を乗り出した。

「オレにも確信は持てませんが、実は大きな違和感があるんすよ。たぶん、他の人に言ったら笑われる話なんすけど……」

「わたしも同じです。もしかしたら、わたしの中で今考えていることが繋がるかもしれません。どんな荒こう唐とう無む稽けいな話でも受け止めます。覚悟もできてます。だから、遠慮なく言ってください」

　同じように四阿ちゃんも覚悟を決めた目をしている。

　もしやとは思うのだが、彼らは彼らで今起こっていることや自分の正体をうすうすと把握しているのだろうか？

　なんにせよ、ふたりに話すのを今更躊躇ためらってはならない。

「わかった」

　俺は頷いて、まずはすべての話の転機となった始まりのことを説明した。

『エターナル　イノセンス』というゲームがあり、それを現実に投影した時の話を――。

　夏海と彼らふたりを含めた三人が仲なか違たがいをした時の話を経て、最終的にみんなが消えた時の話へと至る。

　そして、ゲーム中のみんなを再投影したことも隠さず話した。ふたりは俺の話に茶々を入れることもなく、ずっと黙って聞いてくれている。

「わたしたちはゲームのキャラクター、ですか……」

　俺が話し終えたあと、四阿ちゃんは少し思いを巡らせるように目を伏せていた。あまり驚いているような様子はないけど……。

「信じられないかもしれないけど……」

　俺がそう言うと、三宅くんが首を振った。

「いえ。ようやく、オレの中でも合が点てんがいきました」

「信じられるのか？」

　俺の疑問に四阿ちゃんが「ええ」と神妙に頷く。

「最初に違和感を抱いたのは、最初のお別れをした時です」

「もしかして夏海の時、か？　真っ白い空間での……」

「はい。ただそのことを最近までは忘れてて……」

　今度は三宅くんが語り出す。

「それからずっと忘れたままだったんすけど、例の真さな田だ正まさ樹きって男が出てきて、その時にオレ、先輩のことを忘れてたじゃないすか……。だけど、神楽先輩が倒れて救急車で運ばれた日の前日辺りに、都筑先輩のことを思い出したんすよ」

　正樹が出てきた時に、咲が倒れた日の前日というと――春姉と夏海が俺を思い出してくれた日か！

　夏海の記憶に連動して、ふたりは俺を思い出していたのか？

「そこで『なんでお兄さんのことを忘れてたんだろう』って疑問に思ったんです」

「それと同時に『夏海ちゃんと一緒に一度消えたこと』を思い出したんすよ。それで、自分って何なんだろうって思うようになって……」

「それで……。夏海ちゃんにこのことを聞いてみたんですけど、すごく言いづらそうにしてました」

「そこからさらに少しずつ、消えてた時の記憶を思い出してきて……。オレは『普通じゃないのか？』って疑ってたっす」

　ふたりは少しずつ自覚しはじめていたということか？

　だとすると、あれからずっと悩んでいたということになる。なのに、俺はふたりの悩みに気付くこともできなかった……。情けないにもほどがある。

「それで夏海ちゃんは、お兄さんに聞くといいって」

「でも先輩、ここ最近、忙しそうだったんで聞けずじまいになっちまって……」

　それからふたりは突然頭を下げてくる。不意打ちだったので咄とつ嗟さに声が出せなかった。

「それといい機会なので謝っておきます。夏海ちゃんを助けてくれたのに、わたし、お兄さんを避けるようにして……」

「オレなんか先輩にガンまでつけて……。申し開きもできねえっす……」

　正樹が出てきた時のことを言ってるのか。

　確かにあの時、ふたりは俺を忘れて不審者を見るような目を向けてきたのだけど……。

「そ、そんなことをされても困る。顔を上げてくれ。俺はまったく気にしてないから。ふたりは何も悪くない。夏海を心配してくれてたことの方が嬉しかったよ、俺は」

「でも……」

　四阿ちゃんは顔を上げたものの、とても申し訳なさそうだ。

　だけど、そんな顔をする必要なんかないはずなのに……。

「そもそもふたりはもっと俺を罵ののしっていいんだ。俺はふたりを勝手に現実に呼び出して、今みたいなことに巻き込んでるんだ。根本的な原因は全部俺にある。ふたりが悩んでいるのにも気付いてあげられなかった」

　今度は俺が頭を下げた。

「か、顔を上げてください、お兄さん」

　四阿ちゃんが慌てたように制止してくる。顔を上げると、四阿ちゃんは困ったような顔をしていた。

「だけど、四阿ちゃん……」

「わたしは楽しかったですから……。夏海ちゃんがいて、拓海くんがいて……。そして、お兄さんが一緒で……。楽しかったのに、お兄さんが謝る必要なんてないですよ」

「オレもです。ちょっとだけ悩んでたのは確かっすけど……。でも、答えがわかってすっきりしたっす。小由奈の言う通り、今がすげー楽しいのは事実っすから！」

　そんなふたりの優しさに目頭が熱くなった。

　ふたりもそうだけど、みんな人がよすぎる。

　勝手に世界改変をして、自分の都合でみんなを出したのに。

　今回の事態もすべて俺の責任だというのに……。

　上手く言葉が紡つむげない。

　だから、

「ありがとう……」

　それだけを言うのが精一杯だった。

　それ以上言葉を重ねたら、泣いてしまいそうだったから……。

　今でも自分の行動は勝手だと思う。

　だからこそ――。

　自分の行動には責任を持たなければならないはずだ！




　始まりの話をした俺は、次に今回の事態をふたりに説明した。

『エターナル　イノセンス』のレイヤーが肥大化しすぎて、『フェアリーテールシステム』と呼ばれるみんなを投影したシステムが、それらを処理できなくなってきたこと。

　世界を維持するためには『ひとりを選び』、『他のみんなを消す』必要があったこと。

　みんなを消さないために、一時的に世界を分断したこと。

　……そんな途方もない話に、ふたりは真面目に聞き入っていた。

「なんつーか、すごすぎて……。話についていけねっす……」

「ごめん。ちょっと説明の仕方が悪かったかな？」

「いえ、そういう意味じゃないっす。バトル漫画的に言えば、『オレはもうこの戦いにはついていけそうにない』みたいなやつっすよ」

　三宅くんの喩え方はわかるような、わからないような……。

「でも、夏海ちゃんは消えたわけじゃないんですよね？　皆さんも……」

「ああ。昨日には夏海と春姉に会ってきたからね。元気だったよ。夏海もふたりにはよろしくって言ってた」

「よかった……」

　心底安心したように、四阿ちゃんはほっと安あん堵どの溜息を吐く。

「それで、先輩はこれからどうするつもりなんすか？」

「元の世界に戻す方法を模索してる。ただ――」

「ただ……？」

　三宅くんが少しだけ不思議そうな顔をして尋ねてくる。

「……いや、なんでもない。元に戻すにしてもどうすればいいのかわからないからね。今は世界を渡り歩いて状況の把握をしてる段階だよ」

　言えるわけはない。

　俺のみんなを幸せにするという誓いは、この世界でも成り立つんじゃないかと思っているなんて……。

　エンディング後を元にした世界だけあって、それぞれの世界は幸せだ。

　夏海や春姉は家族という壁があるが、それでも血が繋がっていない以上、俺にとってはどうということはない。時間さえあれば、きっと解決していける問題だろう。

　そう、この分断された世界観はひとつの理想だ。もっとも、あくまで俺に取ってみれば、だが。

　みんなで一緒に幸せになるというのは、以前の世界では困難極まりない。

　法。

　倫理。

　これが間違いなく一番の障壁となる。

　個人の思いは、すべて一般的なモラルという観念で封じられてしまう。

　もちろん、閉じられた幸せなら可能かもしれない。結婚しなくても一緒には暮らせるし、子供を成すこともできる。

　ただ、それは今の国、今の時代では祝福などされるものではない。

　だけど――みんなは周囲に祝福してもらいたくないわけではないはずだ。

　今更ながらにしてふと思う。

　なぜ複数の女性を愛することが、まるで悪いことのように思われるのかと。

　別に、当人同士がよいと言えばいいんじゃないだろうか。

　いや、そんな簡単な話じゃないのは俺だってわかってる。当人同士がいいからと言ってそれを認めてしまえば、多くのルールが成り立たなくなってしまう。ルールとは究極的には多くの人々に最大公約数の幸福を得てもらうために作られたものだと思うからだ。

　それに俺だって隠さずに言えば心の奥底では『それは悪いこと』という意識がある。

　子供のころから今の今まで、日本の教育やメディアによってそれらを教え込まれているからだろう。

　だからこそ、今の平行世界はぎこちなくではあるけれど、みんなと一緒に幸せへと気兼ねなく突き進むことができるような気がしてくるのだ。

　まるで、ゲームで示されたそれぞれの幸せなエンディング――それらすべての道を歩いている錯覚を覚えるから……。

　だけど――。

　それでも俺は、愚ぐ直ちよくに、それらに対して『否』を突きつけなければならない。

　全員が好きだ。

　みんなが傍に――一緒にいて欲しい。

　みんなに順位など付けられない。

　そのために、最大公約数で得られる幸せではなく、自分たちだけの幸せを探さなければならない。

　優柔不断と笑わば笑え。自分勝手と罵りしたければ罵れ。開き直りだと思うのなら、お前の中ではそうなのだろう。

　みんなを幸せにすることを偽善というならば、勝手にそう言っていればいい。

　だけど俺は、優柔不断に、自分勝手に、開き直って、こう言ってやる。

「全員を愛することができなくて何が主人公だ」

　と。




　すべてを話し終えたころには、すでに午後二時を過ぎていた。あっという間だったな……。

　気付いたのとほぼ同時に六時間が過ぎていたことに気付く。もう世界を移動することが可能なはずだ。

「話してくれて、ありがとっした！　先輩！」

「いや、こっちこそありがとう。俺を許してくれて……」

「許すも許さないもないっすよ。先輩――いや、武紀兄さん！」

「……え？」

　なんだ、その呼び方？

「そもそも、なんでオレは小由奈の世界にいるんですか？　夏海ちゃんの世界だったら今頃……」

　そんなことを三宅くんが言うと、四阿ちゃんが冷たい表情で三宅くんを睨み付ける。

「へー……。拓海くんってば、わたしといるのは嫌なんだ。どの辺りが嫌なのか、詳しく話を聞かせてもらわないと……」

「え？　いや、待て小由奈！　今のは言葉の綾あや――！」

「何でも言葉の綾ですめば、きっと世の中は平和になると思う」

「そう思うなら平和に過ごそう！　争いは憎しみしか生まないんだ！」

「でも、なんだかやっぱり許せない」

　四阿ちゃんがとても怖い。

　彼女を怒らせる言動は今まで取ったことがないけど、今後絶対に怒らせないように心がけよう……。

「まあまあ。三人でいれないことが寂しいんだよ」

「……お兄さんがそういうなら」

　俺が窘たしなめると四阿ちゃんの表情はすっと元に戻った。

　やっぱり怒っているよりも、普段通り穏やかな表情でいる方がずっと魅力的だ。

「でも、武紀兄さん。兄さんは気付いてないかもしれないすけど、オレはまだ負けたつもりなんてねえっす。つまり、夏海ちゃんはオレが幸せにします！」

　三宅くんが真面目に言ってくる。

　彼は元から夏海を好きだったはずだ。出会ってから、ずっとずっと……。

　だけど、俺だって夏海が好きなのは変わらない。

「いいぜ、俺も負けるつもりはないぞ――拓海！」

　俺がそう呼ぶと、拓海は「へへっ」と嬉しそうに笑った。

　四阿ちゃんはちょっとだけ呆れて三宅くんを叱る。

「ほら、お兄さんはそろそろ神楽先輩のところに行くんだから邪魔しちゃダメだよ」

「いいところだってのに。男のロマンのわからないやつめ」

　そういうことを言うから、四阿ちゃんに目を付けられるんだと思うのだが……。

　まあ、教える義務もないので黙っておこう。

「それじゃ、そろそろ行くよ」

　俺はまたベッドに座り、携帯のディスプレイを開く。

　一連の動作を行い、俺は咲の枠にカーソルを合わせた。

　そして、押そうとしたところで、四阿ちゃんの手が俺の手を握る。ボタンが押せなくなってしまった。

「し、四阿ちゃん？」

　四阿ちゃんは座る俺の体にその細い体を寄せて顔を近づけてくる。そして、少し恥ずかしそうに口を開いた。

「知ってますか？　この世界のわたしとお兄さんは恋人同士なんですよ？」












「え……」

「みんな、わたしとお兄さんを恋人扱いするんです……。お母さんも……」

　ま、まあ、可能性としてはもちろん考えていたけど……。直接言われると、少し動揺してしまう。

　それよりもお互いの体が触れあって、少しでも動けば唇くちびると唇がくっついてしまいそうなこの体勢がちょっと、こう、なんといいますか。

「だから、今はこう呼ばせてください……」

　四阿ちゃんは言いにくそうに一度言葉を区切り、だけどはっきりと言葉を紡いだ。

「武紀さん……」

　そう呼ばれるのはとても気恥ずかしい。……だけど、悪い気分ではない。

　四阿ちゃんの顔は真っ赤に染まっている。恥ずかしいのを押し殺して言っているのだろう。

「あの、だから……」

　そして、他にも何かを言いたそうに口くち籠ごもっている。

　さすがに鈍い俺でも言いたいことはわかった。

　もしかしたら、四阿ちゃんもさっきの拓海に触発されたのかもしれないけど。

　それでも恋人同士なら、呼び方というものがあるだろう。

「うん。小由奈ちゃん。ありがとう」

　そう言うと小由奈ちゃんは一瞬だけ戸惑った顔を見せてから、嬉しそうに破顔した。

　まだまだ俺たちは恋人らしくないけど。

　せめて形だけでもそれらしくしておきたい。

「またすぐ来るからな？」

　小由奈ちゃんの手が離れる。

「待ってます。武紀さん……！」

「武紀兄さん、またすぐ来てくださいよ！」

　俺は頷いて――。

　世界移動のためのボタンを押し込んだ。







　視界が歪み、小由奈ちゃんと拓海が消え、見た目の変わらない壁が目に入った。

　目眩が収まり、記憶が問題ないことを確認してから、すぐに電話帳を見る。

『神楽咲』

　よし、ちゃんとある！

　すぐに電話をかけた。

　ワンコール、ツーコール、スリーコール――。

『もしもしっ！』

　電話口の向こうからは慌てたような声。

　いつもの咲の声だった。その声にとてもとても安堵する。

『武紀くん!?　武紀くんだよねっ!?』

「ああ。ごめんな、咲。待たせた」

『ううん。一日しか待ってないよっ！　よかった……。ちゃんと、いるよ……武紀くんの声だぁ……』

「……大げさだな」

　いや、そう言ったものの決して大げさなどではない。

　俺だって咲の存在しない一日なんて怖くて仕方がなかった。

　それに俺は世界移動で大丈夫だと思えていたけど、咲はそうではないのだから。

『よかった……。よかったよぉ……』

　珍しい咲の涙声。俺がいなくなって、ずっとずっと不安だったのだろう。俺はこうして自由に移動できるけど、咲たちは移動できないのだから……。

「ごめんな。不安にさせて……」

『ううん。大丈夫っ！　武紀くんの声聞いて元気出たからっ！』

「俺も咲の声が聞けて安心したよ」

　だけど、声だけじゃ物足りない。

「声だけじゃなくてさ。早く、直接会おう」

『うんっ！』

　元気なようで、とても安心した。
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　軽い足取りで約束をした待ち合わせ場所へと向かう。

　時間は決めていない。待ち合わせ場所に行けば、大体時間は合うだろうしな。

　出掛けに麻衣に直接服装チェックもしてもらったし、たぶん大丈夫。それにそこまで気張るのも今更だしな。

　できる限り、自然体でいたい。

　そして、待ち合わせ場所の最寄り駅で待つこと一〇分。

「たっけのっりくーん！」

　猛スピードで咲がこちらへと向かってくる。

　しかし、それを遮るように信号が赤へと変わり――咲はピタリと止まる。

　よかった。いきなり交通事故なんて鬱うつ展開にはなって欲しくはないからな。

　赤信号を待っている中、待ちきれないのかその場で足踏みをしている咲が見えた。なんだか本当に嬉しそうで、俺も嬉しい。

　歩道の信号が青に変わって、咲は慎重に左右をチェック。最後に右を見て、俺の方へと突撃してきた。

「会いたかったーっ！」

　俺の体に飛び込んでくる咲。俺はそれをどうにか支えた。そして、咲の体を回して勢いを殺しつつ、そのまま着地させる。

　抱き合ったまま、どうにか息を落ち着けた。

「おおおお……。びっくりした。あんな勢いで突っ込んでくるとは……」

「待ちきれなかったんだよっ。コンマ一秒でも早く、武紀くんに触れたかったし！」

「お互い怪我しそうだから落ち着こう。な？」

「うんうんっ！」

　咲はわかってなさそうな表情でこくこく頷く。まあ、今日ぐらいは浮かれててもいいよな。信号渡る前に左右のチェックもしてて冷静だったし。

　そんな風に頭の中で判断していると抱き合ったままだということに気付いた。すぐに抱きしめていた手を離す。

　しかし、咲はすぐに俺の右腕に自身の左腕を絡めてきた。

「今日は離しませんっ」

　……ま、いいよな。

　腕を組んだまま歩いて改札へと向かう。ホームへと降りて、ようやく咲の服装を見る余裕が出てきた。












　最初に目に飛び込んできたのはキャスケットの帽子だ。ポニーテールの結び目を隠しているが、その後ろからはちゃんと尻尾が生えている。黒いコートの中は、少し厚手でダークトーンのトップス。スカートは赤地に緑を入れたチェック柄。さらに視線を下ろすと、膝までのこれまた黒いハイソックス。足には白い動きやすそうなスニーカー。

　これ、コート以外はもしかして――。

「気付いた？　初めてのデートの時と同じ服装なんだよっ」

　さも楽しそうにネタを明かす咲。

　初デートの時の服装を覚えているだなんて、ちょっと――いや。とても嬉しかった。

「ありがとうな、咲」

「ううん。思い出の服だもん。こういう時に着なくちゃねっ！」

　もうすでに咲のテンションは高く、こちらも楽しくなってくる。

　しかし、すぐに咲の表情がむくれてきた。

「わたしも武紀くんに着てきてもらいたい服があったのになー」

「初めてのデートの時の服を？　面目ない……」

　さすがに覚えていなかった。今の服でいかに恥をかかずにすませるかということに注力しているからな……。

「違うよっ！　あっちの『ストリートに舞い降りた漆黒の堕だ天てん使し』の方だよっ！」

「やめて！　それ、俺のトラウマを抉ってるから！」

「えー、いいじゃんっ！　今度、絶対に直接見せてよっ」

「嫌だし、そもそも無理だよ。あの服装は処分したはずだし、あったとしてももう入らないから！」

　中学生の時に着た服だしな。

「ぶー」

　咲が拗ねてしまった。どうしろと言うんだ。

「まあ、仕方ないか……」

　諦めたと言わんばかりに咲は溜息を吐く。聞き分けがよくてありがたいことである。

　しかし、俺はそう言いつつも咲の口が怪しげに吊り上がっていることに気付いていなかった。




「どうしてこうなった……」

　いつの間にか、俺はファッションショップに誘導されていた。しかもメンズだ。その階の近くには子供服も併設されているが、そんなことはどうでもいい。

　問題は俺の目の前にずらりと並ぶ『一線を越えている』服装に目眩がしそうなことだ。

「あのさ、咲……」

「んー♪」

　とても輝いた目でこちらを見ている。

　仲間にしたくなる感情を誘発されるが、今はそれどころではない。

「やめよう、ぜ？」

「一回だけでいいから！　試着して？」

　逃げられそうにない!?　くそ、恨むぞ、麻衣……！

　ここでうだうだとやっていたらデートする時間もなくなってしまう。

　おそらく咲はその辺りも織り込み済みでここに誘ってきたんだ。なんて知恵の回る……！

「一回……だけ、だからな……。あと写真は撮っちゃダメだぞ」

「えー。わたし、撮りたかったのにー」

　そう言いながらデジカメを構える咲。本気すぎる。

「ダメったらダメ！　咲は絶対にカメラとか携帯を手に俺を撮ったりしないこと！」

「しょうがないかー。うん、じゃあわたしは脳内メモリーに焼き付けておくよっ」

　これでどうにか後顧の憂いだけは絶つことができた。物的証拠として残るのだけは勘弁して欲しいのです。




　試着室の中で嫌がる脳をどうにかこうにか騙だましつつ、例の服装に似たものを着込んでいく。黒のレザージャケット、黒のレザーパンツ、ごついベルト、黒いブーツ……。

　恥ずかしいけど、これで咲が喜んでくれるなら構わない……！

「おー！」

　試着室から出た咲は感嘆の声を上げた。

　そして――。

「はい、これ」

　と言って、何かを手渡してきた。

　黒い、眼鏡。いわゆる、サングラス。

「足りなかったからね。ちょっと借りてきた！」

　……どこから借りてきたのか知らないが、本気を出しすぎである。

　すでに恥ずかしさのメーターは限界をとうに振り切っている。ここまで来て拒否するのも何なのでサングラスをかけた。もうファッションショップの恥はかきすて、だ！

「これだー！」

　咲が歓喜の声を上げる。

　……まあ、喜んでくれたのであれば何よりだ。

　そんなはしゃぐ咲を見て和んでいると――。

　パシャリ。

　……という悪夢の音が聞こえた。

　咲は――カメラを手に持っていない。携帯も出していない。少なくとも今まで俺が見ていたのだ。撮れるはずがない。

　しかし、少し目線を咲の奥へとやると、見覚えのある女の子が携帯を持って立っていた。

「なんだ、お前。結局、そういう服、好きなんじゃねえかよ」

「た、高橋、だと!?」

　な、なんでこんなところに高橋が!?　いや、隣を見れば暎えい那なちゃんもいる！

「ど、どうしてここに……？」

「どうしてって、あたしは暎那の服を買いに来ただけだ」

　そんな偶然あってたまるものか！

　俺は咲へと向き直る。

「咲。正直に言いなさい」

「あはは……。実は出掛けに暎那ちゃんの服を一緒に買いに行かないかって誘われて……。断ったあとにピンと来てちょっとお願いのメールを、ね？」

　電車内で「あ、愛ちゃんからだ」とか言ってメールしてたのはそれか！

「た、高橋！　今すぐにそれを消せ！」

「[image: ]!?」

「すいません、なるべく早く消してください！」

　俺は咲に『撮るな』と言っただけで、他の人に撮らせるなとは言ってない。そういう理屈だろう。

「おのれ……。計ったな！　これは孔こう明めいの罠わなだ！」

「今です！」

　咲がノリノリでそう言うと、再び高橋は携帯で写真を撮る。

「やめてっ！　俺のトラウマを増やす気かっ！」

　やっぱり強引にでも断れば良かった！

　そんな風に頭を抱えて後悔していると袖をくいくいと引っ張られる。振り返ると暎那ちゃんがいた。

「都筑お兄さん、カッコいいです」

「……ありがとう」

　二度目。やっぱり、彼女のセンスはよくわからない。

　それにしても暎那ちゃんは義人さんたちと一緒に行動しているのかと思ったけど……。今は違うのか？　それとも元々関係がない？　……センスだけじゃなく、この辺りもわからないな。

　かくして、「写真を受け取っちゃダメなんて約束してないもんっ」という咲と、「別に減るもんじゃねーだろ」という高橋の発言によって、咲と暎那ちゃんの携帯に俺のトラウマ写真が転送された。

　誰か、殺してくれ……。




　試着が終わり、咲が「サングラス返してくるねー」と言って去っていくと、俺と高橋と暎那ちゃんの三人だけとなった。

「……楽しそうで安心したよ」

　不意に高橋がそんなことを言ってくる。

「どうしたんだよ、急に……？」

「いや、お前たちが恋人になってからふたりとも幸せそうだったからさ。不幸になるなんて思っちゃいなかったけど、それでも今のふたりを見てるとそう思う」

　高橋はしみじみとそんなことを小さく語る。さらに続けた。

「ほら……。前、あたしはあいつを苛いじめてただろ……？　それから自分を許せるまであいつを守ろうって決めてて……。咲を悲しませるものは、ぶっ飛ばしてでも払い除けるぐらいの気持ちで、な」

「高橋……」

「でも、もうお前がちゃんと守ってくれてる。お前たちを見てると、ようやく自分が許せそうで……だから……。ああ、あたしはようやくあいつと握手できるんだなぁって思うんだ」

「握手？」

「ま、ちょっとな。機会があったらそのうち教えてやるよ」

　少し気になるが、今は教えてくれなさそうだ。

　そして、高橋との会話が終わったところで咲が戻ってきた。

「デートの邪魔をする気はねーよ」

　高橋はそう言って暎那ちゃんの手を引いて去ろうとする。

　すれ違いざま、俺の耳元で、

「ふたりで、幸せにな……」

　そんな言葉を口にした。




　デートも終わり、俺たちは家へと帰ってきていた。咲と一緒に俺の部屋でゆっくりとくつろいでいる。

　ファッションショップを出たあとは高橋たちと別れ、俺と咲はウィンドウショッピングをメインに遊んでいた。最初っからハイテンションで飛ばしていた咲は結構早くバテてしまい、そろそろ帰ろうということになって今に至る。

「じゃあ、あとは理恵ちゃんだけなんだ？」

　今まで渡ってきた世界で起こったことを説明し終えると、咲はそんなことを言ってきた。

「ああ。理恵の時間が一番多かったから。どうなるかわからなかったし、ちょっと後回しにさせてもらったんだ」

「もうそろそろ行くんだよね？」

「ああ。そろそろ世界移動もできるようになったし……」

「……夜だからってアレなことしたらダメだよっ」

「アレって……」

「ま、まだ高校生なんだし……。早いんだから……」

　なんとなく気まずい空気が流れてしまう。

　いや、今そんなことをする余裕はありません……。余裕があっても、まだしない。

「いきなりそんなことしないって」

「武紀くん、場に流されやすいからなぁ……」

　今までのことを指摘されると黙るしかない。

「冗談ですよ……。早く理恵ちゃんに会っておかないと、理恵ちゃん、寂しがっちゃうからね……」

　それでもこれから俺がいなくなるという事実のせいで、咲は寂しそうだ。

　……咲には、聞いてもいいかもしれない。

「質問があるんだけどさ。この世界ってどう思った？」

「どう思った、って……」

「咲にとっては、理想の世界か？」

　恋人同士として気兼ねなく振る舞える。

　咲とは家族でも何でもない。

　ふたりきりで気兼ねなく結婚だってできる。

　親御さんが認めてくれれば、祝福もされるだろう。

　世間に後ろ指を指されることもない。

　極めて――健全。

　ここは、そういう世界だ。

「そうだね。愛あいちゃんもお似合いの恋人だよ、って言ってくれるし……。妨さまたげになるものもないし、ここはひとつの理想だと思う……」

「ひとつの？」

「うん。このままわたしたちが付き合っていけば、気が早いけど結婚して子供を作って……。きっと幸せだと思う。だけど――」

「だけど……？」

「そんな理想は、嫌だな……」

　咲は少しだけ困ったように呟く。

「やっぱり……。みんながいないと嫌だよ……。武紀くんの理想じゃないもの」

「咲……」

「ふたりきりで幸せでも……わたしは理恵ちゃんや春さんや夏ちゃんたちと一緒に幸せになりたい。おかしな考えって言われても子供の浅知恵だって言われても……。わたしは武紀くんと同じ夢を見続けたいな」

　真剣な表情だった。

　本気でそう思ってくれているんだ。

　そうだよ。

　弱気になってる場合じゃない。

　咲が、『俺と同じ夢を見続けたい』って言ってくれてるんだ。

　それに応えなきゃ――男じゃない……！

　そうだ。

　俺には、すべてを解決できるような魔法はない。

　一歩一歩進んでいくしかないんだから！

「……ありがとう、咲。俺も同じだ。俺の傍で、同じ夢を見て欲しい」

「うんっ」

　嬉しそうに頷く咲を見て、勇気ももらうことができた。そんな俺の決意と共に、この世界に来てから六時間が経った。

「よし。それじゃ、行ってくる。また来るからな」

「おー！　待ってるからねっ！」

　俺は静かにベッドへと座った。そしてソフトウェアを立ち上げて、今度は理恵の枠へとカーソルを合わせる。

　ボタンを押すと、すぐさま視界がぐにゃりと歪む。




　そして、そのまま逆再生するように視界が元に戻った。




「あ、れ……？」

　いつもと少し違う？

　視界が歪むのはいつものことだけど戻り方がいつもと違った。戻りが早いというのもあったのだけど、まるで歪んだ視界が逆再生するように戻るなんて……。

「武紀くん？」

　しかも、まだ咲が目の前にいる。

　別世界に移れば、咲は俺の目の前からは消えてしまうはずなのに。

　恐る恐るディスプレイを見た。

　そこには――。




　ERRORエラー!




　と、無味乾燥な文字列が表示されていた。
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　何の変哲もない、二階建ての木造アパート。

　そのアパートの外に設置された階段を軽快な足取りで登るふたりの姿があった。

「ここだ。あいつはここに住んでいる」

『メモリーロンド』において主人公のライバルとなる普ふ久く乃の原はら秀しゆうと。

「随分と地味なところに住んでるんだなー」

『エターナル　イノセンス』の主人公、真さな田だ正まさ樹きだった。

　正樹がインターホンを押す前に、かちゃりとふたりの前の扉が開く。

「地味なところで悪かったね」

　扉から顔を出したのは、八年前にこのアカシックサーバーに来たという『カスタマー』、南な雲ぐも裕ゆう悟ごだ。

「まぁ、立ち話も何だし、入ってもらえるかな」

　ふたりが部屋へと上がる。

　部屋の中は小綺麗で、とても清潔だった。整理整頓もしっかりされている。

　三人は小さなテーブルに座り、向かい合った。

「お前だったら、もっといい部屋に住めるはずだろう」

　普久乃原が憮ぶ然ぜんとした表情で言う。

　南雲裕悟が管理側から優遇されていることを普久乃原のように知っていれば、この部屋はあまりにも見み窄すぼらしいと思えた。

「このぐらいの部屋がいいんだよ。彼女との生活も思い出せるからね」

　だが、南雲は感慨深くそう答える。彼は広い部屋が苦手ということもあるが、やはり小さな部屋の方が落ち着くらしい。

　南雲はふたりにお茶を出してから、正樹を見据える。

「さて、そろそろ本題に入ろうか。それで何の用かな？　えーと……」

「真田正樹だ。正樹でいい」

「正樹くんね。一応、君の素性を聞かせてもらっていいかな？」

「『エターナル　イノセンス』の主人公ってことになるな。もっとも管理側に勝手に創り出されて、道化を演じさせられた間抜けな男ってだけだよ」

　正樹は鼻で笑って自じ嘲ちようする。

　南雲はそんな正樹を笑うこともなく、呆あきれることもなく、ただ穏やかに見ていた。そして、改めて正樹に尋たずねる。

「それで君は何をしに僕のところへきたのかな？」

「あんたは、フェアリーテールシステムの上の連中と話ができると秀から聞いた。そこであんたを経由して頼みたいことがある」

「確かに話はできる。もっとも話ができると言っても主導権は向こうにあるけどね。僕が頼めるのは、彼らにとって益があることだけさ」

「なら、たぶん大丈夫さ。だから、頼みたい」

「とりあえず、詳しい話を聞かせてもらえるかな？」

　そう問われると、正樹はやれやれと言わんばかりに肩をすくめる。

「なに。元主人公としての役目を果たそうと思ってるだけさ」
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　ERRORエラー!




　戦せん慄りつする。

　何が起きたっていうんだ。理り恵えの世界へ移動できない……？

「も、もう一度――」

　エラー表示のダイアログメッセージを消去して、理恵の枠にカーソルを合わせてボタンを押し込む。




　a shortage of intelligence power. rest 02:28:01.




　失敗したくせに二時間半も世界移動ができないだと!?

　六時間も待たされずにすんでまだよかったと言うべきかもしれないが、こんな時に……！

「武たけ紀のりくん、どうしたの……？」

　咲さきが心配そうに声をかけてくる。

「理恵の世界に行けなかったんだ」

　あのエラーは何だったんだ？

　今までが順調だったこともあって、いきなりの事態に混乱しそうになる。

　……ダメだ、冷静になれ。焦あせりは論外、苛立ちも問題外だ。

　慌てたところで事態が解決するわけじゃない。落ち着いて考えろ。

「携帯のソフトウェアを使うんだとしたら、わたしの携帯に移して使ってみる？」

　その発想はなかったな。

　どうなるかわからないけど、今はやれることはすべてやるべきだ。

　俺は頷うなずいて携帯の内蔵メモリにインストールされたソフトウェアを、外部のＳＤカードに移そうとして……。

『この形式は移動させることができません』

　というメッセージと共に諦めた。

　フェアリーテールシステムのソフトウェアだからな。俺だけにしか使えないように設定されているのかもしれない。

　なんにせよ、俺の携帯電話でしか使えないというのは確定した。

　一度、各世界のタイマーを再確認するべく表示する。




　[12/30][20:14:35]

　base_layer　49:08:22

　＞kagura_saki　44:04:52

　akihara_rie　09:56:36

　tuduki_harumi　78:34:25

　tuduki_natsumi　35:59:16

　sia_koyuna　41:39:05




　春はる姉ねえ世界のタイマーが多いのは、あの世界で一晩過ごしたからだろう。その世界にいる間は、他の世界が一秒減る代わりに五秒増加されるからな。

　理恵の世界が消えてしまうのは、約一〇時間後……。一二月三一日の午前六時過ぎだ……。

　世界移動のために必要な待ち時間は最低でも六時間。次にソフトウェアの動作チェックのために別の世界へ移動した場合でも、六時間は取られてしまう。一度だけなら可能だが、無闇に移動したら理恵の世界への移動がままならなくなる。

　どこかの世界へ移動するにしても、残り三時間五六分以内に実行しなければ移動先の世界で六時間待たされて、その前に理恵の世界は消える。

「楽観的に移動している余裕はない……！」

　もはや、理恵の世界には何らかの事情があって行けないのだと断定するべきだろう。

　ソフトウェアの異常を疑うのはその後だ！




　今俺が頼れる唯一の『カスタマー』の藤ふじ田たを呼んで、今起こっている事態を説明する。ありがたいことに前まえ羽は良らさんも来てくれた。

　今は咲と一緒に、ふたりとも思い思いの場所に座って俺の説明を聞いてくれている。

「なるほど……」

　藤田が難しい顔をして事態の把握に努めていた。

　そして、そんな表情のまま尋たずねてくる。

「ヘルプにエラーになる原因は書かれていないんですか？」

「書かれてはいない。書かれてるのは注意事項と操作方法だけだった」

　俺の答えを聞いた藤田は再び考え始める。そして思いついたことをすぐさま伝えようと、さらに続けた。

「では秋あき原はら理恵さんが都つ筑づきさんが来るのを拒否している、ということはないでしょうか？　もっとも向こうが拒否することで、都筑さんが入るのを止められるのかどうかはわからないですが……」

「理恵ちゃんが拒否するなんて思えないんだけど……」

　咲がぼそりと藤田の意見を否定する。

　ありえないとは言わないが、考えにくいのは確かだ。

「だとすれば基礎世界と、今自分たちがいる世界の違いを比べてみるのがいいんじゃないでしょうか？」

「違い、か……」

　藤田のさらなる提案から少し考えてみる。

　まずは基本だ。現在、俺が投影した『エターナル　イノセンス』のレイヤーは個別の平行世界のようになっているということ。

　それにはエンディング以降のシナリオデータが使われ、関係性の煩はん雑ざつ化かを防いでいる。これは沙さ耶やの言っていたことだし、各々の世界での俺とみんなの関係を考えれば見当違いではないだろう。

　つまり、各々の世界はエンディングを経由した世界であるということだ。

「エンディング……」

　普通に考えるな。

　発想を広げて思考しろ。

　世界を分断する発想が生まれたときも、麻ま衣いの言った『エンディング』という単語からだったのだから。

　仮に――。

　この事態をゲームのシナリオと同一視できるとしよう。

　そう考えれば、要するに理恵の世界に行けないのは『エンディングに至っていない』のだと推測が可能だ。

「ギャルゲーで、エンディングにいけない理由はなんだ？」

「そんなの――」

　藤田がさも決まり切った答えを口にする。

「フラグが立っていないに決まってるじゃないですか」

　そうだ。

　フラグが立っていなければ、バグがない限りはエンディングへは至れない。

「え、まさか……」

　藤田が信じられないといった声を上げる。ゲームの話についていけないのか、咲と前羽良さんは首を傾げていた。

「仮に――の話だ」

　そう。今はまだ仮定の話に過ぎない。

　問題は――。

「逆に言えば、咲や春姉、夏なつ海み、そして小こ由ゆ奈なちゃんまでがエンディングの条件を満たしていたということだ」

　エンディング後の世界が構築されていて、そこの世界に移動できたということはそう仮定することができるはずだ。

「理恵のエンディング条件は、両親の離婚を防ぐこと……」

　あくまでゲーム中に限れば、だが。

　咲は病気が治るか否か。夏海は小由奈ちゃんたちと仲直りできるか。春姉は姉としての重い枷かせを外せるかどうか……。

　小由奈ちゃんのエンディング条件は判然としないけど、以前に受けた相談から考えれば恋心がどちらに向いているかどうかの答えを出すことかもしれない。

　いや――違う。

　そうじゃない。

「少し思い出してきましたよ、秋原理恵さんのシナリオ。ただ、ですね。両親の離婚とエンディングは密接に関わってると思いますけど、なんか違いません？」

　藤田がそんな疑問を呈してくる。

　そう。

　あくまでゲームだからこそ、悩みや問題を解決したことでエンディングに至っているという錯覚を起こさせるけど。

　思い出せ。

　ギャルゲーは、シナリオゲームではなく『疑似恋愛ゲーム』なんだ。

　両親の離婚を防ぐことが、直接エンディングに至れる理由じゃない。

　あくまで――。

　理恵と幸せになるために起こした行動が両親の離婚を未然に防いだだけなのだ。

　両親の離婚を防ぐ決心をして、だけど防げなかったとして、理恵との絆きずなは壊れたか？

　答えはおそらく否だ。




『理恵。これからもずっと一緒にいよう！　もし、両親が離婚するなんて言ったら、俺の家に来い。籍せき入れて、一緒に暮らそう！　絶対にお前を離したくないんだ！　俺はもう、お前の気持ちから決して逃げたり、目を背そむけたりしない！』




　これが、主人公の理恵への告白だ。

　ゲームにおいてこのイベント以降、理恵は確固たる意思で主人公についていこうとしていたはず。

　つまり、エンディングに至れるかどうかは両親の離婚云うん々ぬんではなく。

「主人公――つまり現状で言えば、俺についていきたいと思っているかどうか、だ」

　藤田が「なるほど……」と納得した。

「つまり、理恵ちゃんが武紀くんについていきたくないと思ってるってこと？」

　咲が不思議そうな表情を浮かべて尋ねてくる。

「あるいは、そこで悩みがあるかどうか……だと思う」

「あ……」

　咲が何かに気付いたかのような声を上げる。

「どうしたんだ？」

　俺が促すと、咲が「もしかするとなんだけど」と前置きして続けた。

「あの、さ……。前に理恵ちゃんが、その……麻衣ちゃんに厳しいことを言われたって話してたじゃない？」

「ああ」

「それで……。理恵ちゃんが一度だけ言ったの。『あたしが一緒にいると、武ちゃんと麻衣ちゃんと仲が拗こじれるし……』って。ほら、分断される前の理恵ちゃん、少し口が重かったじゃない……？」

　確かに、どこか理恵の言葉は躊躇ためらいがちだった。

　だけど、どういうことなんだ。その言葉は。

　一緒にいると、俺と麻衣の仲が拗れる……？

　つまり、それは……。

「ついていくべきかどうか悩むには充分な理由なんじゃないか？」

　俺はそう独りごちる。

　そうだ……。

　麻衣はあの時――。




『あなたみたいな……。あなたみたいな人がいるからタケにいが道を間違えるんだ！　間違った愛しか向けてないくせに愛してるとか軽々しく言わないでよ！』




『もう金こん輪りん際ざい、二度とタケにいに近づかないで！』




　あの後、俺はフォローしたけど……。




『だから、麻衣ちゃんが近づくなって言ってるし……。武ちゃんと麻衣ちゃんの仲が拗れたりするとあたしが悲しいから……。当分、武ちゃんには近づかないことにするよ……』




『今だけだよ。時間も過ぎればきっと話もできるからそれまでの我慢。ちょっと長くなるかもしれないけどね』




　これが、原因なのか……？

『ついていくべきかどうか悩んでいる』だから『理恵のフラグが立っていない』。

　それで理恵の世界へ至れないのか……？

　理恵は優しい。

　そして、家族の仲が壊れるのを極端に恐れている。

　俺を信じることはできても――。

　家族の仲を壊してしまうという恐れが、理恵に悩みをもたらしたんだ。

「俺がもっと理恵に気を遣つかわなきゃいけなかったってことか……」

　何もかもが、俺の至らなさに帰結する。

　そこで咲が身を乗り出して、俺の手を握った。

「違うよ、武紀くん」

　そして、鋭い目で俺を咎とがめるように言う。

「もちろん、それも要因のひとつかもしれないけど……。武紀くんだけのせいじゃない」

「だけど、麻衣が言ったことが原因だとすれば、俺が道を指し示さなかったからこそ、理恵は迷いを持ったんだ。麻衣に、みんなを幸せにすると俺が説得できなかったのが原因で……」

「だとしても、わたしたちにも責任があるよ。麻衣ちゃんがわたしたちを見ても、みんなでは幸せになれそうにないなって思ったってことでしょ？　それはわたしたち全員の問題ってことだよ」

「咲……」

　咲の言っていることは、強引すぎるこじつけだと思う。

　そして、咲もそれをわかってて言っている。

　だけど、咲はそれを詭き弁べんじゃないと思い込もうとしているんだ。

　俺を悪人にしないために……。

　そう、これは、きっと詭弁。

　だけど、咲なりの、優しい詭弁だった。

「ありがとうな、咲……」

「なんのこと？」

　咲は照れくさいのか、素知らぬふりをする。

「とにかく落ち込んでる暇はないってことだよな」

　危うく思考の迷路にはまるところだった。

「意味のないことを考えてないで、理恵に会いに行けるようにしないとな」

　しょぼくれた顔で会うのもナンセンスだろう。

　すべて解決して、心置きなく理恵に会いに行くんだ！




　[12/30][22:44:50]

　＞base_layer　46:38:07

　kagura_saki　56:36:07

　akihara_rie　07:26:21

　tuduki_harumi　76:04:10

　tuduki_natsumi　33:29:01

　sia_koyuna　39:08:50




　今の俺にできることは、はっきり言えばない。

　藤田たちと相談してできあがった解決方法はあるが、未いまだに机き上じようの空論に近い。

　確信を得るためにも、そして、その解決方法のためにもあの人の力が必要になる。

　こればかりはゆうきを信じて待つしかない。

　そして、もうひとつの問題も未解決で残ったままだ。

　だから、俺はそれを今のうちに解決するべく、一度基礎世界へと戻っていた。

　この世界でないと『彼女』は理恵のことを覚えていない。

「ねー、おーい。今日はご飯食べないのー？」

　こちらの世界に戻った瞬間、部屋の外から『彼女』の心配そうな声が聞こえた。

　ちょうどいい。

「悪い。ちょっと入ってくれないか？」

「んー？」

　麻衣が扉を開けて中へと入ってくる。彼女こそが理恵を助けるためのキーだ。

　藤田と前羽良さんに目配せして、この場を去ってもらった。

「いいの？」

「ああ、今はな」

　勉強机に座ることを促すと、麻衣はそのまま俺の対面に座った。

「なにー。改まって」

　麻衣は気楽に聞いてくるが、これから俺が話すことは決して軽いものではない。

　俺は居住まいを正して、正座をした。

「ちょ、ちょっと何？」

　麻衣が慌てたように俺を見るが、俺は気にせずに麻衣を見据える。

　そこで麻衣も真剣な話なのだと察してくれたのか、すぐに表情が強張った。

「前に、俺がみんなを幸せにしたいって言った話。覚えてるか？」

　途端に、麻衣の表情が険しくなる。

　しかし、俺は構わず語り続けた。

「きっかけになった話がある。まずはそれを聞いて欲しい。正直、荒こう唐とう無む稽けいな話だから信じてもらえるかどうかわからないけど……」

「いい、けど……」

「今年の五月に、ギャルゲーのキャラクターが実体化したんだ」

　麻衣はまるで信じがたいものを見るような目を俺に向けてきた。当然だろう。

「正気を疑われても仕方がないと思う。でも、本当なんだ。まずはこれを信じてくれないと話が続かない」

「続くどころか、話にもならないわよっ！　みんなと幸せになるなんて突拍子もないことを言ったと思ったら、今度はギャルゲーのキャラクターが実体化とか一体どれだけ頭がおかしくなってるの!?」

「頼む。信じてくれ！　これが証拠なんだ！」

　俺は『エターナル　イノセンス』のパッケージを麻衣へと見せる。すると、「え？」という疑問を表情に浮かべた。

「……理恵さんに、咲さんに……。春姉も、夏海ちゃんも……。ゆうきさんまで……？」

　パッケージに描かれているみんなを見て訝いぶかしげだ。

　それから俺はパッケージからディスクを取り出し、戸惑う麻衣に構わず、ゲームを立ち上げる。

　麻衣は黙って、俺のやっていることを見ていた。

　そしてプロローグを進めていると、麻衣の表情がさらに厳しくなる。

「なんで……。声が、まったく同じなの？」

　何が何だかわからない。麻衣はそんな表情をしていた。ＰＳ２の実機とテレビを何度も交互に見ている。

「これは正真正銘、ＰＳ２のゲームだ。少なくとも単なるゲーム好きでしかない俺がおいそれと作れるものじゃない」

　パソコンでやる同人ゲームであれば『自主制作』という線も疑えるかもしれないが、コンシューマのゲームを作る方法なんて、俺には皆目見当がつかない。それは麻衣も同じだろう。

　パッケージだけであれば、信じさせることなど不可能だった。だが、声も同じであれば、少しは信しん憑ぴよう性せいが増してくれる。

　とはいえ、まだ九割以上は疑っているだろう。こちらには証拠がほとんどないしな。

「……まあ、いいよ。最後まで聞いてはあげる」

「信じた……ってわけじゃないよな？」

　麻衣は俺の問いに答えない。

　しかし、特に話を拒否するわけでもないので、俺は今まであったことをすべて麻衣に説明した。

　咲、理恵、春姉、夏海、小由奈ちゃん、拓たく海みは全員ゲームから出てきたということ。

　実の幼おさな馴な染じみが出てきて、理恵が記憶喪失に陥ったこと。

　春姉と夏海が実の父を名乗る男に誘拐されそうになったこと。

　主人公が出てきて俺が忘れられてしまったこと。

　咲が自己嫌悪に陥って、世界から消えてしまったこと。

　すべてを話し終えた時には、かなりの時間が過ぎていた。もう、日が変わろうとしている。

　そんな長い話だったにもかかわらず、麻衣は一度も茶化すことなく聞いてくれた。

「それが俺が半年近い間に体験してきたことだ」

「………」

　しかし、麻衣は黙りっぱなしだ。

「やっぱり、信じてはくれないか……？」

　不安になって、思わずそんなことを呟つぶやいてしまう。

「信じられるわけ、ないでしょ……」

　そして、不安は的中した――

「でも……。タケにい、噓うそついてないってわかるもの……」

　――わけでもなかった。

「タケにいの目を見れば噓をついてないってわかっちゃうよ……。病気になってそう思い込んでるのかなって考えたけど、ゲームは本物だし。絵も声も似すぎてるし……。なんだろう……。混乱してる。信じたくないけど、外堀を埋められてる感じ……」

　一気に聞かせてしまったからな。そもそも、よく話についてきてくれたと思う。

「信じられないけど……。タケにいを信頼はするよ。家族、なんだし……」

「ありがとう」

　まずは話を聞いてくれた麻衣に、心からのお礼を言う。

　だけど、話はここからが本題だ。

「理恵や咲、春姉も夏海も小由奈ちゃんも。俺の都合で勝手にゲームから人間として実体化させられたんだ。だからこそ、俺にはみんなを幸せにする義務が、あった」

「ゲームのキャラが人間になったのを仮に認めたとしても……。だからって、ゲームみたいにハーレムを作るって言うの？　それをあたしに認めろって言うの？」

「そうだ」

「理恵さんにも言ったけど、そんなの愛じゃない。あたし、恋も愛もそんなに経験があるわけじゃないけど、それでも間違ってると思う」

「なんで、そう思うんだ？」

「責任とか義務で、愛なんておかしいからだよ」

「そうだな。俺も最初は責任と義務でみんなを幸せにするって言ってたと思う。でも、今は違う。もう責任も義務もすべて含めて彼女たちを愛してる。みんなと愛し合いたい。みんなで愛し合いたい。そして、みんなと一緒に幸せになりたい」

「なんで、みんななの？　ひとりには決められないの？」

「決められない」

「そんなの優柔不断なだけじゃない……」

「そういう誹そしりは受け入れる。でも、俺は思うんだよ。なんでひとりしか幸せにしちゃいけないんだ？　って……」

「そんなの……。普通はひとりはひとりの人生しか背負えないからだよ」

「普通はそうだ。でも、ふたり以上の人生を背負うだけの甲か斐い性しようとその力があれば？　一般的には褒ほめられないけど、そういう大人はいるだろう。公おおやけにはなっていないだけで」

「それは、そうかもしれないけど……。じゃあ、みんなのためにタケにいが全員の人生を背負うわけ？」

「もちろんそうだ。俺は彼女たちのために尽くすことが幸せだからな。バイトや勉強をしている時は、幸せな未来が少しずつ近づいてきている気がしてる」

「……楽観しすぎだよ。ふたり以上を背負える人なんて、そんなの数えるほどしかいないじゃない。そもそもみんなで生活するためのお金はどうするの？　子供の教育費は？　それとも最小限のお金でただ『一緒に生きる』だけ？」

「いや……。だから、ここでひとつ誓いをする」

「どんな？」

「まず、二五歳になるまでに年収二〇〇〇万円を稼かせげるようになってみせる」

「……は？」

「稼げるなら稼げるほどいい。二〇〇〇万円が最低ラインだ。みんなを養い、子供を養うために――幸せに生活するために必要最低限な金銭はすべて用意してみせる」

「……そこまで稼げなかったら？」

「然しかるべき罰ばつを受けるさ。俺には甲斐性が足りませんでしたと、みんなを諦めて説得して俺以外との幸せを見つけてもらう」

「そんな……。そんな人生、おかしいよっ！」

「ああ、おかしいかもな。でも、もう決めたんだ。もちろんこういうのは金だけの問題じゃないが、逆に言えば金がなければ話にもならない。みんなに対する責任も果たして、みんなへの独占欲も抱えて生きていく。まだ口だけでしか言えないけど、そのためにもっともっと努力する。もっともっと、みんなを愛してみせる。必ず、みんなとの幸福へと至ってみせる！」

「タケにい……」

　世界を分断することになって、自分の力のなさを痛感し――。

　だけど、理恵以外の世界を巡って、俺は愚ぐ直ちよくに一歩ずつ進むしかないのだと改めて理解した。

　飛べるような魔法は持っていない。何でもできるような男でもない。

　それでも、地に足をつけていれば一歩ずつ進むことはできる！

「俺も、みんなも、本気なんだ……！　だから、お前だけでも認めてほしい！　本気さが足りないというなら、足りない部分を補ってみせる。すぐにはできなくても、いつかは必ず納得させてみせるから！　俺の手には何もないけど……！　できる主人公みたいに女の子を絶対に守るような力があるわけでもないけど……！　ごくごく普通の、高校生に過ぎないけど……！　だからこそ。少しずつ、一歩ずつ、進んでいってみせる！」

　頭を下げた。

　麻衣にこそ、最初に認めて欲しい。

　もちろん、いずれ叔お父じさん叔お母ばさんの説得。みんなの両親を説得しなきゃならない。みんなに俺たちは幸せだと示さなきゃならない。

　それでも、俺は麻衣にこそ最初に認めて欲しいんだ！

「本気、なんだね？」

　俺は顔を上げて、麻衣へと真剣な目を向ける。

「ああ」

「タケにいだけじゃなくて、他のみんなも？」

「ああ！」

　自信を持って言える。

　理恵だって、今は迷ってしまっているだけなのだ。一歩、下がってしまっただけで……。でも、また一緒に歩けば、元のふたりに戻れるはずだから……。

　そして、また一歩一歩進めるはずだから……。

　麻衣は「ふうっ」と溜息を吐つく。

「本当にタケにいが幸せになれるって思ってるんだったら、あたしには止められないよ」

「麻衣……！」

「でも、忘れないで。子供のあたしでもわかる。その道は茨いばらの道だって。もしかしたら、その道を諦めずに進めば幸せに至れるのかもしれないけど、茨で傷ついて不幸になるかもしれないんだから……。あたしは……。タケにいにまたあんな……。伯お父じさんと伯お母ばさんが亡くなった時のような寂しい顔をして欲しくないから……」

　少しだけ涙声で、麻衣は思いの丈を打ち明けてくれる。

　あの頃の俺は本当に自分だけが何でこんなに不幸なのかと世界を呪っていたからな。

　何もする気になれなかった。

　でも、それを救ってくれたのが麻衣だ。

　何度も何度も俺を励はげまして、強引に遊びに連れ出して……。

　それでそのうち、忘れていた笑い方を思い出した。

　なんだかんだで、彼女は俺を大切に想ってくれていたんだ。

「昔から優しいよな、麻衣は。でも、もう大丈夫だ。もうあの頃みたいなことにはならないよ。茨で傷ついても必ず立ち上がる。どんなに道が険しくても諦めない」

「うん……。だから、さっきの誓い。ちゃんと守ってね……。それがあたしの条件。それまでは見届けるから……」

「ああ、ありがとう。麻衣」

「……あたし、理恵さんに謝らないといけないね。酷いこと言っちゃった」

　その言葉を聞いて、俺はようやく最後の問題が解決したことを理解した。

　すぐ今、起こっている問題を麻衣へと説明する。

　今、この状況において、世界が分断されていること。理恵の世界へと至れないこと、そしてその理由も。

　説明を聞いた麻衣は目を白黒させていた。

「あたし、が？」

「もちろん、お前の責任じゃない。元々は俺たちの責任だ。でも、それでも、理恵の迷いを吹っ切るために、今はお前の言葉も必要なんだ」

「で、でも……。理恵さんはここにいないんでしょ？　別の世界にいて、だけどその世界には行けないんでしょ？　どうにもならないじゃない……」

「いや、ひとつだけあるはずなんだ。奥の手だし、上う手まくいくかどうかわからないけどな……」

　俺がそう言った瞬間――。

　救いをもたらす携帯の着信音が部屋に鳴り響いた。







『待たせたね、都筑くん』

　あの人の声だった。もちろんディスプレイに表示されていた番号からそれはわかっていたのだけど。ほっとした。

「待ってました……！　ありがとうございます！」

『やはり火急の事態かな』

「ええ。情けないですが、俺ひとりではどうにもならなくて……。あなたの力が必要だったんです」

『……世界を分断したという大まかな話はすでに伊い藤とうさんから聞いている。今の詳しい話を聞かせてくれ』

「伊藤さんって……。ゆうきですか？」

　やはり、ゆうきは義よし人ひとさんたちを手伝っていたのか。彼女の力が必要ということは荒事だろうからな。それ以外には考えづらかったけど、予想通りでほっとした。この人からそろそろ電話がかかってくるだろうという想像は完全にゆうきの発言を信じただけだ。

『ああ。だが、そちらの話は後回しにした方がいいだろう』

　確かにそうだ。今は一時を争う。

　でも――。

「すいません、ひとつだけ。ゆうきは無事ですか？」

『ああ、大丈夫だ。それは保証する』

「ありがとうございます。では説明を――」

　俺は今問題になっていることを丁寧に、そして簡潔に話す。

　理恵の世界へと行けないこと。そして、その原因はフラグが立っていないからだということを。

『……そんなことがあったのか。それで俺に頼みたいことっていうのは？』

「理恵に会いたいんです」

『それはもちろん理解できるけど……。だからといって、俺もぽんぽん何でもできるというわけじゃ……』

「いえ、一応の方針は立てています。あなたにお願いしたいことは一点のみ。以前、あなたは咲が消えた時、『意識だけを連れ戻すならば、可能は可能だ』と言いましたよね？」

『ああ、それなら可能だ。だけど、彼女はアカシックサーバーにいるわけじゃないのだろう？　しかも今、君の傍にいるわけでもない。だとしたら無理だ。レイヤー間でビジターを移動させるなんて、そんな関数や命令コマンドはまだ発見できていないし、作れてもいない。特殊なレイヤーのようだしね。アドレス場所さえわかればどうにかなるけど……』

「では、あの白い空間に連れてくることは可能ですか？」

『白い空間……？』

「ゲームを投影する時に入ったあの場所です」

『ああ、あの場所か……。それも厳しいな。そこもアドレス場所がわかっていない』

「アドレス場所を知るには？」

『誰かが行ければトラッキング追跡して、アドレス場所のデータが得られると思うけど……。そもそもどうやって行く？』

「それなら大丈夫です。俺のパソコンはあの場所に行けるはずですから」

　そう言うと、ピンと来てくれたらしい。

『ふむ、そこは問題なし、と……。だが、白い空間で何をするつもりなんだ？』

「折れたフラグを、時を越えて戻します」

『そんなことができるのか？』

「確信と言えるほどのものはないですが、沙耶――Ｎｏ．３８の話を聞く限りでは可能だと思っています。実例も以前、体験しましたし……」

『なるほどね。じゃあ、次。秋原理恵さんを捜す必要がある』

「理恵を？」

『前回は君のいる座標にアカシックサーバーへの転送ゲートを開いて全員を送り込んだ。だけど今回は、その転送ゲートの座標をどうにかして秋原理恵さんのいる近くに開かなければならない。彼女の位置から五〇〇キロ先に二分間だけそんなものが作られても、そのゲートに入るのは無理だろう？　だから、捜すための元となるデータが必要になる』

　要は人を捜すのに写真が必要、ということだろう。もちろんそんな単純な話ではないだろうが、理屈としては同じことだと思う。

「どんなデータが必要になるんですか？」

『ゲームから抽出したデータが一番いいんだけど、元がＰＳ２のディスクではそれも難しいな……』

　それから、電話口ではぶつぶつと独り言が聞こえた。

『画像データはシステムデータのアドレスから拾える……。だが、シナリオデータが問題だ……。テキストデータをバイナリデータから一個一個選んでいくか……？　しかし、それだと時間がな……。とはいえ、シナリオデータを持ってこないと音声データも拾ってこれないし……』

「あの……？」

　俺が心配になって声をかけると、向こうではようやく答えが出たらしい。

『都筑くん。秋原理恵さんの、身体データ、生年月日、特徴や、あとはゲーム内の台詞せりふをどこまで覚えている？』

「全部、覚えています」

『……それは凄いな。よし、それで行こう。君の覚えている秋原理恵さんの台詞をすべて書き記して俺に送ってくれ』

「それでいいんですか？」

『もらったデータをバイナリ化して、デコードしたゲームデータにシーク検索をかけることで秋原理恵さんの近似データを抽出できる。その抽出データを元にしてフェアリーテールシステムにクラス検索をさせるようにする』

　言っている言葉の意味がほとんど理解できないのだが……。

　つまり、俺の作るデータを元に、ゲームデータから理恵のデータを抽出。

　そして、その抽出したデータを使って、フェアリーテールシステムに理恵を捜させるということらしい。

『精度が高くて量が多いほど、転送ゲートが彼女の近くに開けると思ってくれ。精度が高ければ、シーク検索の時間も短くなるし、抽出できるデータも正確になる』

「わかりました。まずは、それを作っていきます」

『しかし、確か「エターナル　イノセンス」の秋原理恵さんの台詞数は三〇〇〇を越えていたと思ったが、正直残り六時間もない状態では……』

「……何とかしてみせます」

『……わかった。半分もできれば上出来だと思う。こちらも少しでも精度を高くできるシーク検索ができるよう努力する。なんとか頑張ってくれ』

　残り時間は、もう六時間もない。

　即座にテキストエディターを立ち上げて、俺は勢いよくキーボードに指を滑らせた。
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　理恵の台詞を思い出してはテキストエディターに書いていく。

　すでに時間は深夜を過ぎているが、眠気などまったくない。

　俺は休まずに書き続けていた。

　だが――。

「都筑さん！　残り時間、一〇分過ぎました！」

　藤田の焦る声が届く。彼には自前のノートパソコンを使って、あからさまな誤字脱字がないかどうかのチェックを代行してもらっているが、それでも時間が足らなかった。

　五時間以上、思い出しては書き続けていたが、まだ八割しか終わっていない。

　たかだか三〇〇〇個程度の台詞データを作り終えていないのだ。

　全力は出していた。

　限界を超えた力を出していた。

　だが目的を達成できていなければ、そんなもの何の言い訳にもならない。

　もう時間がないというのに、俺の頭と手はペースアップしてくれなかった。

『都筑くん、もうこれ以上は限界だ。八割もあれば少なくとも捜し当てることはできるぐらいのデータは抽出できるはず。あとは彼女の近くに転送ゲートが開くのを祈ってくれ』

　向こうから急かす声が聞こえてくる。

　いや、きっと俺を励ましているのだ。

　もはや制限時間はギリギリ。あとは祈るしかないということを知っているんだ。

「思い出しながら書いてたんですから……。これでも人間業わざじゃないですよ……」

　藤田が慰めの言葉をかけてくれる。

　だが、俺が完遂できなかったことに変わりはないんだ。

　結局、普通の人間の域を脱し切れていない……！

　ゲームの台詞を全部覚えていたところで、それを出力する能力が足りていなかった！

　このまま……、不確実なまま、理恵が助けられるのか……？

　せめて、あと一時間……。いや、三〇分あればいい！

　頼む……！

「俺に、時間をくれ……！」

　俺のつぶやきと同時に――

　目の前のパソコンが勝手に動き始める。

　黒いコンソールウィンドウが立ち上がった。もしかして、向こうの人がしびれを切らせてリモートしてきた？

「ま、待ってください！　あと、少しだけ……」

『いや、俺は何もやってないぞ？』

　しかし、コンソールウィンドウは幾つもの英語を吐き出し続けている。速すぎて目で追えなかった。

　これはどうしたんだ……？

　そして、それからすぐにコンソールウィンドウの動きは止まった。




　No.87 ＞login.




　これは、なんだ？

　俺の混乱など気にすることもなく、コンソールウィンドウはさらなる動きを見せる。




　No.87 ＞workaround.




　No.87 ＞秋原理恵のレイヤーにアカシックサーバーから主人公が介入準備。




　No.87 ＞一時的に、主人公権限を委い譲じようしますか？（Y/N）




　ワシースクテアムラ異ウ常ン回ド避？

　理恵のレイヤーに主人公が介入？

　一時的に、主人公権限を委譲？

　錯乱しそうな脳だったが、どうにか理性を保ち冷静に考える。

　主人公は、基本的に俺のはず。

　他になんて…………………………いたじゃないか！

『エターナル　イノセンス』の主人公が。

　今、目の前にあるのは得体の知れない、事態。

　これを承認するのは、賭けかもしれない。

　だけど――。

「信じるぞ、親友!!」

　俺はキーボードの『Ｙ』を力強く押し込んだ。




　No.87 ＞秋原理恵のレイヤーにアカシックサーバーから主人公が介入。




　No.87 ＞主人公から情報吸収。レイヤーの不足情報を再構成。




　メッセージはそう表示して、コマンドプロンプトごと消えた。

　……特に何か変わった気配はない。

「つ、都筑さん！」

　藤田が慌てたように、俺の携帯ディスプレイを向けてくる。

「止まりました！　秋原さんのタイマーが！　一秒たりとも動いてません！」

　確かに藤田の言う通り、理恵のタイマーがまったく動いていない。

　増えているわけでもないが、これはあいつが作ってくれた奇跡の時間だ！

　さあ。

　書け。

　いつまたタイマーが動き出すかわからない。

　俺は再び、キーボードを叩き始めた。

　そして、ちょうど二八分後に一〇割の台詞データが完成した。




　理恵のフラグを元に戻すための準備が終わる。あの人の作ってくれたプログラムもすでに受け取った。

　俺はパソコンの前に座る。麻衣は俺の後ろで、椅子の背もたれに手を置いた。

『もう俺にできることは何もない。頑張ってくれ』

　励ましの言葉を最後に通話は終わる。

　さて……。

「行くぞ、麻衣」

「う、うん。何をやってたのか、よくわからないけど……」

「藤田、前羽良さん。あとのことは任せた。俺が向こうに行ったら、確実にプログラムを起動させてほしい」

「ええ。大丈夫です」

「お任せください」

　ふたりの言葉を聞いて、俺も安心して頷いた。

　さて、行くとしよう。

　俺は『エターナル　イノセンス』のディスクを手に取り、パソコンのＤＶＤドライブへと挿入する。

　すると、ダイアログが表示された。

『媒体データの投影がハードの不正終了によって一部失敗。再開しますか？』

　これは、再投影時に表示されたメッセージとまったく同じである。




『このパソコン単体でフェアリーテールシステムにアクセスできる機能を有している』




『ホスト、つまりフェアリーテールシステム側とのやりとりに失敗したからなのかどうかはわからないが、システムにアクセスするためのプログラムが巧妙に隠されていたんだ』




『そのプログラムはパソコンからの命令でも自在に起動させることができる。上手くやれば、他のゲームすら投影が可能だろう』




　もちろん、他のゲームを投影するはずもないが、これを利用すれば白い空間へは容易に行ける。『エターナル　イノセンス』を再投影させるように設定すれば、俺の目的は果たすことができる。

　俺はダイアログの『はい』をクリックする。

　あの時と同じ投影による設定項目が表示される。設定は必要はないはずだが、念のために設定は入念に設定しチェックする。

　そして、最後の設定を終え、最後のボタンを押す――。




　俺の部屋は一瞬であの白い空間へと変化した。




　辺り一面はすべて白。一切の不純物を許さないような冷徹な白。神こう々ごうしさと空くう虚きよさが調和した空間。

　そんな空間に、今、俺と麻衣がいる。

「なに、これ……」

　麻衣は呆然としていた。初めて来たのであれば無理もない。夢だと勘違いしてもおかしくない光景だからな。

　それからすぐに人工的に生み出されたとおぼしき音声が響き渡る。

「媒体名『エターナルイノセンス』の世界を一部投影します。よろしいのであれば『はい』。やめるのであれば『いいえ』と発声してください。ただし、止めた場合はこのプログラムは停止し、二度とあなたの人生に影響を与えることはありません」

　そんなもの、今はシカトだ。

『はい』も『いいえ』も言わない。

　ただ、俺たちは待った。

　そして――。




「外サ部ポ補ー佐トプログラム、準備完了スタンバイ。レイヤー作成承認プログラム、一ブ時レ停イ止ク」

「外サ部ポ補ー佐トプログラム〝hoge.exe〟起動ブート」

「『エターナル　イノセンス』。情報参照データリファラ。外部データとの比較コンペアを実行アクション。抽出完了エクストラクション」

「キャラクターナンバー２、適合者検索シーク…………」

「該当者一名。適合率一〇〇パーセント。人物クラス、継――外サ部ポ補ー佐トプログラムによる例外発生アウトブレイク。命令全省略コマンドスキップ。外サ部ポ補ー佐トプログラムによる外部命令実行コマンドアクション」

「キャラクターナンバー２。キャラクターデータ、『エターナル　イノセンス　第二レイヤー』に確認。クラスアドレス確認」

「ノード作成。ポイント『ローカルエントランス』。完了コンプリート」

「ノード作成。ポイント『エターナル　イノセンス　第二レイヤー』。完了コンプリート」

「リンク作成。全行程、完了コンプリート」

「門ゲート、開放オープン」

「外サ部ポ補ー佐トプログラム〝hoge.exe〟。強制終了シャットダウン」

「レイヤー作成承認プログラム、再開レジューム」




　おそらくはあの人の作ったプログラムを藤田たちが起動してくれたのだろう。〝hoge.exe〟はあの人の作ってくれたプログラムの名前だ。〝hoge〟の意味はわからないけど……。

　アナウンスが終わってすぐに白い空間内に歪ゆがんだ黒い穴が出現する。

　その中から、おっかなびっくりといったように彼女は出てきた。

「武ちゃん……？」

　まぎれもなく、理恵の姿だ。

「理恵。よかった……」

「あの人の言った通り……。本当に会えるなんて……」

　あの人って誰だと聞きたくなったが、今は再会を喜んでいる場合ではない。

「あの……」

　麻衣が恐る恐る理恵の前へと出る。

「麻衣、ちゃん？」

　理恵が呼ぶのを忌き避ひされた名前で呼んだ。

　しかし、麻衣はそれを怒鳴らない。

「理恵さん。ごめんなさい……。あたし、酷いことを言い過ぎた……。金輪際二度と近づくななんて……」

　真剣に、麻衣は謝っていた。

　それを聞いたからか、理恵の表情から若干不安の色が消えていた。

「麻衣ちゃん……。許してくれるの？」

「……正直に言うとまだみんなを幸せになんてタケにいの話は認めたくない。でも、だからといってその人の意思も覚悟も蔑ないがしろにするのは、傲ごう慢まんだと思ったから……。それに、いくらなんでも言い過ぎたから……」

「………」

「だから、証明してみせてください。いつか、あなたがタケにいを幸せにできることを」

　そこまで言うと、麻衣は深々と頭を下げた。

「本当にごめんなさい。あの時言ったことはすべて撤回します」

「ありがとう。時間をくれて……。あたし、頑張るから」

　理恵は優しく麻衣を抱きしめる。

「……俺もお前がいないとダメなんだ」

　俺の言葉に理恵の視線がこちらへ向く。

「少しでも離れるなんて嫌だ。お前が俺に近づかないようにするなんて言った時、はっきりと大丈夫だって言えればよかったんだよな」

「武ちゃん……」

「待たせて、ごめん……」

「ううん。あたしも少し思い込みすぎだった……。逃げるんじゃなくて、麻衣ちゃんに大丈夫だって伝えるべきだったんだよ。それを、少し弱気になって……」

　そして、理恵は続けた。

「ありがとう、武ちゃん。武ちゃんはいつもあたしに勇気をくれる……。武ちゃんにずっとついていくから！」

　理恵が力強く誓ってくれる。

　そこで、いきなりアナウンスが響き渡った。




「キャラクターナンバー２。感情データ更新」

「レイヤーパーティション構成ストラクチャに矛盾パラドクス発生。『エターナル　イノセンス　第二レイヤー』」

「レイヤーパーティション構成ストラクチャを緊急修正スクランブル」




　その内容を、少しだけ理解する。

『過去や未来、あるいは次元。そういった諸々の概念が特殊な空間。ここでの行動は、過去や未来に影響を及ぼすことができます』

　沙耶の言葉を思い返す――。

　これで、時を越えて理恵の迷いは消えた。フラグは元に戻ったはずだ。

　そして理恵の迷いが消えれば、あの時の分断でリンクされなかった世界が繋がるようになる。

　仮定の入り交じった計画だったが、上手くいくと俺は信じていた。

　しかし、感慨に浸ひたっている暇はない。

「発声認識不可。処理を中止し、状態を回復します」

　そんな空気を読まないアナウンスが流れた瞬間に、白い空間は崩壊した。







　白い空間は崩壊を一瞬ですませ、俺たちは元の部屋へ戻ってきていた。

「大丈夫ですか？」

　後ろを振り返ると、藤田の心配そうな表情が目に入る。

「……えっと、どのぐらい、俺たちは何してた？」

「麻衣さんがいきなり倒れそうになって……。私が咄とつ嗟さに支えたのですけど……」

「プログラムの起動は自分がやりました。それから五分も経ってないと思いますけど、おふたりはずっと眠ったように動きませんでしたよ……」

　前羽良さんに抱えられていた麻衣はそこから離れて、心ここに在あらずといった様子だ。混乱しているのかもしれないが、ひとまずは大丈夫だろう。

　なんにせよ、大して時間が経ってないということであれば僥ぎよう倖こうだ。

　立ち上がって、携帯を手に取る。

　震える指を宥なだめ、理恵の枠に合わせて、ボタンを押し込む。

『go to akihara_rie layer? Yes/No』

　……頼む！

　祈るような気持ちで、『Yes』を押した。




　世界が歪んだ。




　ぐにゃりとまるで世界そのものを捻ひねるように。

　いきなり変貌した視界に目眩めまいを起こし、よろけてしまう。

「だ、大丈夫ですか!?」

　誰かが俺を支えてくれて、倒れるのはどうにか避けられたらしい。

　支えてくれたのは藤田だった。少しずつ、記憶の霧が晴れてくる。本来だったら世界移動は座ってやるはずなのに、すっかり忘れてしまっていた。

　俺は藤田の体を貸してもらって立ち上がる。そして、目眩がする視界を無視して携帯のディスプレイを見た。
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　他の世界のタイマーが減っているのに、理恵の世界のタイマーだけは増えている。

　一〇分以下だった残り時間が、徐々に徐々に増えているのだ。

「理恵の、世界だ……」

　周りを見渡してもまったく変わりがない。部屋が変わっていない。藤田もいる。前羽良さんもいた。

　麻衣は……？

　部屋から出て春姉の部屋を覗のぞくと、麻衣は気持ちよさそうに寝ていた。

　そうだ、ここは理恵の世界。『カスタマー』や『ビジター』以外が、それぞれ世界ごとに独立して動いているということは、ここの麻衣は基礎世界の麻衣とは違うのだ。

　麻衣の無事を確認してから、俺は一目散に玄関へと向かう。

　そして外へ出て、隣の家を見上げた。朝日が眩まぶしくてまともに目を開けていられなかったが、うっすらと見える建物はまぎれもなく理恵の家だ。

「武ちゃん……」

　ふと、彼女の優しい声が届く。

　その声に振り返れば、懐かしささえ感じる、理恵の姿があった。

　そして、その横から意外――いや、予想通りの人物までも出てくる。

「よう、武紀。ようやく来やがったか。久々になるな。一カ月も経ってねーけど」

「やっぱり、正まさ樹き……。ここに介入したって、お前だったんだな」

　アカシックサーバーという消えた『ビジター』が存在する世界があったから、あの場所にはいると思ったけど……。

「一応、元主人公としてお前の代用にはなれそうだったからな。この世界を維持することぐらいはできたってことだ」

　やはり、タイマーが止まったのは正樹がここに入ったことによるものか。

　そう言えば、ヘルプには

『レイヤーは中心人物――主人公を情報の根源として構成されている』

　と書いてあったけど、『カスタマー』とは書いてなかったな。

　詳しいことはわからない。それでも正樹のおかげで助かったことは確かのようだ。

「ちなみにお前、どうやってここに来たんだ？」

　俺がこんなに苦労したというのに。

「ちょっと南な雲ぐもから管理側に頼んでな。アカシックサーバーからこっちの世界に無理言って来させてもらった。お前がちょっと苦戦して、なかなか来られないことは理恵に伝えておかなきゃいけないと思ったからな。ギリギリで間に合ってよかった」

　もしかして、一度アカシックサーバーに行けばどうにかなったのか？

「つっても、お前にそのルートは無理だけどな。ありゃ、『ビジター』専用だ」

　俺の心でも読んだのか、先んじてそんなことを言ってくる。

　そして、正樹は言うこともなくなったのか口を閉じて、理恵の背中をそっと押した。

　その姿はまるで結婚式などで父親が娘を、夫となる男に託すような、そんな光景にも見えた。

「ほら、思いっきり甘えてこい。待たせるんじゃないってひっぱたいてもいいぞ」

「あ、ありがとう。真さな田だくん……」

「ああ、幸せにな」

　そう言って、正樹は振り返る。

「お、おい。待てよ。もう少し話を――」

「やだね。お前らのキャッキャウフフなんて見てられるかよ。そもそも俺は長くここにはいられないし、これでもこの世界の維持ですげー疲れたんだ」

「疲れた？」

「……どうでもいいだろ。ほら、主人公の役割はお前に返すぜ」

　片手をぞんざいに上げながら、憎まれ口を叩いて正樹は去っていった。

「あんにゃろう……」

「あたしいきなりあの人が出てきた時、びっくりしちゃった。真田くんから事情を聞いたけど、なんで力を貸してくれるのかわからなかったんだ。『お前たちを騙だましたことの罪滅ぼし。それと親友としてできる範囲での手助け』って言ってたけど……」

「そっか」

　親友。

　あいつは本当にそれだけで俺を助けてくれたんだ。

『なんだかんだでお節介』

　そういうところは本当に主人公らしい。

　それに、俺たちの事情を知っていたということは……。

　あいつはあいつで、理恵が消えるというのをよしとしなかったのかもしれない。

　真実はわからない。だけど、たぶんきっと、そうだと思うのだ。

「感謝しないとな……」

　かけがえのない、親友に……。

「うん。でも……」

　理恵が静々とこちらへと歩いてくる。

　そして、俺の前まで来て抱きついてきた。強く強く、抱きしめてくる。

「会いたかった……！　武ちゃん！　あたし、武ちゃんが苦しんでるのを聞いたのに、何もできなくて……」

「気にするなよ。正樹が俺の事情を知ってたんなら、こう言ってたんじゃないか？　『あいつに任せておけばいい』って」

　理恵は抱きつきながらこくりと頷く。

「さっきの白い空間でも言ったけど、やっぱり理恵が傍にいないとダメだよ。俺は……」

「あたしも……。武ちゃんがいないと、やっぱりダメだよ……。すぐわかった。あたし、武ちゃんがいないと全然ダメだ……」

　理恵は大粒の涙を流している。俺は指でその涙をぬぐった。

　会ってないのは本当に短い時間のはずだけど……。

　俺たちはその間を埋めるように温もりを伝え合う。

「必ず……。元の世界に戻す。その上で必ずみんなで幸せに至る道を探そう」

「うん。うん……！　一緒に歩こう、武ちゃん！」

「ああ、一歩ずつな！　少しぐらい後戻りしても、必ず前に踏み出していこう！」












　理恵が目を瞑つむる。

　俺はその小さな唇くちびるにそっと口づけた。







　それから理恵の世界を歩いていると、やはりここでも理恵と恋人となっている世界となっていた。

　咲の世界と同じように、ひとつの理想とも言える世界……。

「幸せだけど……」

　理恵が不満そうに呟く。

　そう。

　今の幸せを否定するつもりはない。

　だが、それでもこの世界は自分の望んだ世界ではないのだ。

　結局、俺が欲張りということになるんだけど……。

　それでも、みんなで幸せになりたいから。

「じゃあ、俺は一旦元の世界に戻るよ」

　俺は理恵と一緒に部屋に戻って、そう理恵へ告げた。

　理恵の世界とも繋がったし、タイマーの時間もかなり増えている。

「うん。あたしもこの世界で何か探してみるよ。何かわかるかもしれないしね」

「ああ。お願いするよ。今度来たとき、聞かせてくれな」

「もちろん！」

　俺は携帯を取りだして、カーソルを基礎世界に合わせる。

「それじゃあな……。またすぐに会いに来る！」

「うん、待ってる！　じゃあね、武ちゃん！」

　そして、俺はボタンを押した。
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　No.0 ＞致命的フェイタルエラー。例外エクセプショナルレイヤー、通過パススルー。
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　視界が元に戻ると理り恵えは消えていた。

　俺は基礎世界へと戻ってきたのだろう。うん、記憶も問題がない。

　だけど――。

　俺の部屋は、少しおかしくなっていた。

　間取りは変わらないが、タンスの位置やパソコンの位置が変わっている。

　本棚に入っているゲームや漫画もほとんど同じだが一部変わっている。

　俺が理恵の世界へ行っている間に、麻ま衣いがこちらの世界で模様替えをしたとか？

　……いや、そんなことをするやつじゃない。

　恐る恐る部屋を出て、廊下を見渡す。

　やはりおかしかった。

　廊下に置かれているものが細かく違っている。

　これまで世界を移動しても、物の配置は一切変わっていなかったはずなのに……！

　階下へ下りると、台所の方から微かすかに音がした。

　料理をしている音だ。

　もう夕方だし、麻衣が料理でもしているのか？

　台所へと入ると――、




「あら、タケくん。帰ってきてたの？」




　懐かしい声。

　懐かしい姿。

　もう二度と、見ることはないはずの人の、姿……。

「……母さん？」

　思わず、声が自然に漏れていた。

　なんで……？

　どうして……？

　俺が知っているよりも、少しだけ歳としを取っているのだけど……。

　まぎれもなく、俺の母さんだった。父さんの後を追うように、病死してしまったはずの……。

「何？　変な顔しちゃって。ご飯だったらまだよ。やることないんだったら、冬休みの宿題でも片付けてなさい。最終日にまたあの子と一緒に慌てるつもり？」

「い、いや……」

　この物言いも記憶にある母さんと同じだ。

　混乱して、上う手まく言葉を返すことなどまったくできない。

　だが、それに拍車をかけるかのように、

「ただいまー」

　もうひとつの懐かしい声が耳に届いた。

「おかえりなさーい！」

　母さんが玄関に届くように声を上げる。

　噓うそだろ……？

　あの声は……。

　玄関から上がってきたその人は、ひょいと台所へと顔を出す。

「おー。いい匂いだなぁ。今夜はシチューか」

「ええ。じっくり煮込んだから期待してていいわよ」

　仲なか睦むつまじい、両親の姿。

　帰ってきたのはまぎれもなく父さんだ。

　八年前、大事故に遭い、事故死したはずの……。

「お、武たけ紀のり。台所にいるなんて珍しいな。まさか料理でも手伝ってたのか？」

「そんなわけないじゃない。でも、さっきからなーんかおかしいのよね」

「熱でもあるのか？　顔色も悪いし」

　顔色だって悪くなる。

　なんだ、この世界は？

　死んだはずのふたりが生き返ってる世界って、何がどうなってるんだ……！

　いくらなんでも、悪趣味すぎるだろう……！

「やあねぇ。気分が悪いなら宿題なんていいから寝てなさい。どうせ、すぐに出掛けるんでしょ？」

　俺はその言葉に促されるように――。

　いや、逃げるように俺は部屋へと戻った。

　何が何だか、わからない……。

　どうなっているんだ、この世界は……？

　俺は携帯を手に取り、世界移動のためのソフトウェアを立ち上げた。
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「なんだ、これは……!?」

　数値の表示が完全に壊れている。いくつか数字は見えるものの、とてもじゃないが意味のある数字には見えなかった。

　枠を合わせて、ボタンを押しても反応しない。

　震える指をどうにか押さえて、今度は電話帳のリストを見る。

「なんで、数が減ってんだよ……!?」

　翔しよう也やの番号は発見。

　そして、高たか橋はしの番号も見つかった。

　麻衣の番号もある。親戚の固定電話の番号もあった。

　しかし――。

　理恵も、咲さきも、小こ由ゆ奈なちゃんも、拓たく海みも――ゆうきの家の固定電話すらない。藤ふじ田たの番号もない。八や重えさんの番号も……！

『エターナル　イノセンス』に関わるみんなの番号がリストから消えていた。

　その代わりに、父や母の携帯番号がある。

　これの意味することは――。

　つまり、みんながどこにもいないということ――！

「落ち、着け……！」

　しかし、あまりの事態に脳が対応できない。

　そもそもここはどういう世界なんだ……！

「……翔也か、高橋に、電話してみるか？」

　かろうじて、そんな案が浮かんできただけだ。

　ピンポーン。

　いきなりインターホンが鳴った。あまりにも不意打ちでビクリとする。

「くそ、音程度でびびってんじゃねぇ……！」

　声を出すことで、弱っている心に喝かつを入れた。

　少し心を落ち着けると微かに音が聞こえてくる。下で母さんが玄関に向かう足音。それから母さんの声も俺の部屋に届いた。

「あらあら、愛あい子こちゃん。よく来てくれたわねー」

　愛子……ちゃん？

　愛子って……。

　まさか――！

「タケくーん。愛子ちゃん、来たわよー」

　俺は舞い戻るように階下へと向かう。

　母さんは料理の途中だからか台所に引っ込んだ。

　玄関にはお客さんだけが残されている。

　そこにはきらびやかな振り袖に身を包んだ――高橋がいた。

「おー。ちょっと約束の時間には早かったか？　でも、初はつ詣もうではこの時間に行かないと混んじまうしな」

「た、高橋……？」

　なんで高橋が俺の家に……？

　だが、彼女は俺の声を聞いた瞬間、いきなり不機嫌そうな顔になった。

「な、なんで名字で呼んでんだよ……。そういう他人行儀なのやめろって言ってるだろ……」

　彼女の言っている意味がすぐに理解できない。

　だけど、彼女は俺の混乱に気付いていないのか、普段のように続けた。

「いつもみたく、愛って呼んでくれないと調子狂うっての」

　そして、少しだけ笑って、

「そうだろ、武紀」

　照れくさそうに、俺の名前を呼んだ。
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　あとがき




　おはようございます。読者さまの中で、初めての方はおられますか？　田た尾お典のり丈たけです。




　ついに本編は六巻目に突入です。総計では八巻目となります。

　お付き合いくださり、誠にありがとうございます！




　相変わらず書くことがありません。話にできる良質のネタというのは、なぜかひとりに集中しますよね。

　某Ｓさんという方がいまして。この人がかなりネタに生きています。

　フェリーに乗っていたら、下っ端の８９３に絡まれたけど、それを組長の人が謝りに来て乗船中よくしてくれたとか。

　買った馬券が実はレースを間違えてたものの、たまたま当たって一〇〇万近い額になったけど、すぐに入院する羽目になって半分ぐらいパァになったとか。

　その人と旅行に行くと、飛行機が止まったり、船の出航が遅れたり、夜行バスが渋滞で遅れたりして、交通に必ず異常が起こるとか。エトセトラ。エトセトラ……。

　かくいう私も旅行時に、盛大に寝坊かましてフライトに間に合わないと思っていたら、空港で某社がシステムダウンを起こして乗り遅れる心配はなかったけど五時間ぐらい遅れたというのがありますが、これすごい古い話なんですよね。

　まあ、そんなネタまみれな人生を送りたいかというと、そんなことはまったくなく、平穏に過ごせればそれでいいです。ただ、あとがきの時ネタに困るな、ということです。




　それでは、謝辞に参ります。

　担当の川﨑さんへ。心配させてしまってすみません。なんとかできあがりました。毎度毎度ご迷惑をおかけしております……。さすがにスケジュールがかなり無茶でした！

　絵師の有あり河かわさんへ。そんな無茶なスケジュールの煽あおりを一身に受けてしまったかと思います。土下座で許していただけますでしょうか？　……すみません。

　この本を出版するにあたって関わった皆様、厚く御礼申し上げます。

　そして、最後に。この本を読んでくださった皆様にこの上ない感謝を。

　次は外伝『シルバーブレット』２巻になると思います。こちらの方も是非ともよろしくお願いします！





二〇一〇年九月三〇日
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第10回のえんため大賞優秀賞受賞にてデビュー。好きな野球チームは埼玉西武ライオンズ。２００８年の日本シリーズが好きです。１９８７年の日本シリーズも。好きな馬はタマモクロス。別名『白い稲妻』。平成の競馬ブーム前に、オグリキャップと繰り広げられた昭和最後の名勝負は色褪せることがありません。
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